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「第3回集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する検討会」座席図

日時 :平成24年 9月 13日 (木)9:30～ 11:30
会場 :厚生労働省 省議室(9階 )
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第 3回

集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証

及び再発防止に関する検討会

平 成 24年 9月 13日 (木 )

9 : 3 0 ～ 1 1  : 3 0
省 議 室 (9F)

議 事 次 第

1 開会

2 議題                  '

(1)原告か らの B型肝炎ウイルス感染被害及び本検討会

への期待についてのヒアリング

(2)奥泉構成員からのB型肝炎訴訟についてのプレゼン

テーション

(3)研究班の調査に関する全体像と今後のスケジュール

について

(4)その他

3 閉会



料   ― 酸見

出資料

資料 2   B型 肝炎訴訟について (奥泉構成員提出資料 )

資料 3   検証項目ごとの調査手法及び内容

資料 4   研究班年間スケジュール

参考資料 l B型肝炎原告陳述集「もう待てない」
・・・全国B型肝炎訴訟全国原告団・弁護団提出資料

参考資料 2 全国 B型肝炎訴訟北海道原告意見陳述集「命の叫び」
ロロロ全国B型肝炎訴訟北海道原告団提出資料

参考資料3 野口構成員申入書



資料1-1

意見陳述書

全国B型肝炎訴訟東京訴訟原告団

原告  石川冬美

1 はじめに

東京原告団冨1代表の石川冬美です。

私は現在 34歳で、4年前に長男を出産いたしました。私が 18歳の時、弟

の交通事故をきっかけに、私と母と弟の感染が判明しました。

医師からは、私たちは母子感染で日本人は肝炎に感染している人が多いと

いうこと、まず発症しないということを聞きました。それで私達はヘルペス

程度のウイルスと思いました。

ただ、母子感染なのに母方の祖母が肝炎でないことが気になりました。祖

母は透析を受けていたので、祖母の主治医に聞いてみたところ、その医師は

「昔は注射器の使いまわしをしていたからね」と教えてくれました。

2 結婚と発症

それ以降は特別気に掛けることもなく、28歳の時に結婚しました。夫は感

染防止のためにワクチン接種を受けました。結納の前に大の両親にキャリア

であることを伝えましたが、反対はされず受け入れてもらえました。

ところが、結婚して‐か月後のことです。職場で嘔吐し、病院ヽ受診する

と肝炎の急性増悪と言われ、即入院となりました。

入院中の専門医の説明は、18歳の時に医師から聞いた内容よりずつと深刻

でした。無理はしないようにと言われ、体力のいる職種だつたので仕事を辞

めましたしこんな病気と判つていれば違う仕事を探したのにと憤りと悔しさ

を感じました。

3 出産と差男1

家族や友人に慰められ少しずつ前向きになってきた時、主治医より抗ウイ

ルス薬を視野に入れ妊娠出産を勧められました。

発症後半年を過ぎたころ妊娠が判明しました。

夫は、初産であることにカロえ、肝炎でつらい思いをしたのだからと、病院

選びは贅沢をしてもいいと言つてくれました。夫の言葉にtえ、分娩予約を

取るために実家の近くのマスコミにも取り上げられる有名な病院に電話をし

ました。受付の方は感じよく受診の手l頂を教えてくれました。私は、母子感

染予防のこともあるので慢性B型月干炎であることを伝えました。

すると院長に電話が変わり「うちは産科なの。内科のお医者さんはいない

の。肝炎なのでしょう、それ相応のところで産まなきゃ」と電話を切られま

した。



とてもショックでした。その後、住んでいた川崎市でも妊婦歯科検診を 3

件断られました。
^さ らにマタニテイスイミングでは 3回通つた翌日に支配人から電話があり

ました。「スクール前の体調チェックをする助産師から肝炎である報告を受け

ました、今まで当クラブに肝炎の会員はいません、水の中では簡単に皮膚が

傷ついてしまいます、お金を返すので取りに来てください」と退会を迫られ

ました。主治医からの許可書も提出してあり、会員規約には肝炎患者が駄目

だとは書いてありません。私だけでなくお腹の子まで否定されたようで、本

当につらく、泣きすぎてお腹が張ってしまい点滴を受けたこともありました。

私は母が悪いとは微塵も思つていませんでしたが、このことが心労になった

のか母も発症し入院しました。

その頃に最高裁判決が出て、国の無策のせいで私達がこんな目に遭ったの

だと権信し、報道で見た奥泉弁護士を調べすぐに電話をしました。私はただ

ただこの無策を行つた責任者に私達家族とお腹の子に謝罪をしてほしいと思

ったのです。

出産する病院は、仕方なく肝炎治療を行らている大学病院となりました。

そこでは、肝炎治療で不愉快な思いをしたことはありませんでした。しかし、

産科では違いました。感染症患者として区別をされるのは当然ですが、私の

受けた扱いは全く意味のない、差別以外の何物でもありませんでした。

まず トイレには特男1ト イレという張 り紙があり、そこを使用するように言

われました。他の患者さんたちが特別 トイレを不思議そうに見るので、帝王

切開でとてもお腹が痛かつたのですが、人目のない時を見計らって トイレに

行くようにしました。シャワーは全ての人が終わつてからです。食器は下膳

棚へ下げないで下さいと言われました。私の使つた食器はヘルパーさんが来

てビニールをかぶせて下げるのです。私の使つたタオルやパジャマ、子供の

産着も、返却場所ではなく直接ナースステーションに持つていかなくてはな

りませんでした。私は妊娠出産という人生で大きな喜びが得られるときにt

とても惨めな思いをしました。

退院しても息子の感染の有無はすぐに判明するわけでもなく、胎内感染し

ていたらどうすればいいのか考えると本当に苦しい毎日でした。感染してい

ないと病院から電話があつた時にようやく子供の誕生を心から喜ぶことが出

来ました。

4 検証会議に望むこと

妊娠から出産という短期間の間に沢山の幸い思いをしました。このような

差別は、大なり小なリウイルス性肝炎患者が経験することだと思います。医

療現場で、患者がこのような根拠のない差別や惨めな思いをすることがあつ



てはならないと思いますじ

検証委員の先生方には、このような偏見差別を受けるB型肝炎感染者の苦

しみを分かつて頂きたいと思います。そして、このような辛い思いをする被

害者を2度 と出さないために、真倹1に取り組んでいただきたいと思います。

私が訴訟に加わった動機の一つに、なぜ危険を分かつていながら回し打ち

を続けたのか知 りたいということがありました。当時の医師の中には危険性

に気付いていた人も多いと問きました。そうした医師の声を拾うシステムは

なかつたのでしょうか、その声はどこで消えてしまつたのでしょうか、WH
Oの勧告を無視したのはなぜなのでしょうか、誰がどこの部署で判断をして

いたのでしょうか、なぜ私達家族がこんな病気に感染しなくてはならなかっ

たのでしょうか、私はそれを知りたいと思つています:

注射器の使いまわしはなくなりましたが、それを許したシステム、体質を

変えない限り、誰でも不幸の当事者になる可能性が残つたままです。

国は私達被害者を出したことを真摯に反省し、この不幸を教訓としなくて

は、また同じようなことが起こるでしょう。危険が分かつてもすぐに手を打

たず、被害者が膨れ上がり死者が出ても無視を続け、訴訟を起こされてから

重い腰を上げることを繰り返す、これは国のすることではありません。

被害者、そして国民が望むことは、コス トや誰かの利益や面子ではなく、

危険が分かった時点で速やかにその行為をス トップし、被害者の救済を行う

ことだと思います。
.こ

れが出来ていれば、私たちが訴訟を起こすこともあり

ませんでした。

委員の先生方は医学などのスペシャリス トであると思います。どうか私達

被害者の声を受け止めて頂き、このような悲劇を繰り返さない体制を私たち

と共に築いて頂きたいと思つています。何卒よろしくお願い申し上げます。

以上



資料1-2

意見陳述書

全国B型肝炎訴訟九州訴訟原告団

原告番号 85番
1 はじめに

私は,現在 34歳です。夫と娘の 4人 で佐賀県に住んでいます。母親

が予防接種によりB型肝炎に感染 し,私は母子感染 しました。福岡地方

裁判所に無症候性キャリアで提訴しています。

2 感染が判明して

母は,私が 10歳のころ,献血の際に,B型肝炎ウイルスに感染 して

いることが分かりました。すでに慢性肝炎を発症 していて,す ぐ入院す

ることになりました。そのときに,家族も血液検査を受けたところ,私

も私の姉もB型肝炎 ウイルスに感染 していることが分か りました。

病院の先生からは,こ のウイルスは血液を介 して人に移 してしま うの

で,怪我をしたりしても,絶対に人に血を触 らせてはいけないと言われ

ました。                                 
・

このように聞いて,私 自身の血液が,人に病気を移す凶器のように思

えました。

親しい友人にも病気のことを話すことはできませんでした。もし,私

が人に移 してしまうウイルスを持つていることが分かれば,友だちから

怖がられて避けられるんじゃないかと思つたからです。

感染 していることが分かつてから,誰にも病気のことは言えず,献血

に誘われた際には貧血ぎみだからと嘘をつくなどして,そ の場をごまか

していました。なぜ,友だちとの会話なのに嘘をつかなければいけない

んだろうとみじめな思いをしました。

症状が進んでいないかを検査するために,半年に 1回定期検査に行か

なければいけませんでした。

症状もなく,結果も毎回問題ないと言われていたのに,一 日かけて病

院に行き,検査を受けなければならないことが,と ても嫌でした。

ある日,姉 と一緒に母に連れ られて定期検査を受けに行く途中で,母

に対して,「 なんで,私たちだけ,こ んな病気にならなきゃならないの。」

と言つたことがありました。病気の原因は母にあるんだと思つていたか

らです。母は1立 ち止まり,何 も言わず:ただ悲 しそうな表情で私を見

つめていました。

-1-



その 日の夜,ふすまを隔てただけの隣の部屋から母のすすり泣 く声が

聞こえてきました。昼間の私の言葉が,母に涙を流 させているのだと分

か りました。私は,母に何も言えませんでした。これ以上責めることも,

謝ることもできませんでした。ただ,母が泣いていることを知つたこと

を母に悟 られていはいけないと思いました。

3 夫への感染

友人には病気のことは話せませんでしたが,夫には交際が始まつて比

較的早 くに打ち明けました。嫌な目で見られるんじゃないか,夫の気持

ちが変わつてしまうのではないかと不安に思いました。しかし,交際を,

続けてい くにはと思い,勇気を振 り絞つて打ち明けま した。

夫は私の病気を受け止めてくれました。大好きな人に理解してもらつ

たと思い,と てもうれしく,夫を大事にしていきたい と思いました。

そ う思つていたのに,夫に感染させてしまうとい う事件が起こりまし

た。夫が急性感染を発症 し入院 したのです。感染させた原因は私にあり

ました。劇症肝 炎のことも頭に浮かんで,夫は私のせいで死んでしまう

のではないかと悩む 日々が続きました。

夫は就職 した直後だつたのに出社できず,仕事面でも迷惑をかけまし

た。今後,夫 とどうしていけばいいのか分からず,毎 日一人で考え込ん

でいました。

4 出産

幸い,夫は無事回復 しました。その後,私は二人の子どもに恵まれま

した。子 どもができたと分かつたときは普通喜ぶと思いますが,私は子

どもにも移 して,辛い思い,苦 しい思いをさせてしま うのではないかと

い う不安に駆られました。

母子感染の説明も医師から受けましたが,感染を防げない場合もある

と説明されたので,余計に不安になるばか りでした。

子 どもたちには出産直後にワクチンが打たれました。無事抗体ができ

て母子感染を防ぐことができました。これで私と同 じような不安や苦 し

みを味わわせなくて済んだと思い,心の底から安心 しました。

5 母の症状の進行

母は,感染が分かつて入院 した後は,定期検査を受けながら過ごして

いました。

しか し,母が 52歳 のとき,肝がんが見うかりま した。

外科手術ができない場所で,色々な内科治療を受けましたが,完治す
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ることはなく再発を繰 り返 しました。自分のせいで私たちに感染 させて

しまつたとい う苦しみから逃れ られないまま,59歳 という若 さで亡く

なりました。

私はまだキャリアの状態ですが,母 と同じように慢性肝炎を発症 し,

肝がんが見うかり,死んでいくのではないかという不安が常につきまと

っています。

かわいい二人の娘の成長をずつと元気に見ていけるだろうかと不安

になるときもあります。

私たちキャリアの患者は,元気なようには見えます。しかし,症状が

進行 していくとい うおそれ と常に向き合つており,不安な日々を過ごし

ているのです。

6 真相究明に対 し望むこと

私は,ウイルスに感染 していることが分かってから,なぜこの病気に

なつたのかをずっと知 りたいと思っていました。母が予防接種における

注射器の回し打ちで感染 し,母から母子感染したことは分かりました。

それだけではなく,ど うして注射器の回し打ちが行われていたのか,根

本的な原因を知 りたいと思います。

被害者が納得できるように,原因を究明していただきたいと思います。

また,国 の対応がどうして遅かつたのかという点も究明していただき

たいと思います。

平成 18年に最高裁判決が出されたにもかかわらず,国 は広報も救済

もしませんでした。

母はずつと自分のせいで私がウイルスに感染 したと思つて悩み,平成

19年に亡くなりました。もし,国が当時 しっかり広報を していれば,

母は自分を責めることなく,少 しは救われて亡くなったと思います。

また,早 く救済を受けていれば,保険外の高額な治療を受けて,も つ

と長生きできたかもしれません。もつとや りたいことができたかもしれ

ません。

なぜ′早く広報や救済等がされなかつたのかとい う点についても詳し

く調査 していただきたいと思います。

そして,こ のような被害が三度と起こらないように,再発防止策をし

っか り考えていただきますようお願いします。

以上
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資料1-3

意見陳述

全国B型肝炎訴訟北海道訴訟 原告団

原告番号 467番

はじめに

私は、全国B型肝炎訴訟北海道原告団の原告番号467番です。今年の 1

月にこの裁判に加わって原告になりました。 .

昭和 28年生まれで、現在59歳です。

札幌市内の病院で介護助手の仕事をしております。‐

本日は、このような機会を与えていただいてありがとうございます。

私は、B型慢性肝炎の患者です。でも、私がこの裁判に参加したのは、私自

身のためではありません。私の2人の子どものためです。

今日は、そのことを述べさせていただきたいと思います。

2 長女について

私は、24歳で結婚して、25歳で長男を出産し、その 2年後には長女を出

産しました。 2人の子どもに恵まれ、私の両親からは、「五体満足の身体で子

どもを授かつたのだから、五体満足に育てなさいよ。」と言われました。子ど

も達は、2人ともスポーツが大好きで、長男は野球やサッカー、長女はバスケ

ットボールやバレーボールに打ち込んでおり、試合があれば、よく応援に行つ

ていました。子どもたちの成長が嬉しい、とても幸せな日々 でした。

やがて長男は高校に進学し、娘も、お兄ちやんと同じ高校に合格しました。

2人が同じ制服で同じ高校に通学するのが、とても楽しみでした。

しかし、平成 8年の春に、突如としてこの幸せな生活が崩れ去ることになり

ました。長女が、中学校を卒業した春休みに、突然体調に異変が生じたのです。

長女は、体がとてもだるいようで、嘔吐を繰り返しました。

近所の病院では「風邪ですね」と言われたのですが、1週間近く経つても良

くなりませんでした。

よその大きい病院を受診したところ、「すぐに入院して安静にしてくださ

い。」と言われました。入院して数日後、 ドクターより呼出がありました。そ

の席で、私は、長女が肝がんと診断されたことを告げられました。

そして、長女はすぐに、川 |1医大病院に転院することになりました。



長女は、入院などしたくない、友達と高校に行きたいと泣いていました。

私は、親として何もできず、ただ一緒に泣くだけでした。

長女がどうして突然肝がんになったのか、全く心当たりがなかつたのですが、

私の血液検査を行ったところ、私がB型肝炎のキャリアであることが分かりま

した。病院からは、母子感染であると言われました。長女の身体のウイルスは、

私の身体からうつつたものだったのです。母親として、こんなに辛いことはあ

りませんでした。

それでも私は、娘が大学病院に入院する前に、制服、教科書、鞄などをそろ

え、入学の準備をしました。たとえ入院で通学が何ヶ月か遅くなることがあつ

ても、いつか元気になつてくれると信じていました。

しかし、大学病院に入院してほどなく、ドクターからは、娘の余命は 3か月

であると宣告されました。

娘は、がんに冒されながらも、どうしても高校に行きたいという気持ちを強

く持つていました。そこで、高校にお願いしてみたところ、高校では娘の病気

や現在の症状を理解していただいて、全面協力をしていただき、嬉しいことに、

娘は友達と一緒に、入学式に出席することができました。

入学式のあと、娘も教室に入りました。

.先生から「今は体調が悪く入院しています」と説明していただいたあとに、

娘は、クラスメイ トの前で、大きな声で自己紹介をしました。娘は、それだけ

でも、クラスの=員 となれたようだと喜んでいました。

入学式を終えて一週間ほど経つたころに、肝がんの開腹手術が行われました。

しかし、肝がんの病状が余りに深刻で、手をつけることができないまま手術は

終わつたとのことでした。

その後、娘には、黄疸、足のむくみ、腹水などの症状が出てきました 何度

か腹水を抜きましたが、その度に体力が落ちてゅきました。

4月 の半ば頃、娘がどうしても高校に行つてみたいというので、高校の会議

室をお借りして、数名のお友達とお話しする機会を作つていただきました。娘

は、体力が衰えていて、制服を着ただけでも「体が重い」と言つていました。

ただ、友達と会えたときは、本当に楽しそうに話をしていました。

その 2か月後の6月 、余命宣告のとおりに、娘は帰らぬ人となりました。

3 検証会議に望むこと



私の長男も、母子感染によりB型肝炎ウイルスに感染してしまっています。

幸いにして、長男は無症候性キャリアであり、現在は何の病状も出ていませ

ん。しかし、B型肝炎はいつ発症するか分からない病気です。長男も、いつ爆

発するとも知れない爆弾を身体の内に抱えたまま、人生を送っています。   
｀

私は、自分の体内に住み着いたB型肝炎ウイルスによって、最愛の娘を失

い、また最愛の息子の身体にもB型肝炎ウイルスを住まわせてしまうことに

なりました。このことが母親としてどれほど辛いことか、理解していただき

たいと思います。

私の悲劇は、残念ながら、決して特別なものではありません。

同じような思いをしたご家族が、何千人、何万人といらっしゃるというこ

とを、私はこの裁判に参加してみて、初めて知りました。

どうして、子どもの健康を願 う親の思いを裏切る注射器の回し打ちが行わ

れることになつてしまったのか、どうして、それを40年 という長い間にわ

たって止められなかつたのか。どうして、何千何万の被害者を出すまでにな

ってしまったのか:その原因は一体何だつたのでしょうか。

私は、この検証会議において、その原因を徹底的に調べて、明らかにして

もらいたいと願つています。そして、原因が分かつたら、三度とこのような

悲劇が起きないように対策をとつていただきたいと思います。

 ́  それが、私が検証会議に最も強く求めたいことです。

間違つても、中途半端な調査で終わらせることがないようにしてください。

それでは、また同じ悲劇が繰り返されることになつてしまいます。少なくとも、

この裁判の原告が十分に納得するような調査結果が出るまでは、調査が打ち切

られることがあつてはならないと思います。それが、この会議が負っている責

任です。

私や私の母親のような思いをする人が、もう三度と生まれないようにして

くださV｀。

以上で、私の意見陳述を終わります。

以上
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B型肝炎訴訟について

奥泉尚洋

l B型肝炎訴訟 (先行訴訟)の提起の経過・目的

北海道の患者団体が、難病対策として行われていた肝炎対策の後退の動きの中で、ウイル

ス性肝炎感染患者の多さの原因を調査すると「集団予防接種の注射器の連続使用が感染の大

きな原因」と指摘する文献が多々あつた (別添 1参照)ぉ この指摘を法的な責任として明確

化し、肝炎対策を後退させず全国に拡大させることを目的として提訴。

2 先行訴訟の経過

1989年 (平成元年)6月原告 5名提訴

2000年 (平成 12年)3月札幌地裁判決 。原告敗訴

2oo4年 (平成 16年)1月 札幌高裁判決・原告 3名勝訴他の 2名 について除斥期間経

過を理由に敗訴

2006年 (平成 18年)6月 最高裁判決 。原告全員勝訴

3 訴訟における争点

何) B型肝炎感染と集団予防接種の因果関係

B型肝炎ウイルスの感染力の強さから、他の感染経路の可能性から原告らの感染の原因が集 _

団予防接種での注射器等の連続使用と認定できるかどうかが争点となつた。

(21 集団予防接種と公権力の行使並びに国の予見可能性及び結果回避義務

① 肝炎に関する医学知見について

血液を介して感染する肝炎の存在とその感染原因が医療行為、予防接種の際の注射器の

連続使用にあることの指摘、予防接種における1人 1針 1筒の実施が必要等の諸外国の医

学文献があり、それらは日本にも紹介されていた 暢り添 2、 3)

② 予防接種制度と接種方法

1948年 (昭和23年)6月 予防接種法成立、

接種の方法について 。昭和 23年 11月厚生省告示 (注射針の一人ごとの消毒)、 昭

和 24年 10月 厚生省告示 (ツ反 ―注射針のアルコール払 しょくで可)、 昭和 25年 2

月厚生省告示 (ツ反、BCGの接種の際の注射針の取り換え)、 昭和 33年 9月 予防接

種ull「注射針、接種針及び乱劇針は、被接種者ごとに取り換えなければならない」

昭和 63年告示 WHO勧 告に基づき、予防接種における注射筒の交換及びツ反におけ



る注射針 。注射筒の交換の指示 G電添4～ 9)

13}民法 724条 (除斥期間)の適用

4国の主張

{1)因果関係について

HBVは感染力が強く、集団予防接種での注射器の連続使用での感染可能性は否定しな

いが、感染原因は多岐にわたり、「想像を超える感染経路」があるから、原告の感染原因

が集団予防接種の注射器の連続接種にあるとの認定はできない。

(2)責任について

① ディスポの注射器の普及前は一人毎の交換は経済的にできなかつた。

② B型肝炎ウイルスが検出できるようになつたのは昭和45年であり、それまでは、B

型肝炎の病態は分からず、連続使用の危険性も分らなかった。

5 半崎央

い)札幌地裁

一般的な感染可能性は認めるも、「想像を超える感染経路」もあることから原告らの個

別因果関係は認定できない。

(2)オ L朝尼書認識

5人の原告について、法的に個別因果関係を認めるとともに、国の責任を認た ただし、

最終接種後 20年以上経過した原告 2名 について除斥期間経過を理由に請求棄却

高裁判決 (医学的知見の認定、責任の認定について等)参照 01添 10)

(3)最高裁

札幌高裁の事実認定を前提に、因果関係認定の根拠について補足し、除斥期間の解釈に

ついて高裁の判断を変更して除斥期間の起算点を「発症時」として、5人全員勝訴判決 Gl

添 11、 なお、国は責任が認定されたことについては上告の申し立てをしていない。)

6 最高裁判決後

最高裁判決後、「感染被害者及びその遺族の方々に対する救済措置が講じられなかつた

ことから」饉 本合意書前文)、 2008年 (平成20年)3月札幌地裁での提訴をはじめ

として全国各地で提訴、 10地裁まで拡大

2011年 (平成 23年)6月 基本合意締結

7 真相究明・再発防止のために

日)肝炎感染の危険についての国の認識

2



例えば「防疫必携」 01添 12)「 日本医事新報」 01添 13)な ど

※ (高裁判決)「昭和 25年に、皮内注射であるツベルクリン反応検査においてすら、

一人ごとの消毒済み注射針の取り換えを必要としていたもので、このことは、その後改正

された昭和 33年 9月 17日 厚生省令第27号により予防接種法に基づく予防接種規貝1

が「注射針、接種針及街 麟け は、被接種者ごとに取り換えなければならない」と定めた

趣旨、目的と同一のものを、昭和25年当時既に持っていたものと認めることができる。」

(21現実の予防接種の実施状況

① 注射針さえ取り変えない接種実態の放置

※最高裁判決の認定

② ツ反接種の注射針の取り換え告示 (昭和25年告示)の無視

③ 注射「筒」の連続使用の放置 (昭和62年WHO勧告まで)一 B型肝炎ウイルスの発

見、感染力等の知見確立後も放置

(31なぜ、連続使用が続けられたのか

141被害発生の確認等、その後の対応について

連続使用の禁上の通達後、それ以前に禁止行為を認めていたことによる実態や被害発生に

ついて、早急に調査し、その結果に基づく対策をとるべきだつたのではない力、

以上

別添資料

1 飯野四朗「無症候キャリア」 (日本臨床 。肝胆疾患 昭和63年 2月 28日 発行)

2 英国保健省 「黄疸の伝染における注射器の役割」(LANCET 1945.7.28)

3 楠井賢造「肝炎の問題を中心として」 (治療 33巻 12号 昭和 26年 12月 )

4 予防接種施行心得 (昭和 23年 11月 11日厚生省告示第 93号)

5 ツベルクリン反応検査心得及び結核予防接種心得 (昭和 24年 10月 24日厚生

省告示第231号 結核予防行政提要上巻抜粋)

6 厚生省告示第 39号 (昭和 25.2.15)

7 予防接種実施規貝1(昭和 33年 9月 17日 )

8 厚生省通達「予防接種等の接種器具の取扱いについて」 (昭和63年 1月 27日 )

9 WH0 1987年 勧告 (訳ガ

10 札幌高等裁判所判決 (抜粋)



11 最高裁判決 (抜粋)

12 防疫必携第 1版 (厚生省 1955年 第 1月D

13 日本医事新報記事抜粋 (昭和 32年 6月 19日号)
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6.B型肝炎 18)B型肝炎に関する請事項

無症候性キャリアー予後と対策一

`ま

 し め {ニ

黒症候性 HBs抗原キャリア対策を考えるに

は,Bコ干炎ウイルス(HBV)感 染の疫■,病
態。経過。テ後,治″1予防のすべて:こわたっ

て熟知ナろ必要があり, ヒくに自然経過を知ら

ことが大切である。

1.HBVキ ャリアの自然経過

a.キャリア化

HBV感 染によってキャリアとなるのは,

HBVに対する免疫不全によると考えらJし てお

り,日本人の場合には,μBVキ ヤリアの大部

分が乳幼児用の感築によるものである。しかし,

乳幼児期に感染しても全例がキャリアとなるわ

けではなく,キ ャリア化の条件としては,①
侵入ウイルス量が多い場合,② 感染時期が出

生時に近い場合,0性差などが挙げられる。

理 雖 難 齢 機

1 を占めるにすぎなかったが,現在lt母子感染が

ヽ主体をなし,水平感染は2o%程度となってい

るヽ。            .
乳幼児がHBVの感染を受けキャリアとなる

場合は,感染時に一部の例(約 1/3)に 一過性の

肝炎がみられるが,一過性の肝炎を発症した例

。 も含めて,ほ とんどの例が HBe抗原陽性の無

症候性の HBVキ ャリア(ASC)と なってある

°
Shiro::、o:束東大学医学部6第 1内‖

撃鶴ノ

'国

|

飯 野 四 郎・

口 1 持続性懇築 (キ ャリア)での HBV関 連抗原抗

体系の推移

ASC:黒嘔ミ
=キ

ャリ
'・

年限を経過する。ごくまれに発症した肝炎が

そのままに持続し,肝硬変から肝細胞癌へ,

ASCを経ることなく進展する.

b.第 I期
ASCと なった例では血中の HBs抗原量,

HBe抗原量,HBV DNA量 ,HBV関連DNA
ポリメラーゼ(DNA― pp活性など,HBV遺伝子

産物は高値を示し,こ れは血中に多量のHBV
が存在することを示し,その血液は感染力に富

んでいる。

この状態の持読は個人差が非常に大きいが,

その大部分の例:ま ,10歳代から30歳代にかけ

て肝炎を発症してくる。図 1の第 I期 (HBe抗
.原陽性無症候性キャリア期)に相当する。

この期間は生体が HBVを 異物として認識せ

ず,容認している時期であると理解されており,
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肝組織所見でも肝炎像は認められない。

しかしながら!生体が HBVを認識するよう

になると肝炎の発症がみられると考えられてい

る。ただこの考え方は免度の側からだけ見たも

ので1近い将来修正される可1旨性がある。新し

い考え方として,HBVの 粒子形成障害が肝炎

発症に直接関係するとするものである。

c.第 lI期

肝炎が起こつている期間が第 II期 (肝炎期)

である。第 II期 は HBe抗原が減少し,ついに

は陰性 とな り,HBe抗 体が出現 して くる.

HBe抗原からHBe抗 体へserOconversionす

る期間ともいえる。しかし,HBC抗体の出現

は必ずしも必須の条件ではない。

大8g分の例では肝炎の発症は徐々であり,自
・覚症状をみることは少ない。生化学的検壼での

み肝炎の存在を知ることができる。ただ=時に

は急激:こ肝炎を発症し,責疸を伴つて急性肝炎

様になることがあり,B型急性肝炎との盤71」が

離しいこともある。このような例をキャリアか

らの肝炎の急性発症と呼んでいる。急性発症が

激烈で,ま れには劇症肝炎様になることも■ら

れる。この場合,後に肝硬変を残すこともある

が,一方では,そのままキャリア状態を脱する

例もある。

HBe抗 原が消失する と,約 80%の 例で

GOT・ CPTの正常化がみられる。その後,

GOT・ GPTの正常化率は次第に高まり,HBe
抗体が持続的に陽性を示す症例でのCPT異常

事は5%程度となる.一般的にいえば,sero‐

convenson後 1-2年でFと んどの例でCPT
は正常化し,一部例外的症例のみが GPTの 異

常力颯 り,このような例は肝病変が進展した例

であることが多い。

逆に,CPTが正常化した後,1年 くらいし

て,HBc抗原が陰性化する例もある。このよ

うな例では HBe抗原量は陽性とはいえ,非常

に低値である。

HBe抗原の消失とHBe抗体の出現は様々

である。両者が共存 して,直 ちにser∝onver‐

sionが完成する例もあれば,HBe抗原が消失

して。数年後に HBe抗体が出現する例もある。

また。HBe抗体の出現をみないまま,HBs抗
原が陰性化する例すらある.

d.第 III期

HBe抗原が陰性化し,肝炎も鎮静化した例

が第 1lI期 (HBe抗体障性無症候性キャリア

期)の 例である。ほとんどの例がHBe抗体陽

性である。

その例呼炎の再継をみない例では肝組織像も

改善し,H3s抗原価も低下してくる。この中

からHBs抗原が陰性化する例もみられるよう

:こ 41る 。

しかし,嘉 III期 にある例であつても,一定

間隔で検査をしているとときに肝炎の一過性の

再燃を認める。このような例では組織所見は悪

化しないものの,改善もしない。

第 I:I期 と思われる例で注意すべき症例は,

第 II期の間に肝硬変にまで進展した例である。

この中から,と きに肝蹟胞癌の発生をみる。B
型の肝硬変患者では.肝細胞癌合併の直前から

その数年前にかけて,肝炎が鎮静化すること

がしばしばみられ,B型肝硬変例での GOT・

CPTの下降,その継続はむしろ警戒信号を考

えるべきである(完全に正常化するのではなく,

いわゆる正常範囲内になるという例が多い)。

とはいえ,大多数のキャリア例では,第 lΠ 期

はキャリア状態から離脱する時期である。

′HBs抗原が陰性化して,キ ャリア状態を離脱

する割合は年半数%である。

, e。 成人のキャリアでのHB● 4原陽性率と

肝炎率

図 2にみるように,無症候性キャリアでの

HBe抗原陽性率は年齢とともに急激に減少す

る。これは肝炎を起こしてHBe抗原が陰性化

していく例があるためであり,一部の症例が

HBe抗原陽性の慢性肝疾患群へと移行する.

表 1は,キ ャリアタリニックを訪ねた人の

HBe抗原。HBe抗体臓性事と,肝炎率を示し

たものである。対象例はほとんどが献血時に

HBs抗原を発見された例である。

キャリアの約24%が HBe抗原陽性で,男

性のほうが女性より臓性率は高い.現在進めら

れている母子感染防止事業に伴う妊帰検診時の

■105
肝胆疾患ω―新しい診断・治緊縣 ―

図2各 ■HBVキ ャリア状 Sで み た

HBc抗原の年齢別■性旱

慢性肝痰こで:=HBc硫原口性伏重●:日おま
で景く傾向●

=あ
ら。

ASC:目紀銀佳キヤリア.CX:慢 tlF炎
`

LC:肝至
=HCC:肝

編ね饉.

表1 キャリアクリニックを訪ねた人のHBe抗

“

・

HBe抗体と肝炎        ・・

HBe抗原陽性率は,26%程度(HBs抗原腸性

率は1.5%)であり,地域差が認められる。関

東地区では,こ こに示した20%前後である。

HBe抗原陽性者の 23.8%に肝炎が認められ

るが。これには性善はみられなかった。

―方,HBe抗体陽性率は73%であり,数%
がHBe抗原・HBc抗体とも陰性の例である。

HBc抗体陽性者の中の5。7%に肝炎が認めら

れた。キャリア全体としてみると,約 10%に

肝炎を伴う例が認められる。

2.HBVキャリアの予後
"

a.HBe抗体関性のHBV無症候性キャリア

潜在性の肝硬変を生化学的検査や画像診断に

よって除外し,さ らに,5年以上肝炎の再燃を

みなかつた例では,10年以上にわたって定期

的に観察した100例以上の経験からは,肝炎の

再継もlFH胞籠の発生もみていない.ま た,肝
炎の状態が観察された数 10例の経験からはも

肝炎が 1～2年で終息した例では,・ HBe抗体陽

性の議症候性キキリアになって 1年以上肝炎の

再燃をみなかった例で。その後に肝炎の再燃を

みることはなかつた。

これらのことから,キ ャリアであることが発

見されたときに,HBc抗体陽性である例につ

いては,は じめの数年間に肝炎の再燃をみない

限り,予後は良好なものと考えられる。

b.HBe抗原,HBe抗体ともに陰性の魚症

候性キャリア

これには,肝炎期が終了して時間的経過が短

い例から,非常に長い年月を経たものまで含ま

れている。肝炎期を離脱して間もない例につい

ては,数年間は比紋的間隔を詰めた定期検童が

必要であるが
・ 予後の上からは HBe抗体陽性

例と同じと考えてよい。

c.HBe抗体腸性およびHBe抗原・ HBe抗
体陰性の肝炎患者

HBe抗原が陰性化した時点で,肝炎が残つ

ている例は約 20%である. しかし,HBe抗原

の再出現をみない例では,その後の 1年間でそ

の約半数以上の例では肝炎は鎮静化する。

HBe抗体陽性のまま肝炎が持続する例は,

数%にすぎない。しかし,肝炎が出没する例は,

図3に示したように 20～30%の例にみられ,

これらの例では,そ の後にも肝炎の再燃をみる

ことが多い。

肝炎をその後にみない例では,肝組織像は改

善するが,肝炎が出没する例では↑翼のままで

あるのが普通で,肝炎が持続する例では,肝組

織 見も進展する。この中からは,肝硬変・肝

細胞癌に
=る

例もみられる。

一般的な傾向として,肝炎の期間が長期であ

った例では肝炎の再燃,肝炎の持統をみる例が

多い。さらにいえば,男性例では女性例より1

30歳以上の肝炎発症例は,若年での肝炎発症
例よりHBc抗原陰性化以後の肝炎の頻度は高

HBe掟原
"性

串
`%)肝 炎 事《%〕
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く,ま た,結果としての予後はよくないことに

なる.

d.HBe抗原陽性の肝炎患者

HBe抗原陽性の慢性肝疾患例の子後につい

ては,国によつて,患者背景が異なり,内容的

にはかなり違つたものとなつている。
′しかし,明 らかなことは肝炎が長期にわたる

例では,肝炎の程度によつて進展速度は異なる

ものの,確実に進行することである。慢性肝炎

から肝硬変に進展する例は,すべてこの経過を

。とつたものである。

ALD

`:
●18

“30

23

:7

“

表 2に初診時 HBe抗原が陽性であった例を,

5年以上経過観察した例の転帰を示した。初診

時に肝疾患を認めた例では,無症便性キャリア

状態であつた例に比して肝炎持続湖間が長ぃ。

初診時,偶々肝炎の時期であつた例も一部には

あり,また一方では,図 1にみるように,恐 ら

くはかなり以前から肝炎が持続していたと考え

られる例もある。このことは,無症候性キャリ

ア状態から観察が開始された例の中にも,肝炎

が長期にわたる例がときにはあるものの,発見

時に肝炎が認められる例では,肝炎が長期にわ

●・31

29

■35

―
HBe掟層出tL    

…
HBe籠

`夕

Fl性   i   :1“ ●I

口 3 肝障害の発現 をみ●7 HBC抗暉陰性PIの 経ニ

…・・・の上の H男 :=切0町肝諄害を悸わ

“

かつた飢

★ :女性,● :ASC.● :層硬
=。

およびその他の慢性肝疾患・
申:H38抗原演性

化.FL:詣 bllo ALD:ア ル●―ル」抒障害                   =

襄2 5～ 12年間にHB●抗鷹が消失したHBc抗原隠性キャリアでの府炎の転帰

対象例菫 月子炎改善倒敗
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表3 11BVキ ャリアに対する初口検査項目

・治出縣 …               603

表4 キャリアクリニックで行う説明内容
たる例が多く含まれる可能性があることを示す

ものである。このように肝炎が長jりにわたる例

は,HBVキ ャリア例の 5～6%であろうと日

本人の場合には考えられ,さ らに=肝便変・肝

細胞癌に至る例は,キャリア数と平均生存年数,

慢性肝疾患による年間死亡者数=推定慢性肝疾

患患者数などを考虚すると,キ ャリアの3～4

%程度であろうと推察される。

図4について説明を付け加えると=HBe抗
原が持続している例では肝炎が持続するかl lr・

炎の出投をみるかであり,肝炎が長く続いた例

では,い ったん肝炎が鎮静化したにみえても再

燃をみることが多いということである.5年以
・上を経過して肝炎の再燃をみることもありうる。

●.IIBc抗原「3性の無症候性キャリア

l【 Be抗原陽性の無症候性キャリアの経過を

分類して,換式的に示せば図5の ようになる。

I型はHBe抗原rr性 のまま,lま とんど無症

候性キャリアの状態で一生を終わる例である。

女性例では,と きにみられるものの=男性例は

ほとんどない,男性例ではこの1型に一見みえ

ても,滋在性肝硬変例のことが多い。

II型はごく軽度の肝炎を経て,HBe抗原が

陰性化する例である。これは若年者,女性にみ

られることが多く,肝炎の期間も1年以内のこ

とが多い。COT・ CPTの上昇は高 2々00K.単

位程度で,検査Fdl隔が広ぃと肝炎の

'‖

間は見落

とさヨtる。

HI型は通常のHBVキ ャリアにみられる肝

炎である。COTo CPTの 上昇もときには千 K。

11位 くらいになることはあっても。多くは数百

K.′卜位である。肝炎の持焼は2～3年である。

男性例も,女性例もある。

lV型はB型慢性肝炎例の大部分を占め,肝
炎は長期にわたり,肝硬変へ進展する例である。

圧倒的に男性に多い。

V型には多くのパ リエーションがある。

HBc抗体が出没し,そ の度ごとに肝炎の再燃

をみるもの。HBe抗原の出現はないが,肝炎

のみの再継がみられるものなどである.V型
は111型の後に肝炎の再燃が長期間みられる例

とも考えうる。この型も肝硬変に至ることが多

10  20  30  40  50(T・ l

:V

|:嵐 1蝉
青BCrJll・ li決定のために

1)H3sは

“

iと H3Vの関係
2)ウ イルスぶ染としてのHpv感染

3)―過性感染と,組感染

1)キ ャリア成立ll序

5)キャリアの自然糧過とHBc ttЛ・HBe抗体系

6)3型世性肝嶼■

7)B型世性肝業の静薇

O H8V感染予防

1)初 診 時

`1)採
血を行い。表3に示した検査を行う。

なお,3)の ICC負荷試験は可能ならば行つた

方がよく,9)は非常に重要で必須であるが。2

回日受診時でもよい。

12)“ HBs抗原の知響'(ウ イルス肝炎研究

財団)を配布じ,次回受診時までに熟読し,疑
r・U点などをメモしておくよう指導する。

2)第 2回員診時

原則的には予約制とし,3～5人の小グル‐

プとした方がよい。理由は全体的な一般的脱朋

が 30～40分を型すること,グループの場合,

個人では出ない貧FaDが出て,追加説明を行うた

めに,理解度を深めることができるためである。

(1)グループロ接 :表 4に示したHBVに つ

いての全般的な説明を行う。

(21個人面接,病EfF成,指導:肝疾患を念

頭に置いた既律鷹,家族歴,現症をとり,こ れ

らに初回受診時の諸検査成績を加えて,現状の

説明を行うとともに,HBVキ ャリアの自然経

過から,過去,現在・ 未来についても説明する。

また,予防を含めて,日常生活上の注意点につ

いても説明する。さらに,家族検診の必要性,

今後の定期検査についても説明する。

3)経過観察について

経過観察のための検査項目と一応の検査間隔

の目安を,表 6と して示した。

検査項目は基本項目に加えて,初回検査成績

および予測される異常を考慮して追加する必要

がある。

検査間隔は,HBe抗原脇性無症候性キャリ

アでは肝炎がいつ発症するかは予測できず,肝

炎を発症しても自覚症状を伴わない例がほとん

:   +′―     +′―     +′ ―

vトーー

=戸「

―――
¬

`喜

|∋嘱岸r場ギ島七   :

漱

'lIPoAP}詳

嵐覇

“

醐 定のために

1)TP,Aib・ TTT・ ZTT
SD■ ChoLo T.B:1.

6)Ch.ユ・L,H

7)Proth.T。

3)iCC

9 ultrasonograph50

01滋器
・
詰:甘

主として

‖購 普ょ判定のため

:こ

日 5 :IB。 抗原=抗体の変化 と CPT饉の関 係

か らみた IIBc航厳33性議 での 6つの型

+′― :‖L掟

“
`+)。

1:3● 抗体

`―

)

―′+::IBe rtFll(― ),:IBc‖体(+)

□中の波βの線:'CPT“ を示す。

い .

3.キ ャリア対策・・・〕

HBs抗原が発見され,肝炎との関係が明ら

かにされた当時,自然状態での伝tr様式がわか

らなかつたために,殻重な予防体tllが とられた。

鳳者の隔離や専用食器の使用などである。その

後,疫学調査が進み,HBV感染の実態が知ら

れてきて=HBVの感染力が弱く,ポイントを

,Fえ て注意をすれば,容易に感染をコントロー

ルすることができ,さ らにはワクチンなどの特

異的な予防法も確立した今でも,かつての厳■

な予防体制が必要なほど,HBVの感染力が強

いと頑固に考えている医療従事者も多い。

また,HBs抗原と肝炎の関係から,キ ャリ

アの存在,慢性肝疾患との関連性が明らかにさ

れ,HBVキ ャリアの自然経過が解明される前

に,HBVキ ャリア=重症肝疾患との図式が作

り上げられ,その後=キ ャリアの経理がすべて

悪いものではないことが知られた現在でも,上

記の図式が根強く残っており,さ らに,成人で

もHBV感染はキャリア化すると鰤 している

人も多い。

このような背景から,HBVキ ャリアは各種

の不要な不安を抱かぎるを得ない状況に置かれ

ており,社会的なtt々 の圧迫を受ける状態にあ

る。               .   ′

キャリア対策の基本は,この不利な条件下に

あるキャリアに対して,HBV感染の正しい知

識を与え。キャリア自身が自然経過Qどこに位

置し,IIIが 問題かを知らしめ,HBV感染防止

の要点を教え込むことによって:キ ャリアの不

安と悩みをいく分なりとも解i肖させることにあ

る。

.可能であれば,キ ャリアに対処するためにキ

ャリアタリニッタを設け,キ ャリアの教育=キ
ャリアの健康管理,家族に対する予防措置=肝
疾患の治療を行う専用の場を作ることが望まし

いと思われる。

a。 キャリアクリニック

HBVキ ャリアのほとんどは,肝疾患を伴う

例であってすら,無症状である。病識のない対

魚であることから,通常の通院はlll待できず,

受診回数を最小限にする必要がある。

そのため.ま た,ま れに重雌 患をもちな

がら無症状の例があることも考慮して,初回受

診時に幅広い検査を行い,‐ キャリアの病期決定

のみならず,広範な肝疾患の診断を心掛ける必

要がある。

b。 キャリアクリニックの実際

キャリアタリニッタで行うべきことをっ具体

的に記述する。
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表 5 11BVキ ャリアの経遇観察

ユ〕検壼項目

…朧粋岬
その他の検E項目はコ回検贅威おおよび推定

これら異常 そ考Cし て

`=跡
す ら.

2)検 lt間隔

HBc抗原陽性 ASC   3-1カ 月ごと

H3e FtX・ HBc抗俸陰tASC
2ヽ12カ 月ごと

HB● 抗体陽性 ASC   6～ 12カ 月ごと

肝牌詈看        1～ 3遭ごと

ASC:螢 l■候催キャリ7

どであることから,年に 3～4回検査を行う以

外に肝炎の発症を早期に知る方法はない。とく
°
に10代後半から20代にかけては,数年の観察

期間中に半数以上が肝炎を発症してくる。

HBe抗原 。HBe抗体両者陰性無症餞性キヤ

リアの場合 :ま ,は じめの数回は2～6カ 月ごと

の検菫が必要である。これで問題がなけれ:ざ .

HBe抗体陽性のそれと同様に考えてよい。

HBc抗体陽性無症候性キヤリアの場合は
=

年 1～2回の検走を行えば十分である。ただ注

意すべきことは後述するようにtと くに肝瞑変

例で肝組胞癌の併発をみることがあること,II

炎の再燃をみる例があることである。

肝障害の場合は疾思状態であるため,障害の

状態に応じて2～4週に 1回の検査が原則的に

は必要である。

c。 キャリアに対する初回検査項目の意義

HBVキャリアの場合,肝炎がある場合はも

ちろんのこと,HBc抗原陽性の無症候性キャ

リアであつても:かつて肝炎状態があり,IFE
害を残している例が,と くに中年以降の例でみ

られることがあり,ま た,HBe抗体陽性の無

症候性キャリアでは,かつての肝炎期に肝硬変

まで進展した例が僣在性肝瞑変として含まれて

いるので,初回検査時にはキャリアの自然経過

の中での病期決定のみではなく,肝の状態把握

を十分に行う必要がある。さらにまた,肝障害

が現在みられる例については,キ ャリアである

ため,HBVに関連した肝障害を考えがちであ

るが,実際には,こ れと無関係に,その他のす

べての肝障害も起こりうる可能性があり,常 に

HBV以外の肝障害も考慮の対象とすべきであ

る.

表 3の 1)～3)は ,後述する自然経過の中の

どの病期であるかを決定するためのものであり,

4)～ 10)は 主として,肝障害度の推定,潜在性

肝硬変の発見を目的としたものである。また。

11)～12)は他の原因による肝障害を知るための

もので,初回検査項目で不足が生じた場合には,

次回以降に必要な検表項目を追加すればよい。

d。 日常生活上の留意点と。他人への感染予防

HBVキ ャリアであつても・ 肝炎や肝曖変な

どの肝障害がない限り健康であり=日常生活上

の制限は他人への感染に留意する限り,ないと

考えてよい。もちろん。キャリアでない人と同

様に,一般的な健康保持には注意すべきである。

ただ。HBe抗原陽性の無症候性キヤリアで

は,肝炎湖がいつ始まるのかわからないために,

また HBe抗体腸性の議症慣性キャリアでも.

ときに肝炎の再継をみることが,らために。定

朋検診は続けるべきであらう,

他人への感染予防に関しての注意点は,血液

には HBV●
`含

まれている可i雛があるために,

血液の後始末に注意することである。

血減が付着したものはよく洗うか,捨てるか,

′焼却する,

分泌物に関しては常識的な衛生上,道徳上の

, 注意で十分である。り1常 に神経
纂
になる必

琴
は

ない。

血液が付着する可能性がある日用品,た とえ

ばカミソリや歯プランなどは専用とする。

血液を介する感染以外のものとしては,性行

為がある。そのため,結婚に先だつて婚約者に

対してはワクテンの使用を考虚する必要がある。

また家族内に小児がいて,未感染であれば,こ

の場合にもワクチンによる予防を考慮する。し

かし,長年月,それまで一緒に生活してきたま

族の場合,家族内にHBe抗原陽性の無症候性

キャリアが発見されても,今までの生活形態を

変える必要はない。感染するものなら,すでに

感染は起きており,感染が起きていな
!ナ
れば.

ゴ102 肝胆疾患ω―新しい滲断。治凛体系―

今後もその可能性はないと考えられるからであ

る。

日常生活で感染源となりうる可能性があるの

は,HBe抗原陽性例であつて,HBe抗原陰性

者が感染源となることはほとんどないと考えて

よい。しかし,HBe抗体腸性例であつても,

その血液を輸血などで大量に注入すれば,感染

を引き起こす可能性は残つている。

HBe抗原陽性者が感染源になるといつても,

■BVは伝染力からいえば非常に弱いものであ

り,日常生活の中でづ感彙はほとんどないと思

われる。その例どして,栞生活など共同生活の

追跡調査を行つても。そこで感染が起こつてい

るという証拠は得られない。ただ,t18技を行

うような集団では,感染が起こりうる可能性が

Ъる。子供の集団を追跡調査しても感染率は非

常に低い。

なお=一般人でHBs抗体陽性率が年齢とと

もに上昇するのは10代後半からであって,主
として性行為に関係したものと考えられ,年間

感染率は0.2～ 0.3%である。この 10数年,小
児でのHBs抗原腸性率は 1%以下と非常に低

くなつており,HBV感染(水平感染)が散減し

ていることが知られている。

文   献

1)倉井青滲ほか:3211炎 ウイルス持駐嬌性者の長
期的観燿.肝臓 %:1394-1105.1984.

2〕 重野四郎 :キ ャリアクリニッタの実際。Medical
D18est 35:1‐ 30.198a

3)崚野四ES:HBVキ ャリア・ クリニック.Medical
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黄 疸 σワ伝 染 に オき tj桑6注 射 寺藁肇σワ毛癸聾彗EJ

著者 :英国保健省

雑誌 :「 LANCET」 (ラ ンセット)1945年 7月 28日発行

一一一 [LANCET]は 1823年倉1刊の英国医学雑誌 一――      _

麻疹や流行性耳下腺炎の回復血清、ヒト血清をふくむ黄熱病ワクチン、パパタヶ熱
ワクチンの注射後におこる肝炎は、血清中の発黄因子によることは今では認められて
いる。この肝炎は保健省によ

極 清肝炎多呼称されているが、今まで知られているい

かなる抗原も存在しない血液製剤の使用によっても発症する。また、この肝炎は砒素
治療後に起こるものとも区別がつかない。そのため、Bigger,MacCa‖ um・ ,Pegetら  i
(共に1943年)はアルスフェナミン後黄疸は、性病クリニックで使用された注射器と ,'

針が偶然血液で汚染されて起こることを示唆した。もしこの説明が正しいならば、治
療用の注射が頻繁に行われる他のクリニックでも黄疸が発生する可能性がある。そし
て実際にごインスリン、金、ビスマス、アクリフラビンの注射後の肝炎が報告されて
いる。同様なことが、高熱療法の際に起こり、またSheehan(19“年)によってサナ

トリウムにおける血沈検査のための注射器に輝因する肝炎の報告がある。しかし、残
念なことに、実験動物でこの血清肝炎並びにアルスフェナミン黄疸を発症せしめるこ

とはできず、責疸の流行に注射器が重要な役割をしているとする推測は現在のところ

疫学的観察と人体実験からのみ支持されている。この人体実験では

(Havens,Paul,van Rooyen 1945年  Macca‖ un 1945年 )アルスフェナミン黄疸は、

患者の血清 0.25mlを いままでアルスフェナミン治療を受けたことのないボランティ

アの皮下に注射することで発症せしめることが観察されている。この発生因子が伝染

性肝炎のそれと極めて近いかまたは同一のものと考えられるが、その性質 (本態)に
ついての実験的な確証は得られていない。その一方で肝炎を伝播する運び屋 (媒体〕
は注射器と針であるとの状況証拠が以下のごとく挙げられる。この肝炎は8～12週の  ザ

)

潜伏期間を有する。 (但し、砒素製剤の注射後1～2週で黄疸が発症するMilian症候群

や高熱療法にひきつづき発症する熱傷による肝壊死黄疸、また丁AB高体温後に報告さ

れる黄疸と混同されてはならない。)                    ・

アルスフェナミン (駆梅剤)黄疸

1943年 HュrshaIIに よれば、3ヵ 所のセンターで治療を受けた梅毒罹患軍人9“人の

うち273人、即ち27%が黄疸を発症した。Anderson(1943年)の報告では、スコットラ

ンド軍人の場合、1942年後半の黄疸発生率は10。 3%であった。そのうち、171例中108

例は8～10月 の3ヵ 月に集中した。Daviesに よれば (1943年)聖 トマス病院で1929年

から1941年の間アルスフェナミン治療を受けた2鰯が発黄したという。1934年から1

935年の 1年間に限ると発症率は50%に達する。

Daddleyに よれば (1943年)海軍における近年の数字は30～40%の梅毒患者が発黄し

´
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ている。アルスフェナミン治療後の黄疸はアルスフェナミンに関連する他の副作用に
比して抜きん出て多く明らかに増加している。

病因についての諸説

①肝炎の原因が梅毒であるとする説

これに対して1922年、‖edical Research COuncilの サルバルサン委員会は、梅毒が
肝炎の直接の原因であるのはFんとうに稀でぁるとして以下のごとく結んでいる。
"多分サルバルサンの副作用の多くは含有する砒素にその原因があり……、肝や骨髄
にたいしてサルバルサン全体の化学構造に原因し、副作用の発現にはいまだ知られて
いないアジュバントの存在が必要であると思われる。"

②梅毒と砒素の両方の毒のため (相乗効果)肝炎に対する感受性が充進し、たまた
ま (例えば、流行性肝炎などを)併発した肝炎であるとする説
この生体指向性 (biotropism)の概念は、1942年に一般に受入れられ、またこの年

はアルフェナミン肝炎の非常な増加が認められた年でもあった。この説を支持するも
のは1931年のFindlyら

ρ報告で弱毒素を注射するとアルフェナミンの中毒作用を増強
するというものである。しかし、多くの研究者は、梅毒その他の感染がなくても砒素
化合物は動物の肝細胞の壊死を引起こすことを示した。 (これはKolmer,Messengerう

により記載されており、大量のアルスフェナミンの投与においてのみ発生する。組織
学的にはクロロフォルムとフェニールヒドラジンの投与で起こる変化と同じもので、

肝細胞の脂肪変性や水腫様変性を伴う中心帯壊死が特徴的である。これに対して人間
のアルスフェナミン肝炎の場合は病変がびまん性でより門脈域周囲に強く脂肪変性は

見られない。)

化学物質による肝障害を防止する目的ではじめは高蛋自食 (1919年 Davis,Whipple)

とミルク (1919年 Westrope)力C与えられた。更には、硫黄を含むアミノ酸 (Mi‖ ar,

Wipple 1942年)、 特にメチオニン (Peter 1944年 ,Himsw9rth 19“ 年)がuttと
肝の代謝にに必要な砒素感受性酵素との結合を阻害する目的で投与された。動物実験
におぃてはそれなりの効果が得られ、またシステインとメチオニンを投与されたアル
スフェナミン黄疸の場合も統計学的に有意な早期回復がみられた。しかし、だからと
いって、この効果がアルスフェナミン黄疸に持異的であるとかいうことにはならない。
一方、Beatlie(1943年 )は硫黄化合物とカゼインを予防的に投与してもアルスフ

ェナミン肝炎の発症頻度が変らないことを発見した。そして、この事実から硫黄を含
む蛋白質は砒素と結合することによって肝を守のではなく、障害をうけた肝細胞の再
生を促進するであろうと推論している。これにはPeter(19“年)も賛同している。

治療に使用されている砒素の量では肝臓をより感染しやすい状態にしているという

証拠もない。   ・

③注射器と針に付着する感染因子による肝炎の伝染とする (MacCa‖ um 1943年)。

-2-
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この説が有力であるいくつかのポイントをあげれば

A)い くつかのクリニックにおいてみられる高頻度は肝炎の発症 (梅毒患者の5鰯に

達する時もある)を説明するのに生体指向性 (biotropism)の 概念を持ちだす必要が
ないのである。この高頻度の発黄因子の注射によるのと同じであって、例えば流行性
耳下腺炎の回復期の血清 (3eeson他 19“年)では47%1乾燥ヒト血清の使用では5謳

の肝炎の発症をみている。

3)Dible,McMichael(1943年 )はアルスフェナミン黄疸の患者の肝生検の結果から以

下のごとく結論しているt

a)組織学的また病理学的検討から流行性肝炎並びに血清使用による肝炎との差
はみられない。

b)梅毒による病変、または砒素による病変とは組織学的に異なる。     「
c)組織学的には血清使用による肝炎、または流行性肝炎とはよく似ている。

C)砒素を含有する薬物は肝毒性が強いとされるが、その程度、投与量に関係なく

黄疸が発生する。

D)個人のクリニックで治療される梅毒患者には、めったに黄疸が発症しないが、

同じ製剤を使用しても病院で治療をうけた患者のかなりの数が肝炎になるとぃう奇怪
な事実をどう説明するのか。更にもし、生体指向性 (biotropis→ が重要なことでな
く (実際疑わしい)、 また梅毒病院での手技に落度がないならば (実はそうらしいの

だが)、 人々が集るあらゆる病院外来患者に同じ高頻度の黄疸が発症してもよいでは
ないか。

肝炎はアルスフェナミン黄疸が発生している梅毒病院の医療スタッフにもみられ、

接触感染が強く疑われる.それならば流行性肝炎と同様め頻度で感染が起こらねばな

らない。しかし、アルスフェナミン注射をうけている患者よりはずっと少ない頻度で

しか医療スタッフには肝炎が発症しない。ということは、ある特殊な要素が梅毒治療
をうけている患者に作用しているといえる。

Soffer(1987年 )によれば砒素療法は黄疸のある患者にも悪影響なく続けることが
できるとしているし、また砒素製剤のアンプル (注射液)の中にも感染因子が入って

いるわけではないがら、もし我々が化学物質による中毒説を放棄するならば、注射器

と針による感染の伝播という説が、疫学的諸事実を―番よく説明できる。

注射器を替えることによるアルスフェナミン黄疸の実験的コントロール

Salamnら (194年)は、従来の方法で治療した梅毒患者67人のうち37%が 120日 以

内に、また56人のうち68%が180日 以内に発黄した。しかし、注射器と針を替えただけ

で他の条件は一定にし、同じ病院で同じ治療をした場合、36人中 1例のみが120日 以

内に発黄、18人は更に180日以上観察したが発黄しなかった。従来の方法では注射器

はその日の仕事が始まる前に煮沸され、注射と注射の間 (即ち、患者と患者の間)

-3-
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に蒸溜水でよく洗われ、アルコールか弱いリゾール液か水銀の2ヨ ード化合物液に浸
けておかれる。針は注射と注射との間で煮沸される。     t
新しい方法では、針をつけた全てのガラス注射器は150～160℃ で 1時間乾熱消毒さ

れる.注射器と針はパラフィンで潤滑されテストチュープに別々に保管され 1回の注
射だけに使用された。

Sheehan(19444)は 5人の患者に最大限に消毒された注射器と血液との汚染を十
三分に注意して治療をした。同じ病院に通院中で従来通りの治療をうけた患者の3/4

は発黄したが、この5人は17～27週の観察下では発黄していない。同じ著者は同じ合
宿 (キ ヤンプ)で生活する34人の患者を2つのグルァプに分け、一方は水曜日に、他
方は金曜日に前述のごとく注意深く血液との汚染を避ける方法で治療した。17人中水
曜日に治療した患者の9人が発黄したが、金曜日の全員は発黄を免れた。この結果: ・

らは、原因は自然感染であるとか、化学的毒であるとすることにはならない。水曜日
には、多分ただならぬ媒体が作動していたのであり、それはその日の仕事の終りにの

み熱で消毒される注射器がそのような媒体を供給していたことになる。
CHmie(■944年)は 4年半の間に746人の男性患者が彼のクリニックを受診したが

、このうち4人の発黄をみたのみで、そのうちの2人は他で治療をうけていた。彼は
この低率の発黄を患者ごとに注射器を消毒できる彼のクリニックによるものとしてい

る。

他の注射後肝炎の例

糖尿病クリニック

Graham(1938年 )によれば2年半に28人の黄疸患者が発生したが、ロンドンの他の病

院や彼の小さなプライベートクリニックからは黄疸患者はでていない。彼は以下のよ

うに書いている。"私はこの奇妙な合併症に当惑している。私はインスリンと一緒に

注射された何物かのせいであろうと考え、それは感染因子に違いないという結論にえ

した。" 彼は注射器を入れておく液を、乳酸メチルアルコールとリゾールから工業

用アルコールとエーテルに変更した力1黄疸の発生率は変らなかつた。

Droller(1945年 )によれば、2年間に糖尿病クリニックを受診した約 450人のうち

62人が肝炎を発症した。黄疸の出現後 2人がそれぞれ 7日 と16日 目に急性黄色肝萎縮

(劇症肝炎)のため死亡した。更に2人が肝炎の発症後各 7々0日 日と240日 目に死亡

した。また、 6人が慢性肝炎の症状を示し、90～130日 黄疸が持続した。慢性肝炎を

発症した全部の患者と、死亡した患者のうち 1人を除いて残りの患者は全て55才以上

の年齢であつたことは注目に値する。患者は定期的に 1回60～70人が通院し、体重測

定とそのつど血糖測定が行われた。血糖測定のため、採血係の同一のシスターにより

静脈穿刺がなされた、 20分間煮沸された新しい針が各患者に使用されたが、注射器

は決して煮沸されず、アルコールの中に浸けられ使用前に波菌水で洗浄された。この

-4‐
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場合の疫学的様相は複雑である。その糖尿病クリニックで静脈採血していたシスター

は同じ病院内の性病クリニックで患者に注射したり採血したりしていた。しかし、そ
こでの注射器と針は、糖尿病クリニックとは別なものが使われていた。黄疸を呈する

糖尿病患者を受持つていた看護婦が1人発黄し、他の糖尿病患者の妻も30～ 51日 の間
隔をおいて各々発黄した。また、異なる他の患者の場合、本人が発黄する27日 と50日

前にその家族の者2人が各々発黄した。それで、DrOIlerは接触による感染と注射器
による感染の両者があると結論づけた。そして通常の血液検査を週50～70件から5件
に減らすことで黄疸発症の大半がコントロールされた。採血の方法は変更しなかった

が、93日間の間隔を経て、新たに1例が発黄したのみであった。潜伏期はもし計算し

うるならばこのクリニックの場合以下のごとくである。

20～

“

日…………………… 7例
41-120日 。・“・・・・・・・・"・・・・・・"“ 23例

20～40ま たは41～ 120日 …… 4例

ビスマス (駆梅剤、筋注)注射

Kulcharと ReynOlds(1642年 )は治療をうけた121人の患者のうち10.3%の ビスマスに

よる黄疸を報告した。ビスマスは通常肝毒性はないと考えられている。

反対にMarsha‖ (1943年)はアルスフェナミンによる肝炎の前経過をとおして大量の

ビスマスを投与すべきだとしている。

Febeo(1944年 )は大量のビスマス投与は肝にたしヽして無害であるとしている。

アクリフラビン注射

Murray(1930年 )はある部隊で119人の淋病患者を静注用アクリフラビンで治療した

ところ、このうち11%が肝炎を発症した。 (1例が急性黄色肝萎縮で死亡)同 じ部隊

内の無治療群では0.32%の発生率であつた。黄疸は最後のアクリフラビン注射後55～

120日 に出現した。平均潜伏期は82日 であった。

血沈測定のための静脈穿刺

重要な事件がSheehan(19曇年)によって報告されており、それによれば、5年間

で85例の肝炎が結核サナトリウムで発生した。患者のうち56人の記録を調べてみると
その半分がカルシウムまたは金の注射をうけているが、全例に月1回血沈測定のため
の採血がなされていた。Sheehanは、注射器が媒体となっており5つの経路からの感
染伝播の経過を追うべきであると主張している。

″
」

―
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温熱療法  、
Clinie(19“年)は温熱療法をうけた2人の患者が、退院後それぞれ6週後と3ヵ 月

後に発黄したのを観察している。
1944年 Captain,S.Nisnewitzは TAB温熱療法治療後、1～ 2週後に発症した重症の

肝炎を報告 している。

金療法

Hartfa‖ ,Carland,G91dee(1937年、1944年)の慢性関節リュウマチに対する金療法
の経験は以下のごとく要約される。   、

期間 金療法を受けている

患者数

発黄した患者数(%)

1933年4月 ～1935年5月

19“年2月 まで   ノ

1937年10月 まで

1944年まで

100

300

900

約1500

0(0)

11(3.6)

85(9.4)

約250(17.0)

彼等は黄疸の原因を金の肝毒性とその地方に流行していた感染性肝炎の未知の因子
との複合効果によるとしている。なぜならばこのような説明は性病クリニックでのア
ルスフェナミン責疸の流行の際にも一般に認められているからとしている。他の同じ
様な規模の病院での経験 (Bradley 1945年 )はこれと対照的である。即ちそこでは19

44年まで10年間黄疸の発症がなかった。このクリニックでは3つのユニットに患者ァ
・

r

分類される。

|.大勢の外来の理学療法と金療法組

‖。男性の入院12ベ ット組

|‖ .女性の入院18ベ ット組

思者の多くは金療法を受けていたが黄疸流行時には金療法中であったのは全体の3
分の 1以上を出なかった。外来と入院との比では2:1であった。同一の製剤のみが
この4年間使われており、以前には他の製剤も使用されていた。肝炎は次の様に発症
した。

|.外来患者の組

金治療を受けていた50人未満の患者のうち17人が6月 20日 から11月 17日 の間に発黄
した。この中で6月 22日 に注射を受けた22人のうち55%にあたる12人が発黄した事実は

-6-
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重要であろう。またその時期通院していたが金療法を受けていない100名以上の患者
から発黄したのは1名のみであった。この女性は金治療の注射を受けて発症した患者
と同じ時期に同じ注射器で金以外の薬物の投与を受けていた数少ない患者のうちの1

人であつた。次いで黄疸の患者と接触のあつたこの外来クリニックのシスターとマッ
サージ師が肝炎を発症した。またはこれらの患者の夫の1人が妻の発症後66日 後に発

・黄した。

‖.男性病棟においては発黄なし。

IH。 女性病棟の場合2つの黄疸の感染源があった。1944年 1月 、一人の看護婦が明ら
かに周知の外部感染源と接触し40日 後に流行性肝炎に羅患し、これを病棟に持込んだ。
次いで病棟のシスター、金治療を受けていない患者の一人、そしてもう一人の看護躊
が予想された通り連続的に黄疸を発症した。1943年11月 から1944年1月 までの間に8
例の外来患者がこの病棟に、外来での治療のため発症した肝炎のため入院した (HacC

a‖ um,Bradly 1944年 )。 しかしこの思者達は通常の外来患者とは分離された特別
なグループに属していた。ところが病棟内で金療法を受けていた患者のうち1名が最
後に注射してから77甲

ラの6月 19日発黄した。肝炎の発症前並びに発症後もこの女性
患者は理学療法と血沈検査の静脈採血のため外来部門に通つていた。この患者の静脈
採血のために使用された注射器は、外来で数人いやおそらく全ての金療法を受けて後
発黄した患者に使用されたものと同じ注射器であつた。

さて上記 3つ (l.H.‖ i.)の グループの中で、一つのグループだけから高頻度の

黄疸が発生した事実から発黄因子が金溶液中に入うていたことは考えがたい。肝炎の

発症が一様でないことは、生体指向性(3iotropism)の理論から予想される事実とも異
なる。何故なら多くの患者は或る時期金療法を受けており肝炎を発症しやすいのは皆

同じだからである。もし金と感染と,の合併が最大の要因(肝炎発症の)だとするならば、

自然感染が一番多かつた女性病棟に最も多くの患者が発生しなければならなかったは

ずである。

発黄した外来の患者に唯―特有なものは注射に用いられた注射器と針だけであった。
194446月 敵軍(ド イツ軍)の行動の結果多くの外来患者は治療を中断しこの国全体ヘ

散つていつた。この分散(患者の)ため異例の"金黄疸"の最小潜伏期間を評価するこ

とになつた。6例の患者の各々は、金の最後の注射後またはタト来クリニックに最後に

通院した日から24日 、44日 、65日 、81日 、95日 目に発黄した。この間隔 (期間)は血

清肝炎並びにアルスフェナミ_ン黄疸の長い潜伏期間と一致する。

そして、これらに共通するもう一つの特徴は紅斑性発疹が17人の発黄患者のうち12

人の発黄前期にみられた。更に特徴的なのは発症が正常な人間のグループに発黄血清

を使用した時にみられるものと非常によく似通つていた。

シオクリシン (金製剤)の中にはヒト血清は含まれないが、外来クリニックで用い

られた注射の方法が上述したとおりであったため少量の血液が容易に人から人へ注射

-7-
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器または注射器内の液体をとおして伝播されたのであろう。この肝炎の発症は160℃

で1時間乾熱滅菌した注射器を注射の度に取り替えることで終焉した。

関連するその他の因子

機種量

黄疸は0、 lccの発黄乾燥血漿の皮下注射で (B radley他 1944r)または0、 01ccの ヒ
ト血清を含有するパパタケワクチンの皮下注射でも (S ergier他  1940年 )発症せし
むることができる。S alaman(194牛 ),S tockis(194特 ),そ してS awyen(194ギ■)

らは血液の付着した針での誤刺事故で黄疸が伝染することを報告 している.グリセリ

ン化 したヒト種痘ワクチンのリンパ液が媒体であつたブレーメンでの経験から

(L urrlan 1885年 )感染に要する接種量はごく少量と考えられる。

肝毒因子の抵抗性

血清肝炎と伝染性肝炎の原因因子の本態やその相互の関連といったことは不明であ
るがそれがどの様なものであれ、これを破壊しようとしても高度な抵抗性を示すこと

が知 られている。

感染力はseitz濾過を繰返しても残つた。即ち凍結及び乾燥状態での数ケ月の保存、

液状で-20℃ 4ヵ 月の保存、65℃ で1時間の不活性化、0.部のフェノール、エーテル

混合液や0.2χ トリクレゾール液に数ケ月さらすこと、エーテルでの抽出、そして (25

37Å U30分)紫外線照射などでも感染力は残った.

このことからマイルドな減菌操作では注射器の肝炎因子を破壊することはできない。

注射器洗浄に対する抵抗性
・
・種々の実験から単なる水洗いではあらゆる血液の痕跡までは除去出来ないことが,

られている。 B iggerら (1943年)は大腸菌を多量に含む0.2ccの血液をネオアルスフェ

ナミン溶液10ccを入れた注射器で吸い一旦空にしたあと、2回減菌水で次に0.撃泳銀
ヨー ド化合物で 1回、更に3回減菌水で洗浄した。:6回 日の洗浄液 l ccに は生きた大

腸菌が残つていた。ヨード剤は効果がなかった。

Maloney,丁 aylor(1943年)は ジフテリア毒素と抗毒素がバラフィンワックスとガ

ラスに接触して、溶液中から消失するのはガラスの前処理に依存することを示し、消

失しずらいのはガラスの硬い表面に吸着されるためだと述べている。

Parish,0'Brien(19“年)も生物学的産物は固くガラス容器に付着するというよ

く知られた事実に言及しながらツベルクリンは例外的に除去するのが困難であること

を証明し次のように述べている。

『一本の注射器がジフテリア抗毒素で満たされた後 5～ 6回洗浄されても最後の洗浄

-8´
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液に抗毒素が証明されるであろう』と。

Hartley(19444)は ジフテリア抗毒素に悼用された注射器を15回続けて洗浄しても
最後の洗浄液の中には l ccにつき0。 001か ら0.02単位の抗毒素が残ることを発見し、
残存する抗毒素の量は一部は抗毒素の性質と力価で一部は注射器の使用年数によって
決るとしている。

結論

以上の経験を総合してみると、アルスフェナミン、金、などの治療に続発する肝炎
は注射器や針に付着してヒトからヒトヘ移された微量の血液による血清肝炎と考えら
れる。

(bi言言黒言F襲覆厭重彗芳勇熟貰看:夏首頁讐奪雲看F?微
量の血液を除去でき力

:ヽ
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生
し
た
黄
疸
と
い
う
宣
に
解
せ
ら
れ
る
。
而

し
て
、
か
か
る
機
序
に
よ
っ
て
生
し
た
責
恒
セ
リ゙

ミ
ｔ
ヽ
繊
カ
タ
ル
佳
費
疸
と
い

う
代
り
に
十
二
指
腸
性
女
疸
【８
９
〓

ヽ
Ｌ
０
０
●３
】卜
と
よ
ん
で
い
る
。
更
に

≧
ミ
ミ
ヽヽ
（じ
“
）
は
０
ぎ
】”
ヨ
”
【ｏ
に
ょ
っ
て
賞
疸
が
発
生
し
得
ざ
と
考
え
た
ｏ

Ｑ
６
】”
”“■
●
な
る
概
念
は
■
だ
曖
味
で
あ
る
が
、東
に
角
胆
道
の
感
染
性
病
変
セ
総

指
し
て
い
る
も
の
ら
し
い
。
常
に
必
す
し
も
、
内
限
的
に
も
ぅ
組
織
学
的
に
も
ぅ
鳳

道
に
炎
症
を
認
め
得
０̈
と
繊
限
ら
な
い
。
従
っ
て
ぅ
０
３
“”
コ”
ざ
と
０
デｏ】“
コ”
〓
∽

と
は
同
一
で
ｎ
な
い
ｏ
こ
れ
ヒ
狭
義
の
０
ぎ
Ｆ
●
”
お
（大
胆
道
及
び
胆
襲
の
病
変
〕、
．

“
ぎ
”増
■
３
“
傘
倉
〕世
管
の
病
変
】
毛
細
胆
管
の
０
ぎ
』”
●
”ド

●
ミ
者
に
区

大
多
数
例
に
於
て
、
各
波
の
庁
臓
機
能
検
査
威
綴
が
肝
職
実
質
障
碍
の
存
在
セ
塁
示

し
て
い
る
こ
と
が
、・各
方
面
か
ら
発
表
せ
ら
れ
た
。
ス
近
年
．
後
述
す
る
二
う
に
。

肝
臓
０
生
体
組
織
検
査
が
比
較
的
簡
単
に
行
わ
れ
る
■
う
に
な
っ
て
以
来
ゝ
所
請
カ

タ
ル
性
賞
Ｃ
の
大
多
数
ａ
肝
臓
実
質
障
碍
に
よ
´
て
惹
起
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

既
に
定
説
と
な
・っ
て
い
る
。
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

か
く
の
力
く
。
カ
タ
ル
性
寅
疸
の
概
念
が
順
次
変
遷
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
名
称

が
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
に
代
ろ
ぺ
彗
名
称
と
し
て
単
純
性
質
直

お
”８
あ́
ａ
ヨ
●
】ｏｘ
と
か
、
急
性
ヘ
バ
ト
ー
ゼ

”
Ｆ
ｒ
８

●
ｏ「
●
６
●０
と
か
ハ
急
性

肝
炎
”
Ｆ
‘
言
目
遣
口
”̈
〔″
と
か
、
急
性
肝
臓
症

”
澪
●
８

螢
●●
”
ざ
ｕ
洋
〓
、

そ
の

他
色
え
。と
多
数
の
学
者
か
ら
提
案
せ
ら
れ
た
。
又
、
後
に
祥
述
ナ
る
よ
う
に
．
所
用

カ
タ
ル
性
黄
疸
が
時
に
流
行
す
る
と
い
う
の
で
、
流
行
性
賞
疸
と
か
、
流
行
性
肝
炎

な
ど
を
も
呼
ば
れ
た
ｏ
し
か
し
。
当
時
ま
た
共
の
原
因
が
は

，
き

，
し
て
い
な
か

，

た
関
係
上
、
基
本
態
セ
適
切
に
表
現
し
得
な
い
は
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
、

も
ヽ
ヽ
き
ヽ
ミ

は
カ
タ
ル
性
責
疸
の
原
因
と
し
て
。
ど
こ
ま
で
も
食
解
ｏ
不
舞
生
を

，
重
要
視
し
、
氏
が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
や
ア
リ
ー
ル
フ
〓
ル
タ
ミ
ア
ー
ト
乃
三
ア
リ
ー
ル
ア

ミ
ン
年
に
よ
っ
て
実
験
し
得
た
漿
液
性
奸
炎
の
所
見
を
基
礎
に
し
て
。
純
枠
な
食
餌

性
中
毒
に
よ
っ
て
も
漿
液
性
肝
炎
を
起
し
得
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
．

か
く
し
て
，
３
こ
き
ヽ
ミ

は
所
調
カ
タ
ル
性
質
直
を
は
病
理
解
割
組
織
学
的
に

次
の
”
く
三
型
に
分
け
も
更
に
氏
は
こ
れ
等
〓
型
セ
臨
床
的
に
も
或
る
程
度
鑑
別
し

得
る
機
融
を
拳
げ
て
い
い●
・
少
し
く
こ
れ
等
に
就
て
解
説
す
る
。

第
一
型
　
ヘ
パ
ト
ー
ゼ
型
の
実
質
性
天
直
、
じ
ｏ
【
ｏ
●
お
３

，
て
ヨ
性

，
●
】露
ｑ
ｇ

さ́
コ
リ
通
ｒ
∽
一
ｏ”
工
ｏ●
韓
ｏ
お
。　
　
上
述
』
ヽ
ヽ
ヽヽ
ぬ
ヽヽ
が
第
一
次
世
界
大
職
沖
に

行
っ
た
三
例
の
割
検
所
見
等
は
こ
れ
に
属
ナ
ろ
ｏ
即
ち
ゃ
ま
と
し
て
肝
小
乗
申
心
部

に
於
て
、肝
臓
細
胞
ａ
相
互
の
接
触
を
大
っ
て
定
型
的
な
細
胞
素
の
像
を
塁
し
な
い
。

細
胞
の
代
ク
に
破
襲
産
物
の
見
ら
れ
る
処
も
あ
る
。
脂
肪
奏
性
は
存
在
し
な
い
。
小

素
は
も
瞼
や
円
形
を
塁
せ
ず
、
中
心
静
脈
瞼
少
し
く
中
心
よ

，
偏
在
す
”一
●
細
胞
校

ｎ
膨
化
し
そ
の
染
色
性
は
減
退
す
る
。
υ
π
Ｏ
氏
雄
は
拡
張
し
ぅ
肝
細
胞
０
破
壌
せ

る
部
分
で
は
毛
紺
胆
帝
と
相
交
通
す
る
。
そ
の
結
果
、
胆
汁
が
淋
巳
乃
至
血
液
中
に
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移
行
し
て
責
疸
が
爆
る
と
需
う
の
で
あ
一つ
９
け
た
し
，
こ
の
際
に
於
て
は
漿
液
世
炎

症
が
主
と
し
て
小
案
申
心
部
に
発
生
し
、
た
め
に
肝
細
胞
の
変
化
が
主
体
と
な
れ
る

も
の
と
解
せ
あ
る
。
３
こ
貯
ヽ
ミ
に
よ
れ
ば
、
所
謂
カ
タ
ル
性
賞
疸
中
最
も
晨
々

道
通
し
も
従
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
は
本
型
で
あ
る
と
謂
う
。

而
し
て
．
ホ
型
に
特
異
な
臨
床
像
と
し
て
次
の
諸
点
と
拳
げ
て
い
る
。
全
餌
の
週

嘉
が
ぁ
っ
て
。
悪
心
。
嘔
吐
「
頭
痛
、
発
熱
、
そ
の
他
の
中
毒
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
。

数
月
中
で
中
毒
症
状
が
去
り
、相
前
後
し
て
尿
中
ウ
ロ
ピ
リ
ン
体
が
増
量
排
泄
す
る
。

其
０
中
に
黄
疸
が
現
わ
れ
、
再
び
悪
心
セ
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
肝
臓
嗜
凛
大
す
る
が
、

■
の
大
き
さ
職
畿
ち
主
ち
で
あ
る
。
十
二
指
腸
波
の
色
は
淡
い
お
常
に
胆
汁
色
素
を

含
有
す

一̈
・
従
っ
て
舞
便
は
粘
土
様
と
棧
な
ら
ぬ
。
多
少
の
中
性
脂
肪
を
認
め
●̈
。

諄
瞳
を
証
明
す
る
こ
と
が
多
い
。
血
液
ｔ
螢
か
に
濃
縮
す
る
こ
と
も
あ
る
が
．
高
度

な
赤
血
球
増
多
症
と
見
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
赤
沈
は
促
進
し
な
い
。
肝
臓
級
能
繊

強
く
陣
碍
さ
れ
る
。
．　
　
　
　
・

悌
〓
型

，
カ
タ
ル
性
ヵ
疸
の
間
質
型
，
或
＝
小
葉
周
囲
．型

又
世
胆
替
炎
型
、
Ｕ
お

●ヽ
一０
■

，ｏ檸
ｏ̈
一
●
一『
ｏ
””
´
ユ
●
∽
】０”つ
”
“
０
０
”
””
”『，
●
営
●い　
０
】●
Ｕ
●
”
計
″Ｎ
コ̈
α
●゙
ｏ
ら
ｏ
”

霙
鍔い評
甑
膵
れ
請
ぽ」調鰊釧爆
辮
は晦れ蹴腱確群

一
部
の
分
離
ヽ
肝
細
胞
の
再
生
像
な
ど
が
見
ら
れ
。
な
お
間
質
に
浮
腫
が
あ
る
徴
候

駐
轟
垂
蔓
髪
誠
霙
鍵
孵
雙
鴫

燿

鍾
醤

″纂
羮
赫
ψ蜻
聾繊一̈
れ．移新罐

て
こ
の
際
に
於
て
ａ
小
業
間
の
状
液
性
炎
症
の
結
果
、
毛
細
管
前
胆
管
と
毛
細
胆
管

と
の
連
絡
が
中
断
さ
れ
た
も
０
で
あ
る
。
ヽ
ヽ
ヽ
き
ヽ
もヽ

は

春ヽ
ミ
一ヽ
ヽ
及
び

ヽ
ヽヽ

い
ヽヽ

等
の
所
謂

０
すｏ
【”
ヨ」
ｏ
と
思
わ
る
る
も
の

，
三
術
に
読
て
、
肝
臓
の
組
織
検

査
を
行
っ
て
か
か
る
所
見
を
得
て
い
る
。

一にい」Ｆ
・氏薫̈
舞朗″崎¶“″レ理は和̈
紳一淋脚熱「けい崚祀』』

食
諄
の
過
誤
に
流
い
て
胃
鵬
カ
タ．ル
の
症
状
が
現
わ
れ
、
数
日
の
後
に
は
賞
疸
が
証

明
せ
ら
れ
る
が
、こ
の
支
疸
職
恰
も
総
■
誉
閉
害
ヒ
思
わ
せ
る
ｒ
う
な
症
状
セ
伴
う
。

即
ち
、
尿
申
に
ビ
ツ
ル
ピ
ン
を
証
明
す
る
が
、
ウ
●
セ
リ
ン
体
反
応
嗜
陰
性
で
、

十
二
指
勝
薇
及
び
糞
製
に
胆
汁
色
ヒ
欠
ｔ

胆
葉
部
に
圧
痛
ヒ
証
明
す
る
が
、肝
鷹
哉

能
障
碍
●
著
し
く
な
い
。
賞
疸
発
現
後
も
三
八
度
内
外
の
発
熱
が
持
続
す．
る
。
肝
腱

大
或
は
牌
題
セ
証
明
す
る
こ
と
も
あ
う̈
。
自
血
球
依
増
多
し
，
初
期
に
著
明
な
赤
血

球
増
多
を
認
め
”０
●
赤
沈
反
応
の
促
進
が
特
有
で
あ
る
。
賞
Ｃ
は
日
オ
増
強
し
，
総

胆
管
閉
塞
と
し
て
手
術
に
廻
さ
れ
る
一歩
手
前
で
、牌
睡
と
赤
血
球
増
多
●
気
付
き
、

今
一度
本
型
に
疑
ヒ
置
い
て
経
過
と
鶴
察
す
る
中
。
糞
梃
の
着
色
、
尿
中
ウ
●
ビ
ツ

ン
体
の
証
明
と
共
に
諸
次
費
疸
は
消
退
し
て
行
ｔ

第
一̈
】ｕ
　
く
〓
９
氏
乳
頭
領
観
に
お
け
る
ア
ン
ギ
‥
ナ
、
卜
●”
ョ
”
一ヨ
Ｕ
８
●一ｏ，

，

一
１

】Ｐ
■
【】”
く
”
８
■

に
基
く
黄
疸
　
　
総
胆
管
開
口
部
に
於
け
る
淋
巴
組
織
の

炎
症
性
変
化
に
よ
っ
て
こ
の
部
分
の
通
退
障
碍
ヒ
来
せ
る
場
合
で
，
本
型
に
就
て
も

零

い
彎
ボ

凛
ド
野

電

整

綺
塞

瞬

臓

絆
昴
漱
察
囃
撻

雌

の
像
ヒ
呈
し
て
い
た
一
人
才
の
女
子
を
も，椿
事
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
後
割
検
レ
た
際

に
、
か
か
る
所
見
を
認
め
た
。
り
ミヽ
ヽ
及
び
≧
ミ
〓
ミ

の
例
も
こ
れ
と
類
似
の

変
化
を
示
し
て
い
る
。
本
型
の
解
割
的
所
見
嗜

待、
ミ
ヽ
ｏこ
の
見
解
に
よ
る
カ
タ
ル

性
黄
工
も
成
は

、ξ
ミ
く
ヽ
の
調
う
十
二
指
腸
性
質
疸
０
概
念
に
略
々
一
致
し
て
い

る
と
看
傲
さ
れ
”■

し
か
し
、
「
ヽ
ヽ
ご
ミ
ミ

に
よ
る
と
本
型
も
第
一
型
に
比
べ
る

と
選
か
に
稀
で
あ
る
と
謂
う
。
自
沐
的
に
。
そ
の
発
病
状
態
な
ど
ａ
普
通
０
カ
タ
ル

性
賞
疸
０
そ
れ
と
何
年
異
ろ
処
ｔ
な
い
。
主
な
症
状
は
完
全
な
総
胆
管
開
塞
症
状
が

あ
っ
て
、
肝
臓
機
能
障
碍
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
．な
る
。
こ
の
型
に
於
て

も
亦
、
第
二
型
に
於
け
る
と
同
様
、
総
胆
骨
閉
塞
と
し
て
手
術
せ
ら
る
る
奥
が
あ
る
。

以
上
ｔ・棋
説
し
た
よ
う
な
見
地
か
ら
．
ｈ
ヽ
ヽ
き
ヽ
ミ

ａ
従
来
用
い
憤
れ
た
カ
タ

ル
性
賞
直
な
る
名
称
を
生
か
し
て
、
所
調
カ
タ
ル
性
黄
疸
∽£
ｏ
コ

，
コ
ヨ
”１
【緯
Ｒ
易

Ｏ
Ｆ
ｌ
ｒ
】お
な
る
術
語
の
下
■
。
こ
れ
等
０
一二
型
を
【
括
し
て
い
●̈
ｏ
な
お
、
漿

液
性
肝
炎
に
於
て
常
に
必
す
し
も
芸
Ｅ
が
来
る
と
は
限
ら
な
Ｍ
ら
で
。
責
健
ヒ
伴
わ

０

　

　

　

　

・１

こ
と
で
も

所
謂
カ
タ
ル
性
質
疸
な
る
名
称
の
存
線
に
就
て

一
言
す
一●
。

一
級

に
食

騨
聯
鋒̈
費一蹴
刷̈
聯
一鰤雛
紺

「一̈一『一一一一一一一̈一轟智嘲】継蹴賀性肝炎ヒ　・次のように分一

・‘一一一　一一一一，こピて．一一［い師「・ヽ電・〓氏痢λ‘一れた狐”援息。

（■
）

責
熱

に
贄
げ

る
肝
障
諄

。，こ　ピトル、籠に一一・］一』一仰一

麓
一疑
「一鵠
』̈崚
一雷
鸞
鷲
む難

佳

単
球
書
多
ヱ
年
．

神一「颯囃”瑯“彙一［構簿性「睾″́
″̈
ン、^
ル′７ミン剤、

ア
ト

２

ァ

ン
、
．
イ

ナ

ツ

ェ

ン
、

そ

の
仙

。．

（Ｂ
）

職
秦
性
肝
陣
秘

・．
各
種

０
肝
０
書
他
物
質
、
例
え
ば
ク

ロ
ロ
●
ル

を
“
た
デ

吸
入
乃
ェ
姜
触
す

る
琺
彙
に
仕
事
す
る
人

々
に
見
ら
れ
る
一

（Ｃ
）

担

っ
て
成
は
贅
■

に
ユ
手

す
ら
碁
合
、
絆
、
そ

の
他
．
　

¨

即

ヒ
『
断
一“
辞
卿
騨
辞
距
駒
ト
ン
制
御
コ
リ

”

“

・
．ｒ

鮮

薇
ど

に
よ

っ
て
口
勝

暉
口

を
赳

し
、

ヨ

ま

つ
づ
さ
黄
疸

が
発
生

し
、

比
機
的

曇
ェ

に
経
過

す

０
お
合
．

∴
騨
靴
誕
純
縫
腱
講
ギ
肝
夢
鷺
卜
め互
賀二
合ｏ

一●
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ト

リ

パ

フ

ラ

ビ

ン

、

二
、
日
〓
化
飛
薫
寧

．
急
性
伝
染
病
と
し
て
の
流
４
性
肝
炎
切
至
　
　
　
　
　

・

散
発
性
肝
炎
汲
び
血
清
肝
炎
　
　
　
　
　
　
　
　

・

・
‥　
・
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●
〓

ヾ
１

，
ｆ

ｒ

．

の
業
疸
が
存
在
す
る
と
を
は
．
大
分
以
前
か
ら
注
意
せ
ら

，
れ
て
い
た
ｏ
例

・え
ば
．

、

虫ヽ

全
８
３

及
び

ＡＶ
■
ミ
ヽ
ヽ
０
●
“
）
は
各
別
個
に
カ
タ
ル
性
質
疸
に
は
散

発
す
る
も
の
と
流
行
す
る
も
の
と
が
ら
っ
て
、
ど
ち
ら
も
、
中
に
は
急
性
寅
色
肝
萎

絶
症
を
起
し
て
死
亡
す
る
例
が
あ
ら
こ
と
を
指
摘
し
、
カ
タ
．ル
性
黄
直
の
本
態
を
肝

感
実
質
の
変
性
に
も
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
流
行
性
の
賞

・直
に
つ
い
て
一
般
の
注
意
そ
ひ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
繊
、
第
一
次
世
界
大
戦
当
時
か

ら
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
七
月
、
独
軍
の
東
部
職
線
で
先
す
流
行
し
、
次
い
で
各
戦

線
で
流
行
し
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
は
二
九
二
〇
１
こ
一
年
に
、
７
メ
リ
カ
で
は
一

九
二
一
―
三
二
年
に
、
ス
カ
ン
デ
ナ
ピ
ア
諸
国
で
は
一
九
二
四
―
二
五
年
に
多
数
の

流
行
を
見
た
。
一
時
そ
の
流
行
が
下
人
に
な
っ
て
い
た
が
ぅ　
一
九
二
０
年
以
来
、
欧

米
各
地
方
に
再
び
流
行
を
見
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
も
地
中．海
職
線
ヒ
始
め
、
各

方
面
の
職
線
で
相
当
多
数
の
賞
疸
忠
者
が
流
行
病
的
に
発
生
し
た
α
我
日
の
文
献
で

，
守
中

０
０鷺
）
が
率
天
地
方
に
流
行
す
る
責
疸
に
つ
い
て
記
載
し
た
の
が
最
初
で

あ
る
。
氏
は
こ
の
賞
疸
が
く
ｏ
諄
氏
病
と
異
る
こ
と
を
特
に
指
摘

・
し
て
い
る
。

「
をヽ
の
後
坂
本
等
●
３
０
）
は
宮
崎
県
地
方
ｒ
が
で．
ビ
．
彗
・
〓
氏
．病
Ｌ
も
叉
七
日

熱
に
も
属
さ
な
い
一種
の
文
恒
が
流
行
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
が
、
な
お
”
般
の

注
意
を
ひ
く
に
至
ら
ず
、
昭
和
一
０
１
一
一
年
、
各
地
方
で
黄
疸
が
流
行
的
に
多

発
し
た
の
と
観
察
す
る
に
及
ん
で
。
漸
く
そ
の
認
識
ヒ
深
く
し
或
嗜
新
に
し
た
。
而

し
て
、
今
や
か
く
の
如
き
流
行
性
の
賞
宝
は
、
世
界
至
る
処
●
存
在
す
る
こ
と
が
確

認
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
そ
の
病
原
体
の
歓
索
が
各
国
学
者
の
間
で
盛
に
行
わ

れ
を
結
果
、
今
日
で
繊
こ
の
凛
流
行
性
の
賞
疸
は
，　
一
種
０
ピ
ー
ル
ス
感
染
に
よ
っ

て
原
発
性
に
肝
臓
実
質
が
障
碍
せ
ら
れ
る
一
つ
の
独
立
し
た
伝
染
病
で
あ
る
と
の
結

論
に
達
し
た
一
黄
熱
ヒ
除
外
し
て
、
狭
義
に
ピ
ー
ル
ス
肝
炎
と
も
謂
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
．
　
。
こ
の
ピ
ー
ル
ス
肝
炎
は
常
に
必
す
し
も
流
行
夏
廷
す
る
と
は
限

・ら
す
、
笹
ガ
す
る
こ
と
も
鬱
く
な
い
。
又
自
然
感
染
に
よ
る
流
行
性
或
ほ
散
発
性
肝

炎
ｏ
外
に
。
輸
工
或
職
血
漿
注
射
な
ど
に
よ
っ
て
、
爆
肝
炎
性
ビ
ト
ル
ス
が
人
工
的

に
輸
入
せ
ら
れ
で
発
病
す
る
、所
調
血
清
肝
炎
０
存
在
も
確
か
に
認
め
ら
れ
て́
い
る
。

■
は
ピ
ー
ル
ス
研
炎
セ
横
熱
ｔ
か
け
る
肝
障
募
セ
別
に
し
て
疫
学
的
に
流
行
性
肝

体
実
験
に
成
功
し
た
報
告
例
で
あ
る
。

そ

の
後
、
流
行
性
肝
炎
痣
者

の
十
二
指
腸
潔
、
ス
．
赤
血
球
、
糞
使
。
血
清
或
は

そ
れ
等
０

一
キ
ス
を
健
康
志
願
者
に
経
口
壽
敢
せ
じ
め
、　
一
定
潜
伏
期
の
後
肝
炎
ヒ

発
生
せ
し
め
鶉
た
報
告
が
多
数
現
わ
れ
た

（
ヽ
Ｒ
ヽ
お

０
ゃ
ヽ
０
ヽ
、ご
ミ

、

●
ミ

ヽ

ミヽ
”
Ｌ
ミ
ヽ
ｌ
Ｌ
≦
ミ
ヽ
等
ヽ

清

伏

期

は
大

体

一
八
卜
四
０
日
と

さ
れ

て
い

る

（
，

こ
０

．
流
行
時
に
は
黄
ビ
セ
伴
わ
な

い
軽
症
例
や
、
健
康
ビ
ー
ル
ス
保
持
者
や

永
続

ピ
ー
ル
ス
保
持
者
も
あ
り
得
る
。
又
流
行
が
下
人
に
な
る
に
つ
れ
て
患
者

の
発

・
見
が
散
発
佳
と
な
る
。
に
し
て
こ
れ
等

の
ビ
ー
ル
ス
晟
布
者
は
，
後
述
す
る
散
寿
性

肝
炎
の
感
染
源
と
な
っ
た
り
。

・次
の
流
行
の
議
承
役
と
つ
と
め
た

，
す
る
こ
と
も
あ

ｈ丞
ぢ
。　
　
　
　
　
　
・「

・・　
　
　
　
　
一マ
　
　
．

・　
多
少
の
例
外
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、　
¨
度
ホ
病
に
薇
患
経
過
し
だ
も
の
は
勿
論
一

不
顕
性
感
染
む
経
過
し
た
も
の
で
も
、
永
統
性
の
特
異
的
免
疫
を
獲
得
す
る
０
で
再

聯

簾

鵜

¨
蒔

騒

癬

一
凱

端

鍵

れ
て
い
”一
．
ｑ
ヽ
し
ヽ

は
こ
の
際
肝
緒
原
づ
減
量
に
重
点
を
置
い
て
い
る
が
「
近
年

で
は
低
蛋
自
食
や
ピ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
欠
乏
食
事
二
要
視
せ
ら
れ
て
い
る
。
又
ナ
ル
バ
ル

サ
ン
共
の
他
上
述
せ
る
肝
臓
実
質
を
障
碍
さ
せ
る
よ
う
な
藁
剤
で
治
療
を
受
け
て
い

る
も
の
は
．
流
行
性
汗
炎
に
置
り
易
く
二
つ
そ
の
症
状
が
重
い
と
開
登
。

（
こ

血

清

肝

糞

　

　

　

　

　

　

．

由
未
人
類
の
上
済
を
注
井
ｔ
た
。後

質
疸
が
起
る
と
い
う
の
で
、
同
期
性
血
清
寅
直

と
よ
ば
れ
て
い
た
が
ｔ
や
は

，
賞
疸
を
伴
わ
な
い
不
全
型
も
あ
り
得
る
の
で
。
今
日

で
繊
通
常
単
に
血
清
肝
炎
と
称
ば
れ
て
い
る
。
黄
熱
の
予
防
注
射
、
麻
疹
血
清
注
射

或
臓
種
痘
後
も
被
接
護
者
０
間
に
賞
疸
が
流
行
す
る
こ
と
を
可
成
り
以
前
か

・ら
記
紋

さ
れ
て
い
る
。．
な
お
、
輸
■
．
乾
燥
貯
茂
血
漿
の
注
射
．．
各
種
の
人
血
清
に
よ
る
予

防
接
種
又
は
注
射
筒
や
注
射
針
の
不
充
分
な
消
毒
が
原
因
と
な
っ
て
賞
Ｅ
が
起
る

・こ

と
ヽ
曇
オ
経
験
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
こ
の
種
起
肝
炎
性
ピ
ー
ル
ス
を
合
有

す
る
と
思
わ
れ
る
血
液
乃
三
血
液
製
品
を
志
願
者
に
注
射
し
て
、
責
直
乃
至
肝
炎
と

炎
、散
発
性
肝
炎
と
血
清
肝
妊
の
三
者
に
Ｌ
ｆ
分
類

・
す
る
・こと
と
し
た
次．第
で
あ
る
。

両
し
て
。
ビ
ー
ル
ス
肝
炎
は
何
れ
も
そ
の
自
床
症
状
、
経
過
並
び
に
予
後
に
か
て
も
・

分
つ
所
が
な
く
。
従
っ
て
そ
の
治
療
方
針
も
略
え
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
準
ａ
一

指
し
て
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
疫
学
的
事
項
だ
け
を
別
た
に
記
述
す
る
。

貧

）

流

行

性

肝

炎

　
　
　
　

　
　
　

・
　

・
　

・

各
著
者
に
よ
っ
て
色
々
な
病
名
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
，
近
年
流
行
性
肝
炎
或
繊

流
行
性
黄
疸
と
呼
ぶ
学
者
が
多
い
。
黄
疸
セ
伴
わ
な
い
不
全
型
も
相
当
多
数
あ
る
の

で
、
流
行
性
肝
炎
と
よ
ぶ
の
が
最
も
適
し
て
い
る
。
学
校
、
兵
鶯
、
寄
宿
合
、
病
院
、

刑
務
所
な
ど
の
集
団
生
活
者
に
よ
く
流
行
す
・の
。
家
族
内
感
染
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

秋

（九
―
一
一
月
）
と
早
春

（
一
―
四
月
）
に
流
行
す
る
こ
と
が
多
ぐ
ｔ
夏
に
ａ
少

い
。
流
行
は
大
体
ニ
ー
四
カ
月
つ
づ
く
。
経
患
事
は
ま
ち
圭
ち
で
、
時
に
ａ
一
／
位

の
こ
と
も
あ

，
、
又
時
に
は
二
五
″
，
或
ｔ
そ
れ
以
上
の
こ
と
も
あ
る
と
調
う
。
特

に
小
児
或
は
着
年
者
の
糧
息
事
は
高
い
が
、
性
或
は
人
種
に
よ
る
差
異
な
殆
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
・

・本
府
の
起
肝
炎
性
ビ
ー
ル
ス
．は
安
疸
出
現́
前
χ
び
賞
疸
期
に
は
忠
ｆ
Ｑ
血
液
ゝ
十

二
指
腸
液
。
糞
飩
、
尿
、
咽
頭
洗
淮
液
中
に
証
明
せ
ら
れ
る
。
感
染
力
は
あ
ま
り
強

く
な
い
の
で
。
忠
者
と
隔
離
す
る
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
え
に
角
．
賞

疸
出
現
前
期
に
最
も
強
´
ら
し
い
一
自
然
の
感
染
選
路
と
し
て
，
以
前
は
経
口
感
染

が
香
定
せ
ら
れ
、
専
ら
接
触
感
染
と
飛
沫
感
染
に
よ
ツ
ピ
ー
ル
ス
が
上
気
道
粘
族
か

ら
侵
入
し
。
血
行
を
介
し
て
汗
臓
に
達
し
感
染
発
病
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が

（北
円
に
よ
る
）。　
一
九
回
七
年
版
の

（９
もヽ

の
内
科
教
科
書
で
は
、
自
然
感
染
の

主
体
は
経
口
腸
管
系
に
よ
る
と
な
し
，
上
気
通
よ

，
す
る
飛
沫
感
染
Ｑ
如
き
、
他
の

経
路
０
可
能
性
と
も
全
然
番
定
し
難
い
と
記
戦
し
て
い
う
ｏ
兎
に
角
。
従
来
の
報
告

に
よ
る
と
。
息
者
と
直
接
或
は
間
接
に
接
触
し
て
感
染
し
得
る
こ
と
も
、
又
ピ
ー
ル

ス
に
汚
染
さ
れ
た
飲
料
水
．
食
物
ゝ
牛
乱
年
を
響
政
し
て
感
染
し
縄
る
こ
と
も
確
実

ら
し
い
。
弘
教
授

含
ョ
こ

は
流
行
性
肝
炎
忠
者
の
■
滋
を
ベ
ル
タ
ン
ェ
ル
ド
Ｍ
或

ａ
Ｖ
で
お
退
し
た
波
を
撻
駄
小
児
一
０
例
０
旧
頭
に
塗
抹
す
る
と
同
時
に
暮
下
せ
し

め
。
そ
の
中
三
例
に
臨
床
上
賞
直
を
発
病
せ
し
め
得
た
。
こ
れ
ヽ
世
界
て
初
め
て
人

起

し
得

た
人
体

実
験

も
炒

ぐ

な

い
。

前

し

て
，

と

の
際

給

血
者

や
血
液

製

・
”
ヒ
製

造

す

る
た

め

に
血

液

を
採

取
し

た
人

た

０
既

往

歴

に
寅

疸

或

職
流

行

佳
肝

炎

を

証

明
し

難

い
と
讀

わ

れ

る
。

多

数

研
究
者

の
成

績

に

よ

る
と
。

こ

の
起

肝
炎

性

ピ

ー

ル

ス
七

含

有
す

る
人
血

清

む
注

射

し

て
か
ら

六

０
１

一
〓
０

日
後

に

発
病
す

る
と

開

，
ｏ
即

ち

流

行

性

肝
炎

の
潜

伏

期

ょ
，

も
可

成

，
長

い

こ
と

を
特

記

し

て
い

る
。

微

貴

０
ユ

清

注

射

で
も

発

病

す

る

ら
し

い
。

こ

の

ビ

ー

ル

ス
は
贅

饉

や
鼻

汁
中

に

証
明

し
難

い

点

か
ら
、

接

触
感

染

な
殆

ん

ど
問

題

に

な

ら

れ
。

吸

血

星

虫

に
よ

る
伝

丹

０
■

能

性

嗜

あ

る
が
、

ま

た

そ

の
証

明

は

な

い
ｐ

血
清

肝
炎

依
米

国

で

職
か
な

り

農

た
見

ら

れ

、

例

え

ば

り

ヽ
ミ

ミ

及

び

そ

の
共

同

研
究

者

の
報

告

で

は
，　

一
野

誉

に
四

〇

八

三

例

も

爆

っ
た

と
調

う
。

実

．

露
。

珊

典

．
南

米
、

中

央

菫
細

亜

に

も
あ

る

こ

と
が

知

ら
れ

て

い
る
。

我

国

で
は
ま

た
報

告

が

な

い
よ
う

で

あ

る
。

全
然

存

在

し
な

い

の
か
、

あ

っ

て
も
気

付
か

れ

す

に

い
る

０

か
、

今
後

の
観

察

に

よ

っ
て
決

定

せ
ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。

ス

は
嘗

て
同
及

び
豊
岡

と

共

に
、

臨

床

内

科

小

児
秤

第

四
巻

第

二

号

（
昭

和

三

四

年

二
月

）
に
報

告

し

た

「
治

意

せ
る
再

生
不

良

性
貧

血

の

一
例

」

に

か

て
ぃ

綸

血

後

約

ニ

カ
月

七
経

て
所

■

カ

タ

ル
佳
黄

重

の
発

生

を
見

た

こ
と

を
記

載

し

て
い

る
が
．

或

は

こ
の
よ
う

な
例

セ
血
清

肝

炎

と

見
微

し

て

よ

い

の
か

も

知
れ

な

い
¨

こ

と
に
一

賞
疸

に
関

係
あ

る
部
分

だ
け

を
摘

録

す

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

息
者
　
　
一
〓
＾
オ

の
女
子
．

主
躊
　
　
貪
止
と
出
地
任
齋
質
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

入
院
　
　
昭
和

一
九
年
ｔ
月
二
五
日
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
、

自
床
経
過
及
び
お
検
杢
成
績
、
特

に
■
波
及

び
十
償

の
細
腱
所
見
ふ
ら
、
露
菫
不
明
の
再
ユ
不

良
性
貧
土
で
あ
ろ
う
こ
”
所
し
た
。

入
月

一
ロ
ロ
以
来
、
隔
日
に
発
■
波
二
Ｏ

ＣＣ
覚
帯
筋
内
注
射
を
計

一
一
回
行
っ
た
所
、

一
一
Л

】
一
日
瓜
裁
結
換
が
少
し
責
色

い
よ
う
に
思
え
た
。
■
澪

ピ

ッ

ル

ピ

ン

〓
‘
Ｂ
Ｉ
一゙
‘
５

０
０
「

“
ｏ
お
す
ヒ
接
反
応
燎
鑑
、
問
讐
反
応

一
・
〓

一
ヨ
”
ゝ
ヽ

こ

の
日
か
ら
〓
入
皮
台

の
発
繊
■
具
、

一
〓
日
に
は
●
嘔

ｅＬ

一
口
、
企
法
不
無
セ
訴
え
た
。　
一
四
日
、　
一
五
日
嘔
ｌＬ
を

一
口
´
住

民
■
■

多
ｎ
、
気
分
面
‘
看
劇

で
も

っ
た
・　
一
六
日
貧
餌
響
囲
状
●
品
し
、
呼
吸
ロ
エ
、
鼻
舞
雛
敗
セ
認

―(治 療 o■ 33巻第12,o昭和26年 12月 )一103〈 5)



・２月Ｄ．曇
『辮い一い棗
磁
纂
犠
饂
薄

罐
鴻
雌涯は舞
難
競
辞猟
型れ誕
課
響
威

咽
　
し
。
こ
れ
も
人
体
実
験
を
行
う
際
、
接
積
ピ
ー
ル
ス
の
条
件
セ
色
た
変
え
て
行
く
と

一一一『一一癬̈
配躙難
嘲酪鯖鮮離舗辮

一り
一瞼
華
暇蟷
一

症
状
が
重
篤
で
あ
る
と
０
こ
と
で
あ
る

（
０
ヽヽ
、ヽ

え
に
角
。
血
済
庁
炎
と
流
行
性

肝
炎
と
の
関
係
或
は
流
行
佳
斤
炎
と
次
に
述
べ
る
散
発
性
肝
炎
と
の
関
係
は
今
後
に

の
こ
さ
れ
た
重
要
な
研
究
問
題
で
あ
ら
り
。

面騨
一静嶽
獅
塑
勝聯難
難

に
存

在

す

る

こ
と

が

わ

か

る
。
　

　

　

　

　

　

．
　

　

　

一

ミ
ン
Ｋ
に
反
応
し
な
い
出
血
性
変
質
が
ぁ
ら
わ
れ
る
。

（Ｃ
）

診
　
　
　
断

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
意
す
れ
ば
．
左
程
困
難
で
は
な
い
。
流

上
記
の
臨
床
症
状
、
経
過
及
び
予
後
に
じ

行
の
有
書
、
血
清
ヽ
そ
の
他
血
液
製
品
の
．注
射
を
受
け
た
既
往
症
の
有
無
と
し
ら
べ

て
、
流
行
性
肝
炎
か
血
清
肝
炎
か
と
を
め
る
。
ビ
ー
ル
ス
を
検
出
し
な
い
限

，
っ
微

発
性
肝
炎
と。
所
鍋
カ
タ
ル
性
芸
Ｃ
と
を
区
分
す
る
こ
と
は
先
す
国
難
で
ぁ
る
。

ビ
ー
ル
ス
肝
炎
乃
三
所
請
カ
タ
ル
性
寅
疸
と
舞
別
す
べ
き
疾
患
と
し
て
。
胆
遣
閉

塞
性
費
疸
を
起
さ
せ
る
各
薇
０
原
因
。
蔵
中
胆
石
と
ド
膚
頭
部
癌
は
先
す
問
題
と
な

る
が
、
そ
の
臨
床
症
状
及
び
燿
邊
に
注
意
す
れ
ば
喀
場
に
撒
別
し
■
ち
．
各
瀬
感
染

症
や
イヒ
．学

薬
品
に
よ
う
中
毒
性
肝
炎
は
も
精
密
に
既
往
症
を
調
査
す
れ
ば
簡
単
に
否

定
出
来
る
。
し
か
し
。
肝
炎
の
流
行
時
に
繊
工
複
障
碍
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

あ
一̈
●
■
ｏ〓
氏
病
と
の
難
別
せ
左
毬
国
蔵
で
は
な
い
ｏ
初
期
に
は
伝
染
性
単
扶
増

多
症
、
流
行
性
感
冒
、
非
定
型
怖
炎
等
と
区
別
か
つ
き
に
く
い
こ
と
は
前
に
０
べ
た
。

（
・Ｄ）

治
　
　
　
課

賞
仁
出
現
前
期
及
び
文
厄
期
に
は
就
ホ
安
静
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
解
熟
し
て
、・

貨
直
が
浦
褪
す
”●
ま
で
つ
づ
け
る
。
過
”
は
饉
退
を
整
延
さ
せ
、
症
終
セ
悪
化
さ
せ

亀

奪

ほ
泉

峯

８

ｏ
■

数
路

紅

丼

電

¨
轟

蹴
【
謀

肥

出
来
る
だ
け
少
く
し
て
、
ぁ
っ
■
，
ぉ
ぃ

の
少
い
牛
肉
ヽ
牛
乱
．
コ
ナ
ミ
ル
ク
泳
ど
が
ょ
ぃ
。
嘔
吐
忠
者
．
嗜
睡
忠
者
。．食
事

一一一講一躍略陽讚
郷一樅網一斃
一

（
Ｂ
）

予

　

　

後

．
・

一
般
に
良
競
で
あ
る
。
抵ヽ
し
て
し
二
「
三
週
間
で
治
憲
す
る
の
を
常
と
す
る
。
時

に
は
再
撚
し
た

，
。
こ
れ
を

，
殺
し
て
慢
性
斤
炎
に
移
行
す
る
例
も
ぁ
る
。
又
初
め

か
ら
重
篤
で
電
撃
性
の
経
過
と
と
´
て

噺
嘲
締
離
攣
“
膚
舞
編
面
“
綱
』
策
薇
に
け

る
例
も
あ

，
Ｄ
又
菫
ぼ
性
の
経
過
セ
と
っ

セ̈
■
〓
■

，
■
す
こ
摯′”・″●
』‘■
、
‥
〓
嗜
」Ｐ
い
い
い
Ｌ
Ｆ
＝
¨

ド
ら
推
測
出
来
る
。
何
れ
に
す
る
も
一
―
ル
ス
を
積
極
的
に
検
出
し
得
な
い
限
り
、

需
軸
響
攣
一一磯
醜
嚢
端

た

か

も

知

れ

な

い
。

し
か

し
。

そ

れ

だ

か

ら

と

い

つ
て
。

直

ち

に

ビ
ー

ル
ス

に

よ

ら

な
い
所
謂
カ
タ
ル
性
Й
疸
の
存
在
と
全
然
番
定
し
て
し
豊
う
こ
と
Ａ
少
し
く
早
計
で

は
な
い
か
と
思
う
ｏ
そ
の
わ
け
は
既
に
カ
タ
ル
性
責
疸
の
華
で
の
べ
た
通
つ
で
ぁ
る
。

幅一申望一̈一一脚一一雛一一瑯一
　
・́

モ
ち
ろ
う
と
想
像
さ
れ
い０
・。
し
か
し
。

こ
の
免
疫
は
そ

の
他
の
起
肝
炎
性
‘
―
ル
ス

感
染

を
防
禦
し
難
い
。
換
言
す
れ
ば
、
流
行
性
肝
炎
ピ
ー
ル
ス
に
よ
る
散
発

・
性
肝
炎

紳耀
一」
聾
鰐
閉
動
が
碑
雅
憂
幾

等
の
関
係
に
Й
て
は
，
な
お
将
来
の
研
究
に
保
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。

ピ
１

／
メ
肝
炎
乃
三
所
棚
カ
グ

″
性
蛍
疸
の
臨
床

ム^
）

臨
床
症
状
及
び
経
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一
一
”
『
一
崚
一
一
“
一
¨

漱
れ
げ
雌
嘲
賤
闘
刹
詢
一
押
翻
麹
「
駐
嘲
お
』
牡
曖
い



.(101028  .
1027(3)

383…

・

（Ｅ
）

予
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ピ
ー
″
ス
肝
炎
乃
至
所
調
カ
ク
″
性
黄
疸
の
病
理

許
弱
翼
霧
計
とＬ打
善
夢
≒

一査
と
行
っ
て
、
各
病
期
に
於
け
る
病
理
担

織
所
見
セ
詳
か
に
し
て
い
“●
●　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
・１

幾
性
期
の
病
変
　

黄
Ｃ
の
有
無
及
び
業
の
出
現
の
状
態
か
ら

黄ヽ
疸
出
現
前
期
、

黄
Ｅ
期
、
重
賞
疸
例
も
無
黄
疸
例
ｏ
回
型
に
分
け
”う
ｏ
肝
臓
病
変
０
有
無
を
表
示
ナ

る
と
次
の
道
ク
で
あ
●̈
．

責
疸
期
　
　
二
０
例
に
於
け
る
病
変
０

特
徴
は
、
（
■
）
円
脈
周
囲
り
炎
症
性
浸

清
。
（
２
）
小
葉
内
の
炎
症
。
（３
）
小
薬

動電
帝
）・ぼ
聯
瑚
¨
降濠麒響

再
生
、
（
６
）
臓
汁
の
停
滞
で
あ
一一
ｏ

責
疸
出
現
前
期
　
　
七
例
申
六
例
に
ま

・
力
胆
汁

の
停
滞
を
認
め
な
い
が
一
そ
れ
以

外

の
病
変
瞼
殆
ん
と
賞
疸
期
に
於
け
。う

と

，
し
で
あ
る
。
　

　

・

一
藁
責
疸
例
　
　
血
沖

ピ
リ
ル

ピ
ン
ニ

・

五
ヨ
∞
ヽ
】
以
下
の
七
例

で
は
、
何
れ
も
胆

汁
停
滞
と
認
め
な

い
。
中
工
例
で
は
軽
度

乍
ら
、
黄
恒
期
に
於
け
る
他
の
五
病
奏
ヒ

具
備
し
て
い
る
。
　

．　
　

・

一曖
一一臨̈
碓
難
響
甕
一

臨終
轟
壌
騨
募
難
癬
穎

紳輛”̈「に̈一』̈̈
一̈̈
ｒ『一̈一一̈『］一い］一一一一「物

侮
鏡期射
菫̈
購ぽ
雄
ゆ瑚爆れ菫「〓］響躙晰」い穫
肝鷹

．
の
状
摯
“
興

”毎
行
っ
た
抜
復
期
一
あ
る
多
数
忠
者
の
と
一淋
組
織
検
達
の
略
果
仕
次

妻
ず
勢崚け醜
無鵜
崚錐
鑽最務
燿
鋼
施
聾
謂

疵
嚇凛軸確
颯一蝉
韓
詩
篭
曇
難
“一総委
一

に「一四『鮮嘲い』卜』蜘藁疇疇摯「組曜け卸嘲動略」臓喘聾町爆一権”

見
を
記
載
し
て
い
う
ｏ
そ
の
大
綱
本
質
に
於
て
は
ヽ
ヽヽ
き
いヽ
ミ

が
初
め
て
記
載
し

』一中↓一輌蝉中一一可てへ一ぃ莉̈］一織̈一善̈”』］一一一一』韓一

く
も
の
が
あ
る
。
簡
単
に
抄
録
し
て
御
参
考
に
供
し
度
い
と
思
う
。
　
　
．
　

・

¨
（Ａ
）
所
謂
黄
色
肝
萎
縮
症
を
起
し
て
死
亡
し
た
肝
炎
例
　
・　
　
　
・・・
・
¨

こ
れ
を
経
過
に
よ
っ
て
電
蓼
型
と
亜
急
性
型
に
分
け
る
。
亜
急
性
の
経
過
と
と

，

嘉

一
鰤

欝

蕪

翻

鶴

一
繭

攀

響

さ
も
変
っ
て
く
る
。
縮
小
し
て
六
〇
Ｏ
ｇ
位
に
な
っ
た
０
も
あ
れ
ば
３
却
っ
て
局
都

的
に
増
大
し
て
変
形
し
て
い
う
０
も
あ
る
。
表
面
は
不
盤
で
っ
競
が
よ

，
Ｄ
赤
ぼ
ん

で
、
寅
濠
色
の
結
節
ス
は
隆
起
が
濃
見
ｔ
れ
る
。
電
華
型
は
半
数
以
上
一
０
日
以

内
、
短
い
０
瞼
ニ
ー
四
日
、
少
数
で
掟
あ
る
が
，
寅
疸
セ
起
す
前
に
死
亡
し
た
例
さ

ヽ
務貯い韓
製
鋳
問
齢
縄
瀞
需
制
鮒
粋
綽
膵可

机
の
上
に
置
く
と
ひ
ら
べ
っ
た
く
な
る
傾
向
が
ら
”宅

妻
面
０
斎
色
は
賞
色
．
赤

一一球腱いい脚一餞一【一％祓彙い】いだ嘲輌難峰叶詢囀】げ弩詢お”

で
は

，
細
胞
の
残
存
を
認
め
る
一
方
、
主
と
し
て
門
脈
周
囲
に
炎
症
性
反
応
と
し
て

凛猫
ぼ懺
夢
ν”″摯湖
一群
絆
議
は勢
わ寸
と見“●髯

発
病
後
三
四
―
一
三
一
日
．
黄

疸
発
生
後
二
五
卜
一
一０
日
で
検

養
し
た
正
常
抜
夜
〓
０
例
中
八
例

に
急
性
期
で
見
た
と
同
じ
病
変
ガ

ぁ
り
、
更
に
肝
細
胞
内
に
多
数
の

脂
肪
空
胞
を
認
め
る
。
五
例
で
繊

裸
０
し
く
、
七
例
で
は
常
憂
と
認

め
な
い
。　
一
度
消
週
し
た
責
直
が

三
０
卜
五
０
日
後
、再
び
現
わ
れ
、

臨
床
症
状
が
同
し
か
或
瞼
増
強
し

た
一
六
例
で
嗜
初
口
の
病
変
と
何

等
分
つ
と
こ
ろ
は
な
い
。　
一
度
正

常
に
依
復
し
た
が
、
三
〇
０
日
、

な
麗

だ
嘉

肇

鷲

書 型

・

接

被
倒

痛
=撻

職学的変化

昴 佳 勘 佳 蟄 性

黄  疸  凱 20 0

責 IEE出 現前初 7 0

亜 贅 壼 例 I

缶 費 篠 例 ｆ
ち

ピ
● 8

獲
　
．

JFu
複 統
例 数

病理組熱学1ゝ変化

腸 仕 疑鵬性 臓 佳

工 す僕 復例

再  燃  何 10 6

:椰  発  働 1

怯 征 墨 X例 15

・●性恭賀何側 I 2
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繊
軸鵜
鴎鐵
縮
特
耗ぽ翼
磐
びわ請
電

摘

　

　

要

所駆
夕解
醜
鍵
鵠
哺
罐̈
議
響
」、急
僕
極
翼
に於‥

一一寓。競難断融知識れ， われ晰離妍蟻ど輸嚇慟摯̈
噌響呻】物臓翻動

（３
）

ピ
ー
ル
ス
性
肝
炎
力
〓
カ
タ
ル
性
賞
疸
０
臨
床
‘
解
説
し
た
。

証
可
ル鰐
葬
だ
婆
霙
疑
詳
慶
震

本
薔

●
起

軍
に
際

し
、

中

に
下
記

蹄
氏

の
著
書

に
負

う
所

ポ
多

い
．

こ

と

に
潔

謝

の
な

セ
ま

す
。

臨
・
沐

か

ら

割

検

¨
。
　

―

九大名誉教授

鳳オ]認筵蕊普第6版 ★,

〒 100円

東京都史京ば
竜 阿 打 36 禁 雨 轟

・
口
３＃燎

■
堂山

機
壺
所
見
　
赤
血
裁
致
〓

，
０
万
、　
自
血
球
致
六
〇
〇
０
．
血
し
紫
量
七
〓
メ
。
好
中
球
六

〓
／
。
好
載
漱
〓
／
，
肛
圧
一
〓
〓
ｌ
一
〇
〇
１
■
”
．
血
沈
平
均
値
一
木
“
。
高
田
氏
．
ミ
ロ

ン
氏
反
応
と
も
に
陰
性
。　
そ
イ
ン
ノ
〆

，
ハ
ト
氏
櫛
数
五
。　
そ
の
他
の
諧
拉
査
に
異
常
を
認
め

F・・.・  ‐・  ・ ‐・  ・一一苺̈
．

・̈
　

”

¨
一
（
Ｘ
一　

険
影
秋

刊
を
一
め
た
。
転
移
は
紹
め
な
か
っ
た
。

1.宮 11

里̈
）、
日
疲
摘
出
術
後
に
だ
った
彙
性
責
色
肝
萎
縮
症
．

☆
　
臨
・
株
　
（
藤
井
）

二

者
　
〓
〓
才
　
男

隣
諄
鳳
．
動
一け
【
痢
【
「
年
」
【
い
一
ｒ

た
胞
“
」

膠
”
彙
け

て
き
た
が
，　
５

，
月
前

か
ら

・
■
虜
晨
と
所
■
　
一
年
前
か
ら
ロ
ロ
”

の
詮

口
”
満
と
壼
心
、
電
性
を
来
た
す
よ
う
に
な
り
。
最
近
特
に
全
身
露
調
Ｎ
が
独
く
な
っ
た
。

皮

下
鮨
訪
繊
が
載
弱
し
。
・
口
部
に
手
夕
大
の
ｍ
籠
を
ふ
れ
。
・ヴ
線
統
工
で
山
閂
部
に
こ
の
前
嶽
の

．

鈴
江
　
　
使
。
天
研
　
■
安
・
土
肥
　
清
一

市
日

文
弘。
」
韓
井
　
外
吉
・
肇
川
　
　
修
、

門
田
　
一
郎
・
武
口
　
・
進
ｏ
川
”
　
情
子

―

京
都
大
學
書
學
鄭

―

。な
『
静
農
ぼ

後
猥
過

〓Ｆ
屈
の
謄
断
で
毎
日
●
工
　ヽ
一
〇
Ｏ
ｇ
づ
っ
総
土

六
〇
Ｏ
ｇ
を
行
っ
た

一柱
。
口
”
豫
術
を
行
っ
た
二
手
織
所
■
は
手
摯
大
の
出
円
“
で
、
情
驚
し
た
Ｆ
の
一
部
を
合
ん

で
広
籠
口
に
ロ
グ
的
三
分
の
〓
を
口
陰

（口
】す
ｏ多
”
篠
式
〕
し
た
。
ィ
後
の
姦
ｎ
は
Ｍ
砒
で
七

日
目
か
ら
平
熟
と
な
り
。
食
鳳
も
良
褥
で
ス
中
ヂ
テ
ス
タ
‥
ゼ
六
を
示
し
た
。
二
五
日
ロ
リ
ら

レ
線
凛
部
照
計
を
毎
日
ま
た
は
賭
ョ
一
口
士
〓
０
０
１
■
四
０
■
ｏ
を
■
行
し
た
。
〓
ス
８
日
下

餃
に
浮
ｍ
と
鰤
尿
口^

，一ｕ
●氏
法
０
。
ェ
ー
一
．
０
／
）
と
ス
曇
減
少
を
理
し
全
身
や
や
コ
弱
じ
．

〓
〓
ロ
ロ
に
は
全
身
浮
Щ
鳳
水
を

，
あ
た
の
で
以
後
レ
線
川
射
を
中
止
し
、
強
心
却
．
利
級

力
．
ピ
′
モ
ノ
掏
好
に
ょ
り
伏
世
に
つ
と
め
た
。
〓
九
ロ
ロ
＝
ス
．
グ
メ
リ
ジ
、ゥ
ロ
ピ
リ
ン
．

が
い隔
Ｍ
″群
鷲
詳
語
」弩
囃
一購
無
彎
費
譜
”鮮
】務

鯉
髪
』】詳語轟
灘
諄
一聯

ノ
、
ミ
ロ
ッ
反
応
陽
性
．
七
〓
ロ
ロ
に
は
肝
〓

が
よ
う
に
な
が
た
ル
●
イ
レ
ノ
′

，
ハ
■
氏
綺
数
〓
一
。
そ
の
機
や
や
裁
少
し
。
「
０
■

，・日で

は
底
膚
色
は
正
常
に
近
く
な
っ
た
が
、
澤
ｍ
。
腹
水
．
全

，
菫
弱
は
騒
供
せ
ず
。　
ヵ
九

，
日
責

壼
が
再
び
現
わ
れ
る
と
と
も
に
心
嘘
覇
が
加
ゎ

・り。　
一
０
一
日
目
昏
睡
状
と
な
り
死
亡
し
た
。

☆

・
割
　
糧
　
（
土
肥
）

剖
検
番
多

七
ロ
ニ
〓

鵠
既
舗
踊
一嗣鞣
颯ド
鳳魏
朔電
口植
帥

い
と
と
も
に
完
全
‘
切
除
さ
れ
、
膿
序
形
成
や
転
移
ｔ
思
ゎ
せ
る
淋
已
腺
ｍ
大
は
認

め
な
い
．
約
二
・
五
′
に
お
ょ
ぶ
代
お
色
の
農
水
が
う
り
、
鵜
闘
膜
猟
膜
面
に
フ
イ

木
紆

・忠
司
・
藤
井

山
田
　
光
雄

山
本
喜
代
子

・ 浮

―(54)―



/

時
期
潔
防
接
価
を
受
け
る
べ
さヽ
者
の
範
閥
、
致
防
接
積
の
核
街
的
な

竃
施
方
法
そ
の
他
必
要
た
事
項
と
す
る
。

第
二
條
　
市
町
村
長
は
、
保
健
所
長
の
指
示
に
基
い
て
、
市
町
村

（特

別
は
セ
含
む
。
）
に
お
い
て
旅
行
す
る
豫
防
接
価
の
期
日
４
び
場
所

を
公
十
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
篠
　
一口
町
村
長
は
、
保
健
所
長
の
指
示
を
受
け
で
豫
防
接
種
を
受

け
る
べ
き
者
が
Ｌ
人
に
疾
病
を
感
業
さ
せ
る
虞
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
米
が
豫
防
接
匝
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
を
緊
止

す
ブ？
」
と
が
で
き
る
。

・コ　
市
町
村
長
は
、
前
項
の
措
置
を
収
つ
た
と
き
は
、
保
健
所
長
の
指

示
を
受
け
て
、
そ
の
者
に
つ
い
て
別
に
期
日
を
指
定
し
て
又
は
別
に

場
所
■
定
め
て
設
防
接
孤
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
條
　
法
第
九
條
第
〓
項
に
規
定
す
る
期
限
は
三
十
日
以
内
と
す
る
。

第
大
條
　
激
肪
接
蠅
の
施
行
心
得
は
厚
生

，
大
臣
が
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
七
峰
　
一＝
町
村
長
は
、
保
雌
所
長
の
指
示
を
受
け
て
種
寝
を
施
行
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
、・
生
後
初
め
て
受
け
た
積
遠
に
つ
い
て
は
、・
第

六
町
か
ら
露
八
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
両
痘
に
つ
い
て

は
、
第
二
日
か
ら
第
二
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
雨
痘
の
検
診
の
期
日

を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
條
　
市
町
村
長
は
、
保
健
所
長
の
指
示
を
受
け
で
散
防
接
Ｍ
済
謹
、

豫

防
・接

槙

法
施
行
規
則

報
防
接
籠
猾
警
寵
及
び
法
第
十
八
條
の
識
明
苔
に
代
え
て
殺
防
接
破

手
帳
を
作
成
し
、
必
要
な
事
項
を
記
職
し
て
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

７つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ｏ“　
豫
門
接
籟
綺
證
、
積
澄
證
、
豫
防
接
誡
ｎ
漱
趙
、
法
第
十
八
酪
の

詮
明
書
及
び
潔
防
接
覆
手
帳
の
様
式
は
、
厚
生
大
臣
が
別
に
こ
れ
を

定
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

”ｏ
　
兄
載
価
証
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
笠
）
の
規
定
に

よ
る
母
子
手
帳
を
有
す
る
乳
兄
又
は
効
几
に
猟
防
接
＝
済
記
々
交
け

す
る
と
き
は
、
母
子
手
帳
に
そ
の
旨
を
記
戦
し
て
こ
れ
に
代
え
ろ
名

の
と
す
る
．

第
九
修
　
法
第
十
七
條
但
書
に
規
定
す
る
者
は
、
左
の
各
粧
の
一
に
該

営
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
角
■
を
受
け
た
豫
防
接
麺
に
つ
い
て
は
、
渋
格
九
條
第
二
「
に

規
程
す
る
滝
明
番
を
提
示
し
た
溶

一一　
法
第
十
八
條
に
規
定
す
る
保
健
所
長
の
た
明
響
を
提
示
し
た
青

〓
一　
路
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
あ
殺
防
接
甑
に
謝
す
”０
摯
忌
微
供

の
あ
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
十
條
　
法
第
十
九
條
の
規
定
に
よ
り
市
町
＝
長

（
法
第
六
脩
の
規
定

に
よ
る
機
防
接
ｍ
に
つ
い
て
は
都
漬
府
縣
知
事
又
は
市
町
け
長

、
本

僚
中
以
下
同
じ
。
）
は
、
保
健
所
長
の
指
示
を
受
け
て
漁
＝
接
師
施

一
七
三

豫

防
ざ
保

健

法

規

翻

　

　

　

　

　

　

　

・

行
後
三
十
日
以
内
に
殺
防
接
額
の
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ｏ“　
漁
助
接
願
の
記
録
の
様
式
は
、
厚
生
大
臣
が
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

３
　
市
町
村
長
は
、
猟
訪
接
賦
の
記
録
を
そ
の
施
行
の
日
か
ら
屋
そ
う

及
び
ヂ
フ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
は
八
年
間
、
そ
の
他
の
疾
消
に
つ
い
て

は
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
一

第
十

一
條
　
居
位
の
場
所
を
憂
更
ず
る
と
き
は
、
本
人
又
は
そ
の
保
護

者
は
現
に
居
住
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
か
ら
濠
防
接
種
の

記
鉄
を
受
け
取
り
、
新
し
い
居
住
の
場
所
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・

第
十
二
條
　
法
第
二
十
九
條
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
は
、
保
健
所
長

の
指
示
を
う
け
き
、
こ
の
法
律
施
行
の
際
四
十
八
箇
月
か
ら
六
十
歳

に
至
る
ま
で
の
者
で
、
陽
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
ア
ス
の
深
防
接
画
を

。
受
け
て
い
な
い
も
の
、
激
防
接
価
を
受
け
る
期
日
並
び
に
場
所
及
び

預
防
接
ｍ
に
出
す
る
技
術
的
賃
施
方
法
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
　
　
　
　
　
．　
．

第
十
三
條
　
市
町
村
長
は
、
殺
防
接
面
を
行
つ
た
と
き
は
、
漁
防
接
質

を
受
け
た
者
の
数
を
、
年
齢
別
及
び
疾
病
別
並
び
に
殺
防
移
樋
の
定

期
別
に
計
算
し
て
保
健
所
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・Ｊ　
市
町
村
長
は
．
漁
防
接
価
を
行
つ
た
と
き
は
、
豫
防
接
籠
を
受
け

一
七
四
　
　
　
　
　
，

ヽ

な
。か

つ
た
者
の
氏
名
を
保
嬢
所
長
に
報
告
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

附
　
則

第
十
四
條
　
こ
の
省
今
■
、
公
布
の
日
か
ら
、

二
れ
考
施
行
し

，―１１
和
二

十́
三
年
七
月

一
日
か
ら
こ
れ
を
適
用
す
る
。

第
十
五
條
　
順
痘
法
施
行
規
ｌｌｉｌ
は
こ
れ
を
曖
止
す
る
。

○
豫
防
接

條
の
規

ン゙
フ
テ

バ
ラ
チ

ス
及
び

施
行
心

昭
和
ニ
ニ
年

厚
生
省
告
示
第
九
十
四
跳

昭
和
二
十
三
年
七
月
厚
生
省
告
示
第
二
十
七
盤

（見
ま
耐
並
法
施
行

今
第
十
三
條
第

一
項
第

一
破
の
規
定
に
よ
る
保
母
養
成
施
設
指
定
の
・

ヽ

種
法
施
行
規
則
第
六

定
に
よ
る
、
痘
―

フ
、

リ
ア
、
腸
チ
フ
ス
、

フ負

、
壺

こ
ん
チ
フ

三 得 コ

月

一
一
日
　
厚
生
省
告
示
第
九
二
螺

9



０

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

件
）
中
千
栞
縣
立
保
母
養
威
匠
ヽ
千
理
縣
長
生
郡
正
原
町
茂
原
子
十
六
　
　
　
　
検
定
合
賂
の
日
か
ら
二
箇
月
以
内
と
す
る
。

番
地
の
次
に
な
の
施
設
を
追
加
指
定
し
、
昭
和
二
十
三
年
九
月

一
日
か
　
　
　
四
　
痘
面
の
接
斯
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ら
こ
れ
を
適
用
す
る
。　
　
　
　
・Ｊ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
二

蠅
を
お
よ
そ

一
０
人
分
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
　

昭
和
二
十
三
年
十

一
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
賞
施
者
の
一
般
的
な
注
意
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
・

厚
生
大
臣
　
林
　
　
熙
　
治

・　
　
　
　
　
常
に
丁
寧
な
態
曖
で
■
施
に
営
り
、
い
や
し
く
も
被
接
“
者
の

名
　
　
　
醜
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
　
　
　
置

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
扱
が
租
維
に
流
れ
な
い
卜
う
注
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
患

東
京
都
立
高
等
保
母
塁
院
　
　
東
京
都
異
則
耐
縦
町
四
丁
目
十
五
番
地
　
　
　
　
い
で
安
施
す
る
場
合
で
も
、
僣
飾

一
人
に
つ
い
て
一
時
―ｌｌｌ
に
持
瞳
．

ヽ　̈
畔］『̈

榊̈̈

「̈
一脚牌剛岬嚇一剌̈
一̈
一紳甲撃　
。大す』以物は．ぃょそ八０人とける。　　　　　　　　　・・

充
分
に
騰
く
て
明
る
く
清
潔
な
場
所
を
選
び
、
換
氣
、
室
温
年

・
　

　

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

´

一　
施
行
時
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
豫
診

・
　

　

　

定
畑
の
商
痘
は
毎
年
少
く
ど
も
二
回

（
な
る
べ
く
な
秋
〓
期
）
　
　
　
　
　
両
痘
施
行
前
に
被
接
雨
者
の
健
康
状
態
を
導
ね
、
必
要
ｆシー
あ
る

の
時
期
を
定
め
て
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
に
ｌｉ
診
祭
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一　
使
用
疵
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
禁
忌
　
　
　
・

・生
物
學
的
製
剤
製
造
検
電
規
則

（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
今
第
　
　
　
　
　
左
の
答
班
の
一
に
該
誉
す
る
者
に
は
な
る
べ
く
価
損
を
ｎ
漁
す

三
十
二
塊
）
に
よ
る
強
ｔ
に
合
格
し
た
Ｆ
苗

て
使
用
し
な
け
れ
ば
　
　
　
　
る
方
が
よ
い
。
也
し
、
注
そ
．う
感
染
の
Ｒ
が
大
き
い
と
思
り‥
れ
る

な
ら
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

（
一
）

著
し
く
榮
養
障
害
に
陥
つ
て
い
る
碁

〓
一　
痘
面
の
貯
寂
法
及
び
有
効
期

．
　

饉
用
の
日
ｔ
で
断
氏
零
圧
以
下
に
保
存
し
、
そ
の
有
効
期
間
は
　
、

公
し
　
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か
か
つ
て
い
る
者
で
、
闘
屁
に
よ

′　
　
独
勁り
『
窄
勁
猜
瑚
Ⅷ
賄
」
雄
知
瑚
魂
雄
ほ
“，
一
は
購
ぼ
膨
ル
騰
卿
υド
勝
チ　
　
　
　
　
　
・七
エ

豫

防

・
保

健

法
規

編

り
障
轡
を
楽
す
虞
の
あ
る
者

（
〓
）

Ｉ
症
忠
岩
又
は
熱
性
病
息
者

九
　
初
生
兄
の
両
疸
　
．　
　
　
　
　
　

・

癬
そ
う
感
業
の
理
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
初
生
見
に

出
生
の
営
日
駈
痘
を
行́
つ
て
も
差
支
が
な
い
。

十
　
手
術
の
清
課

両
症
の
施
行
に
常
る
者
は
そ
の
前
に
手
指
を
消
毒
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

十

一　
輌
症
川
器
具
の
浦
毒

ｉ
し
よ
う
盤
及
び
籠
疸
針
等
は
使
用
前
煮
洲
滑
苺
又
は
肇
波
浦

毒
の
後
清
拭
、
冷
却
、
乾
燥
さ
せ
、
価
痘
針
の
樹
発
は
必
ず
受
注

十

一
人
ご
と
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
　
混
市
の
注
出

症
し
よ
う
盤
が
冷
却
、
乾
燥
す
る
の
を
待
つ
て
毛
細
管
か
ら

一

時
に
混
面
を
盤
上
に

，
つ
し
推
し
、
復
用
前
に
よ
く
か
く
は
ん
混

和
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

十
一一一　
接
駈
部
位

．
接
両
都
位
は
、
通
常
上
は
く
仲
側
と
し
、
第

一
期
の
質
疱
は
右

側
、
第
二
期
、

一碗
三
期
及
び
そ
の
他
の
■
泣
は
左
側
と
す
る
。（
澱

防
接
罐
法
第
十
條
第

一
項
の
第

一
践
、
第
二
跳
及
び
第
二
沈
の
規

定
に
よ
る
種
痘
を
そ
れ
ぞ
れ
第

１１

七
六

期
、
第
二
川
及
び
第
〓
期
の
定

期
撻
癌
と
い
う
ｏ）

な
お
再
接
籠
の
と
き
の
接
師
の
部
位
は
Ｅ
こ
ん
か
ら
な
る
べ
く

離
し
た
方
が
よ
い
。

十
四
　
一安
価
部
位
の
洵
毒
　
　
　
．

接
孤
部
位
は
、
衣
類
に
よ
）０
緊
迫
の
な
い
こ
と
を
確
め
て
か
ら
、

ァ
ル
コ
ー
ル
ア
セ
ン
ト
ン
又
は
エ
ー
テ
ル
で
＝
毒
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
場
合
は
、
相
常
堅
く
絃
つ
た
ア
ル
コ
ー

ス
締
で
浦
苺
す
る
の
が
よ
く
、
そ
の
後
乾
燥
す
ら
ま
で
待
つ
て
接

籠
ｔ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
消
毬
の
代
り
に
石
け
ん
と
湯

を
用
い
て
充
分
に
滸
拭
す
る
だ
け
で
も
よ
い
。

十
五
　
接
版
の
方
法

左
の

（
一
）
又
は

（
二
）
の
方
法
に
よ
る
。
　

．

（
一
）

鋭
刺
法

・

局
所
の
皮
膚
を
緊
張
し
、
所
要
の
摘
■
を
一繁
つ
た
後
、
４
‥―・
１

針
を
ほ
ぼ
接
薇
皮
膚
面
に
封
し
て
干
行
に
持
ち
、
針
光
を
蜆
Ｃ

直
種
〓
耗
か
ら
五
粍
ま
で
の
皮
膚
面
を
弧
く
旺
す
る
よ
う
に
晟

′

刺
す
る
。

乱
刺
の
回
数
は
第

一
期
種
涯
で
は

一
〇
回
か
ら

一
五
日
ま
で

と
し
、

・そ
れ
以
外
の
両
症
で
は

一
五
日
か
ら
二
〇
国
ま
で
と
す

１１ｌ
Ｈ

Ｈ

＝

＝

日

引

Ｈ

劇

＝

＝

‐ヽ Ｉ

Ｈ

］

、

‥
―

■

′
・
―

■

・―

―

‥

．

・‥．
．‐

‐

ヽ
０



(1.

ノ

る
。
な
お
飢
刺
の
際
、
皮
膚
面
を
充
分
に
傷
つ
け
な
け
れ
ば
な

（
は
）

「
死
疫
反
距
」

叡
痘
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
第
二

ら
な
い
が
出
立
し
な
い
稚
度
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

日
か
ら
第
二
日
ま
で
０
間
に
お
い
て
検
診
し
た
場
合
、
陵
赤
、

八
二
）

切
皮
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

丘
し
ん
乃
至
し
う
腰
を
認
め
た
も
の
を
い
う
。

局
所
の
皮
膚
を
緊
張
し
、
所
要
の
痘
画
を
塗
つ
た
後
そ
の
部

（
に
）

「
険
世
」

検
診
成
績
が
前
・記
各
数
の
い
ず
れ
に
イ、滋
常

位
に
瓶
痘
針
を
以
て
長
さ
五
粍
の
大
い
ま
に
切
皮
し
極
痘
針
の
　
　
　
　
　
　
し
な
い
も
の
を
い
う
。

平
面
で
症
■
を
す
り
込
む
。
切
度
は
な
る
べ
く
出
ユ
し
な
い
程
　

．
　

全
じ
　
殺
防
接
籠
法
第
十
條
第
八
引
に
よ
る
再
緬
組

度
と
す
る
。
出
血
量
の
多
い
と
き
は
別
の
個
所
に
更
に
接
種
を

価
茫
検
診
の
結
果
陰
性
の
場
合
に
は
、
そ
の
後
直
ち
に
夏
に

行
う
。
切
皮
は
十
字
切
と
し
各
切
度
の
開
帰
は
二
糧
と
す
る
。
．
　
　

　

　

一
回
種
泣
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・十
六
　
接
種
数
　
　
　
　
　
　
　
・

（
三
）

検
診
時
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
．

餞
刺
法
で
は
一
宙
■
し
〉
切
皮
法
で
は
算

一
期
定
期
綺
疲
の
と

十
。しきはに即
斃
他のき
哺
曹
な
ｏ　
　
　
　
　
‰
締
露
嗽瑚
観
粍
熙
絆
れ
い硝
掛

な
い
。

（
一
）

披
診
威
漬

十
八
　
受
握
者
に
野
す
る
注
意

．

（
い
）

「
完
全
痘
ほ
う
」

覆
短
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
第

施
行
路
鰤
又
は
瞥
該
吏
員
は
、
受
壇
者
又
は
、
そ
の
ほ
捜
岩
に

六
日
か
ら
第
八
日

・
ま
で
の
間
に
お
い
て
検
診
し
た
場
合
、
痘

射
し
次
の
事
項
に
つ
い
て
注
意
を
典
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

率
い
あ
る
定
型
的
た
水
ほ
５
又
は
崚
ほ
う
を
認
め
た
も
の
を

（
一
）

な
る
べ
く
種
痘
前
に
入
浴
し
、
清
潔
な
肌
清
を
脂
用
す
る
。

い
・つ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

．

（ろ
）

「
不
全
澄
ほ
う
」

積
痘
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
第
　
　
　
　
一
じ
　
接
覆
部
位
は
接
額
後
お
よ
そ
十
分
か
ら
十
五
分
ま
で
の
――――

そ
の
ま
ま
に
露
出
し
て
か
ら
着
衣
す
る
．
こ
の
餘
人
気
、
直
射

六
日
か
ら
第
八
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
検
診
し
た
場
合
、
浸
　
　
　
　
　
日
光
に
さ
ら
さ
な
い
。

濶
を
件
５
丘
し
ん
又
は
諸
節
を
認
め
た
も
の
を
い
う
。
　
　
．

（
三
）

接
旺
後
は
通
常
局
所
に
ほ
う
帯
す
る
必
要
は
な
い
。

・

凛勁磯相理秘
η湖Ⅷ嫌
は雄
地̈城蒸は一レ、班
ほ節げ押酔肝卿げぼ腸チ　　　　　　・七七
．

(:ヽ

12

。

　

理

防
ｏ
保

健

法

規

綿

　

　

　

　

　

　

　

．

（
四
）

入
浴
は
高
黙
の
あ
る
期
間
以
外
は
差
し
支
え
な
い
。
そ
の

際
接
師
部
位
を
こ
す
ら
な
い
。

・十
九
　
他
の
故
防
核
駈
と
の
開
係

使
宜
の
た
め
同
じ
時
に
、
同
じ
人
に
野
し
て
他
の
豫
防
按
種
を

一
面
だ
け
あ
わ
せ
行
つ
て
も
よ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
骰
防
接
種
施
行
心
得

一　
・施
行
時
期
　
　
′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

定
期
の
報
防
接
Ш
は
毎
年
少
く
と
も
二
回
、
お
よ
そ
二
月
か
ら

六
月
ま
で
及
び
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
施
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

使
用
ト
キ
ッ
ィ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・．

生
物
學
的
製
剤
製
造
除
定
規
則

（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
今
第

二
十
二
凱
）
に
よ
る
橡
定
に
合
格
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
ト
キ
ソ
イ
ド

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１・
キ
ソ
イ
ド
の
貯
繊
法
及
び
有
効
期
間

断
氏
二
度
か
ら
五
度
ま
で
の
温
度
に
お
い
て
保
存
し
、
そ
の
有

効
期
間
は
披
定
合
格
の
日
か
ら
二
宙
年
以
内
と
す
る
。

四
　
接

随
量
、
妥
晰
回
収
及
び
接
爾
間
隔

（
一
）

生
後

六
笛
月
か
ら
生
後

十

二
簡
月

（
第

一
期

）

の
者

に
は

第

一
回
〇
・
五
発
、
第
ニ
ロ

一
・〇
蠅
、・
第
二
回

一
・〇
蠅
を
各

一
七
八
　
　
　
　
　
・
´

四
週
間
か
ら
六
週
間
ま
で
の
間
隔
で
皮
下
に
注
射
す
る
。

（
二
）

小
學
核
入
學
前
六
笛
月
以
内
（
第
二
期
）、
小
學
校
＋
業
前

六
面
月
以
内
（
第
二
期
）
の
者
及
び
そ
の
他
の
時
期
に
追
加
鬼
皮

を
行
う
者
に
は

一
・〇
托
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
。

（附
記
）

シ
ツ
ク
反
腰
検
蓋
及
び
モ
ロ
ニ
ー
反
噸
瞼
査
は

一
般
に

・
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

・　
　
　
　
　
　
・

五
　
賞
施
者
の
一
般
的
な
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
，

常
に
丁
寧
な
態
度
で
賞
施
に
営
り
、
い
や
し
く
も
彼
接
師
者
の

取
扱
が
紅
雑
に
流
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意

い
で
安
施
す
る
場
合
で
ム
腎
師

一
人
に
つ
い
て
一
時
間
に
注
ｌｌｌ
す

る
人
数
は
ぉ
よ
そ

一
五
〇
人
と
す
る
。

ユ。（
　
注
射
場

充
分
に
蛍
く
て
明
る
く
満
潔
な
場
所
を
超
び
、
換
氣
、
室
温
等

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
　
豫
診

豫
防
接
極
施
行
前
に
、
被
接
観
者
の
健
康
状
態
を
導
ね
、
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
・

八
　
禁
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

脚
永
、
心
脱
又
は
腎
脱
の
疾
忠
で
相
嘗
な
疾
病
が
あ
る
者
及
び

胸
腺
淋
巴
盤
貿
の
疑
が
あ
る
者
等
に
野
し
て
は
漁
防
接
駈
を
行
つ



⊂ ^

て
は
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．十

〓
　
ト
キ
ソ
イ
ド
の
振
と
う

　
　
　
。

九

　
手
指
の
潤
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

明
ば
ん
ト
キ
ソ
イ
ド
の
場
合
は
、
使
用
前
に
必
ず
そ
の
容
器
を

報
防
接
面
の
施
行
に
歯
る
者
は
そ
の
前
に
手
指
を
清
理
し
な
け
　
　
　
　
振
と
う
し
て
ト
キ
ソ
イ
ド
の
こ
ん
濁
を
均
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

な
い
。　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

十
　
餞
獅
鞠
一刻
］
れ
卿
』

は
仏
用
脚
煮
沸
に
よ
つ
て
沼
毒
す
る
こ
ぉ
　
　
　
十
四

注
燎
輸
咄
わ
爆
『

皮
下
に
せ
ん
刺
し
、
恒
く
吸
引
を
行
つ
て
針

と
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
で
も
、
先
ず
五
％
石
茨
戯
水
で
清
毯
　
　
　
　
先
が
血
管
内
に
せ
ん
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
硫
め
た
後
、
芙
液
を

。し
、　
次
い
で
〇
・五
％
石
女
臓
水
又
は
滅
面
水
を
通
し
て
洗
つ
た
　
　
。
　

注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
・

も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
射
針
の
消
苺
は
必
ず
被
　
　
　
十
五
　
漁
防
接
函
の
副
反
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

接
ｍ
若

一
人

・ご
と
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
射
後
、
時
に
よ
つ
て
局
所
の
褻
赤
、
し
ゆ
脹
、
‘
痛
一
ｎ
熟

十

一
　
ト
キ
ソ
イ
ド
収
扱
上
の
注
意

等
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
二
、
三
日
中
に
は
滑
退
す
る
．

ト
キ
ソ
ィ
ド
の
容
路
を
開
開
し
た
り
、
ト
キ
ソ
イ
ド
を
吸
い
上
　
　
　
・十
六
　
他
の
蟄
防
接
種
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

げ
る
時
等
に
汚
染
ｂ
起
ら
な
い
よ
う
栓
）
瓶
口
、
一一〓
”
等
の
潤
毒

・
便
定
の
た
め
、
同
じ
時
に
同
じ
人
に
野
し
て
他
の
漁
防
接
価
を

を
特
に
充
分
に
行
わ
な
。け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
爾
だ
け
行
つ
て
も
よ
い
ｏ

・
十

二
　
接
価
部
位
の
潤
毒

陽
チ
フ
ス
、
バ
ラ
チ
フ
ス
豫
防
接
破
施
行
心
得
　
　
　
　
′

・
接
ｍ
部
位

（通
常
上
は
く
仲
側
）
は
、

ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
で
充
分
　
　
　
一　
流
行
時
期

に
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
附
記
）

”ン
フ
テ
リ
ア
の
預
防
接
面
で
は
そ
の
接
駈
簡
所
が
触
の
　
　
　
　
　
　
期
の
熙
防
接
続
は
、
毎
年
お
よ
そ
四
月
か
ら
六
リー
ま
で
の
助

に
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
の
に
比
べ
、
後
で
化
崚
し
や
す
い
か
ら
接
師
部
位
の
み
で
な
　
　
　
一
一
．使
用
ァ
タ
チ
ン

．
く
す
べ
て
清
毒
ｌｔ
餞
■
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
物
率
的
襲
測
製
造
敏
〓
規
則

（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第

狙
期
平
和
希
描
請
瑚
Ⅷ
珈
は林
″瑚
載
水
は
一産
地
嗽
わ
ば
擦
中
″
卿
″ド
腸
チ　
　
　
　
・　
　
・七
九

/沙

＝
＝
１
‥
＝
■
１
１
■
１
１
…
‥
―

⊂

　

ｉ
　

ｔ

４

′

象
防
ｏ
保

健

法
規

縞

　

　

　

′

三
十
二
競
）
に
よ
る
瞼
発
に
合
格
し
た
陽
チ
フ
ス
パ
ラ
チ
フ
ス
滉

合
ワ
ク
チ
／
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一　
　
　
　
　
　
一

〓
一　
フ
ク
チ
ン
の
貯
畿
法
及
び
有
効
期
間

・　
　
　
　
一
八
０
　
　
　
・

時
の
注
意
は

（
一
）
と
同
じ
で
あ
る
。

五
　
賞
施
者
の

一
般
的
な
注
意
　
．

常
に
丁
寧
な
態
度
で
賞
施
に
常
り
、
い
や
し
く
ム
厳
燎̈
護
者
の

顆
級
が
粗
維
に
流
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意

い
で
安
施
す
る
場
合
で
「
つ
、
．胃
師

一
人
に
つ
い
て

一
時
間
に
接
面

す
る
人
敷
は
お
よ
そ

一
五
０
人
と
す
る
。

ヨ．（　
注
射
場

充
分
に
廣
く
て
明
る
ぐ
清
潔
な
場
所
を
避
び
、

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
　
豫
診

豫
防
終
面
施
行
前
に
複
接
一籠
者
の
健
康
状
態
を
導
ね
、
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
　
禁
忌

有
熱
思
者
、
心
威
並
び
に
血
管
系
、
腎
職
そ
の
他
内
腋
に
異
常

の
あ
る
者
、
結
核
、
糖
尿
病
、
脚
氣
、
病
後
授
弱
常
、
胸
服
淋
巴

性
質
の
疑
が
あ
る
者
、
難
雉
婦

（妊
娠
第
六
一同
月
ま
で

，の
妊
姉
を
・

除
く
。
）
等
に
封
し
て
は
接
種
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

九
　
一ア
指
の
浦
毒

深
防
接
哲
の
施
行
に
営
る
も
の
は
、
そ
の
前
に
手
指
を
清
苺
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

断
氏
〓
睫
か
ら
五
度
ま
で
の
温
度
に
お
い
て
保
在
し
、

効
期
間
は
製
造
年
丼
日
か
ら

一
箇
年
以
内
と
す
る
。・

四
　
接
踵
量
、
接
輛
回
数
及
び
接
薇
問
陽
　
　
・

（
一
）

初
国
免
度
を
行
う
き
に
は
第

一
回
〇
・五
え
、
第
二
回

一
・

〇
妊
、
第
二
回

一
ハ
）
蠅
を
二
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
隔
を
以

て
皮
下
に
注
射
す
る
。
但
し
、
小
學
校
児
童
に
封
し
て
は
右
量

の
お
よ
そ
十
分
の
七
を
、
又
學
船
以
下
の
幼
兄
に
射
し
て
は
同

じ
く
三
分
の
．
一
を
用
い
る
。

身
睦
虚
弱
者
及
び
本
接
置
に
野
し
特
に
反
想
の
強
い
者
等
に

動
し
て
は
、　
一
回
０
上

蠅
を
五
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
隔
を

以
て
三
回
皮
内
に
注
射
す
る
。
こ
の
際
に
ワ
ク
チ
ン
が
皮
下
に

注
射
せ
ら
れ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）

追
加
元
疲
を
行
う
者
に
は

一
・〇
元
を
一
回
皮
下
に
注
射

す
る
。
小
學
核
兄
．■
及
び
學
齢
以
下
の
幼
兄
に
封
す
る
ワ
ク
チ

ン
掟
量
の
割
合
は
初
回
元
疲
の
場
合
に
筆
ず
る
。

身
確
雌
弱
者
並
び
に
木
接
種
に
動
し
特
に
反
腰
の
彊
い
者
等

に
当
し
て
は
０
・
一
蠅
を

一
回
皮
内
に
注
射
す
る
。
皮
内
注
射

そ
の
市



(

―

・

十
　
接
積
―――
器
具
の
溝
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
局
所
反
距
と
し
て
は
接
種
後
局
所
の
政
赤
、
し
ゆ
脹
、
ド
痛
等

注
射
器
及
び
注
射
針
は
使
用
前
煮
沸
に
よ
つ
て
治
毒
す
る
こ
と
　
　
　
　
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
、
全
身
反
Ш
と
し
て
は
悪
基
、
費
■
、
頭

と
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
で
も
先
ず
五
％
石
浸
破
水
で
渭
毒
し
、
　
　
　
痛
、
全
身
け
ん
怠
、
ス
、
時
に
は
め
ま
い
、
お
う
吐
、
下
痢
、
版

次
い
で
〇
・
五
％
石
浸
戯
水

又
は
減
面
水
を
一迎
し
て
洗
つ
た
も
の
　
　
　
　
痛
、
腰
痛
、
開
櫛
層
、
費
し
ん
牛
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い

ゼ
使
ｌｉｌ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
射
針
の
清
毒
は
必
ず
被
接
亜
　
　
・・
ず
れ
も
二
、
三
日
中
に
は
清
選
す
る
。

若

一
人
ご
と
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
し
ん
チ
フ
ス
豫
防
姜
種
施
行
心
得

十
一　
美
鶴
部
位
の
清
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一　
使
用
ヮ
ク
チ
ン

桜
種
部
位

ｏ
迪
常
上
ほ
く
伸
側
）
は
ョ
ー
ド
チ
ノ
キ
ス
は
ア
ル
　
　
　
　
　
生
物
撃
的
製
剤
製
指
級
定
規
則

（
昭
和
〓
十
二
年
厚
生
省
今
第

コ
ー
几
等
で
充
分
に
潤
薇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
二
暁
）
に
よ
る
按
責
に
合
格
し
た
資
し
ん
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン

十
二
　
ツ
ク
チ
ン
の
振
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・

使
用
前
に
必
ず
フ
ク
チ
ゾ
客
器
を
振
と
う
し
て
ワ
タ
チ
ン
の
こ
　
　
　
一
一　
ワ
ク
チ
プ
の
貯
藪
法
及
び
有
効
期
間

ん
濁
を
均
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

価
民
二
度
か
ら

一
０
度
ま
で
の
温
度
に
お
い
て
保
存
し
、
そ
の

十
三
　
接
面
時
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
効
期
間
は
販
費
年
月
日
か
ら

一
キ
六
蘭
月
以
的
と
す
る
。

注
射
針
の
先
端
七
皮
下
に
せ
ん
剌
し
、
ぼ
く
吸
引
を
行
つ
て
、
　
　
　
三
　
接
孤
赴
、
接
駈
回
数
及
び
接
腫
――――
隔

・
針
先
が
血
管
内
に
せ
ん
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
後
、
粟
　
　
　
　
　
初
国
見
度
を
行
う
者
に
は

第

一
回
及
び
第
二
回
各

一
・〇
托
を

減
を
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
賄
で
皮
Ｔ
に
注
射
し
、
追
加
元
皮
を
行

十
四
　
接
両
社
の
注
意
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
者
に
は
　
一
・〇
蠅
を
一
回
皮
下
に
注
射
す
る
。

口
防
接
駈
を
受
け
た
者
は
接
両
営
日
及
び
翌
日
は
な
る
べ
く
安
　
　
　
四
　
賞
施
者
の
一
般
的
な
注
意
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

静
マ
守
り
、
関
助
、
入
浴
、
飲
酒
等
を
控
え
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。　
　
　
　
常
に
丁
畢
な
態
度
で
賞
施
に
営
り
、
い
や
し
く
ム
破
接
蹟
者
の

十
五
　
漁
防
奨
籠
の
側
反
順
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
扱
が
租
性
に
流
れ
な
い
よ
う
注
意

。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歳

澱珊Ｖ
榔
洋勧看
瑚Ⅷ岬
嚇撫
″理
凛郎
は
ヨる”
租
嗽熟ド″酔孵御
げド鵬
サ　
　
　
　
　
　
・人
一　
　
　
　
．

.//

ｎ

防

・
保

健

法

規

細

ぃ
で
賞
施
す
る
場
合
で
も
隣
師

一
人
に
つ
い
て

一
時
間
に
注
射
す

る
人
敷
は
お
よ
そ

一
五
〇
人
と
す
る
。

工
　
注
射
場

充
分
に
贋
く
て
明
る
く
清
潔
た
場
所
を
選
び
、
換
氣
、
室
温
等

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
．

ュ（
　
散
診

豫
防
接
磁
旅
行
前
に
被
換
籠
者
の
健
康
状
態
を
尋
ね
、
必
要
が

あ
る
場
合

・
に
は
診
案
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
　
業
忌
　
　
　
　
．

鶏
卵
に
野
し
特
異
農
質
セ
有
す
る
著
、
有
熱
思
者
、
心
康
並
び

に
血
管
系
腎
磯
そ
の
他
内
職
に
異
常
の
あ
る
者
、
精
尿
病
、
脚
氣
、

病
後
六
弱
者
、
胸
腺
淋
巴
殷
質
の
疑
が
あ
る
者
、
鮨
歴
婦

（
雄
娠

第
六
滸
月
ま
で
の
推
帰
を
除
ぐ
ｏ
）
五
歳
以
下
の
オ
等
に
野
し
て

は
、・
後
固
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

人
　
手
指
の
滑
毒

預
妨
接
嶺
の
貸
施
に
着
ろ
者
は
、
そ
の
前
に
手
指
を
溝
薄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
　
接
紅
用
器
具
の
清
毒
　
　
　
　
　
　
　
・

注
射
器
及
び
注
射
針
等
は
使
用
前
煮
沸
に
よ
つ
て
滑
毒
す
る
こ

と
と
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
で
も
先
づ
五
／
石
炭
酸
水
で
清
蓬

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

７１

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
　
　
　
　
　
・

し
、
次
い
で
０
。
五
％
石
浚
漁
水

又
ば
減
画
水
々
通
し
て
洵
つ
た

も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
射
針
の
洵
苺
‐ｔ
必
す
被

接
価
者

一
人
ご
と
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
、

十
・
接
所
部
位
の
前
毒
　
　
　
　
　
、

接
随
部
位

（通
常
上
は
く
仲
側
）
は
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
又
は
ア
ル

コ
ー
ル
等
で
充
分
に
湾
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十

一
　
ワ
ク
チ
ン
の
振
と
う

随
用
前
必
ず
ワ
ク
テ
／
客
器
を
振
と

，
し
て
ヽ
ワ
ク
チ
ン
の
こ

ん
濁
を
均
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
´

十
二
　
接
価
時
の
注
意

注
射
針
の
先
端
を
皮
下
に
せ
ん
刺
し
、
軽
く
吸
引
を
行
つ
て
、

針
先
が
血
管
的
に
せ
ん
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
め
た
後
、
■
液

を
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
三
　
接
研
後
の
注
意

接
価
を
受
け
た
者
に
接
騒
営
日
及
び
狙
Ｒ
は
な
ら
べ
く
安
静
を

守
り
、
側
動
、
入
浴
、
飲
酒
等
を
さ
し
推
え
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
●

十
四
　
強
防
核
駆
の
副
反
順
　
　
　

，

局
所
反
順
と
し
て
は
接
狂
後
局
所
の
費
赤
、
医
痛
等
を
認
め
ら

こ
と
が
あ
り
、
全
身
反
順
と
し
て
は
悪
寡
、
費
熱
、
頭
痛
、
全
身
・

け
ん
怠
等
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
二
、
三
日
中
ド

16



・‘　．
．．
．　
　
　
　
　
　
　
　
〓ハ
．
　
．
・　
　
　
　
　
・・
〓

は
清
退
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一冗
分
農
く
て
明
る
く
浩
潔
な
場
所
を
避
び
、
換
氣
、
豊
灘
等
に

コ
レ
ラ
豫
防
接
両
施
行
心
得
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
使
用
ワ
タ
チ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ハ
　
漁
診
　
　
　
　
　
　
′　
　
　
　
　
　
・

生
仏
４
的
製
剤
製
造
撫
〓
規
１１

（
昭
和
二
■
二
年
厚
生
省
令
第
　
ヽ

三
十
二
班
）
に
よ
る
瞼
定
に
合
格
し
た
コ
レ
ラ
ァ
ク
チ
プ
を
使
用

し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一一　
ワ
ク
テ
ン
の
賄
蔵
法
及
び
有
効
期
間

価
氏
二
賣
か
ら
五
度
ま
で
の
温
度
に
お
い
て
保
存
し
、
そ
の
有

効
期
間
は
製
造
年
明
日
か
ら

一
箇
年
以
Й
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
・

〓
一　
接
ｍ
泄
、
接
質
回
数
及
び
桜
独
潤
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

　ヽ
　
豫
防
接
質
施
行
前
に
破
接
積
米
の
健
康
状
態
を
う
ね
、
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
診
条
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
．

七
　
禁
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・̈

有
熱
意
者
、
心
職
並
び
に
血
管
系
、
腎
臓
そ
の
仙
内
機
に
異
常

の
あ
る
者
、
結
核
、
Ⅲ
尿
滴
、
脚
氣
、
病
後
贅
弱
者
、
胸
腺
訃
じ

樅
質
の
疑
あ
る
者
、
服
琵
婦

（難
販
第
六
箭
月
ま
で
の
漿
姉
を
除

く
。）、
　

乳
鬼
年
に
対
し
て
は
接
面
を
行
つ
て
は
な
ル
な
や
．　
′

第

一
回
〇
・
五
■
、
第
二
回

一
。Ｏ
蠅
を
通
常
五
日
か
ら
七
日
ま
　
　
　
八
　
手
指
の
清
毒

で
の
間
隔
で
皮
下
に
注
射
す
る
。
但
し
、
小
學
枝
兄
主
に
勤
し
て
　
　
　
　
　
豫
防
接
所
の
施
行
に
営
る
者
は
そ
の
前
に
手
指
を
油
通
し
た
け

は
右
の
■
の
お
よ
そ
十
分
の
七
を
用
い
、
又
學
齢
以
下
の
幼
見
に
　
　
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

動
し
て
は
同
じ
ぐ
三
分
の
一
を
使
用
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
九
　
接
団
川
器
哄
の
湘
毒

注
射
器
及
び
注
射
針
等
ｌｔ
使
用
前
煮
沸
に
よ
つ
て
湾
毒
し
、
ゃ

四
　
績
施
者
の
一
般
的
な
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

常
に
丁
寧
な
態
度
で
賞
施
に
静
り
、
い
や
し
く
も
被
接
宙
者
の
　

．

．
む
を
得
な
い
場
合
で
も
先
ず
五
％
石
炭
酸
水
で
潤
毒
し
、
次
い
で

Ｏ
ｏ一ユ
％
石
浚
浚
水

又
は
減
菌
水
を
通
し
て
洗
つ
た
も
の
を
使
用

・
取
扱
が
粗
泄
に
流
れ
な
い
よ
う
注
意
ｔ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
念

．
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
射
針
の
胸
毒
は
必
ず
彼
接
ｍ
者

一
人

い
で
賞
施
す
る
場
合
で
も
臀
師

一
人
に
つ
い
て

一
時
間
に
接
藪
す

る
人
敦
は
お
よ
そ

一
工
○
人
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
．

五
　
注
射
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
一ｆ
覆
部
位
の
溝
苺
　
　

・

　̈
型刹瑳
珈
裁錨看瑚珈鄭
隊麒
知瑚
理
川
は「ぼ魂曖鰤幡″酵肝御
げド勝
十　
　
　
　
　
　
一人三　　　　　　　　　・

，
ｌ

ｒ

ュ

●
「

卜

‐‥

18

輩
″
３
保
促
法
灯
細
　
・

ヨ崚哺『喘隷痢蘭れ興楓『悧ｒれらョ“暉特ソキ又はアル

十

一
　

ツ
ク
チ
ン
の
振
と
う

使
用
前
必
ず
ツ
ク
チ
ン
各
器
を
振
と
う
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
こ

ん
濁
を
均
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
　
持
田
時
の
注
意

・

注
射
針
の
先
鼎
を
晨
下
に
せ
ん
刺
し
、
軽
く
吸
引
を
行
つ
て
、

針
先
が
血
ｆ
内
に
せ
ん
入
し
て
い
た
い
こ
と
を
確
め
た
後
、
妻
液

を
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

十
三
　

， “
爾
後
の
注
意

持
菫
セ
受
け
た
者
は
接
肛
営
日
及
び
隻
日
は
な
る
べ
く
安
静
を

守
つ
ハ
関
鶏
、
入
浴
、
飲
樋
等
を
さ
し
撻
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
日
　
豫
防
接
爾
の
副
反
嘔

局
析
反
順
と
し
て
は
接
両
後
局
所
の
数
赤
、
し
ゆ
腰
、
５
痛
等

多
．認
め
る
こ
と
が
あ
り
、
登
身
反
他
と
し
て
は
懸
塞
、
坂
熱
、
頭

痛
、
企
身
け
ん
忠
、
又
時
に
め
ま
い
、
お
う
吐
、
下
痢
「
腹
痛
、
・

腰
痛
、
聞
＝
捕
、
最
し
ん
等
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
ヽ
二
、
三
日
中
に
は
湾
選
す
る
。

一
八

ω
″
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厚
生
省
公
衆
衛
生
局
結
核
予
防
課
編

結
核
予
防
行
政
提
要
　
上
巻

（結
核
予
防
法
の
解
説
と
そ
の
運
用
）

（昭
和
四
三
年
版
）

:(・ _:
・゛′

さ
め
、
結
核
対
策
巧
効
果
を
如

・
実
よ
０
一
一
つ
と
し
く
世
界
ｂ
結
核
．
．

だ
上
Ｆ
ぶ
』

イ    、
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絣

瑚

＝

＝

Ⅵ

＝

可

‥
―

封

Ｈ

＝

■

＝

研

引

＝

可

ゴ

可

＝

‥
…

ｌ

ｒ

・
１

１

・―

・

昭
和

一
五
年
国
民
体
力
法
爾
和
一二
年
四
月
八
日
埜
０
工
こ
が
制
定
さ
れ
、
同
年
九
月
二
五
綱
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
ど
な
り
、
こ
の

法
律
に
よ
り
、
当
初
は
満

一
五
才
以
上
満
一
九
才
以
下
の
男
子
に
、
昭
和
一
七
年
以

・
・
降
一
澁

・二
五
才
ま
で
の
男
子
に
毎
年
に
力
検

査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
検
査
の
内
容
は
、
発ヽ
育
及
び
体
格
の
実
状
を
判
定
す
る
身
体
計
測
の
ほ
か
に
、
疾
病
異
性
検
診
と
し

て
特
に
結
核
に
重
点
が
お
か
れ
た
の
で
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
　

・
検
査
及
び
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
が
相
当
徹
底
的
に
行
な
わ
れ
た
。

体
力
検
査
の
結
果
、
必
要
な
保
健
上
の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
結

・
核
患
者
に
は
療
養
に
憫
す
る
処
置
が
命
じ
ら
れ
た
¨
こ
の
処
置

命
令
は
、
医
師
が
発
し
、
療
養
を
受
け
る
医
師
の
指
定
そ
の
他
具
体
的
方
法
は
指
示
せ
ず
■
文．書
で
な
さ
れ
た
。
処
置
を
命
じ
ら

れ
た
者
が
貧
困
の
た
め
義
務
を
履
行
で
ぎ
な
い
と
き
は
国
費
で
国
民
体
力
管
理
医
に
つ
い
て
療
養
の
指
導
を
受
け
さ
せ
た
。
療
養

の
指
導
は
、
大
気
、
安
静
、
食
餌
療
法
そ
の
他
の
療
養
生
活
の
指
導
で
、
投
薬
そ
の
他
の
驚
療
処
障
は
原
則
と
し
て
行
な
わ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
体
力
検
査
が
結
核
検
診
に
重
点
を
お
い
て
進
め
ら
れ
る
に
伴．
い
、
従
来
別
の
制
度
と
し
て
行
な
わ
れ

，
い
た
学
校

教
職
員
及
び
学
生
、
生
徒
、
児
童
に
対
す
る
学
校
身
体
検
査
、
工
場
鉱
山
の
労
務
者
に
対

，
る
労
働
保
護
法
規
に
肛
づ
く
健
康
診

断
及
び
健
康
保
険
報
保
険
者
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
被
保
険
者
検
診
等
も
、
ぞ
の
検
査
施
行
に
あ
た
つ
て
結
核
に
関
す
る
集

団
検
診
方
式
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
．検

査
及
び
ニ
ッ
タ
ス
報
検
査
、
中
で
も
間
接
撮
影
検
査
を
軒
核
と

．
〓
ｏＬ
・１
１

・
: .
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第
十
八
条

保
健
所
長
は
、
痘
そ、
う、
ド
百
日
せ
き
、
腸
チ
フ
ス
若
し
く
は
パ
ラ
チ
フ
．ス
に
．だ
バ
つ
．て

い
る
者
若
し
く
は
か
か

，
が
こ
．．
‥

ど
の
あ
る

者
又
は
結
核
に
か
か
つ
て
い
る
か
着
し
く
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
陽
性
の
者
で
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
者
を
診
療
し
た
医

師
の
届
出
に
よ
り
、
そ
の
旨
の
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
・
・

た
ま
た
ま
、
同
年

一
一
月
、
京
都
、
島
根
で
発
生
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
フ
ク
チ
ン
の
い
わ
ゆ
る
注
射
禍
事
件
の
あ
お
り
を
受

け
て
、
全
国
の
予
防
接
種
は
占
領
軍
当
局
の
指
令
に
よ
つ
て
、　
一
時
中
止
さ
れ
た
。
翌
二
四
年
二
月
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
再
開
さ
れ

た
が
、
乾
燥
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
ヘ
の
全
面
的
切
り
換
え
が
こ
の
と
き
か
ら
始
ま
つ
た
。
液
体
フ
ク
チ
ン
は
十
分
使
用
に
堪
え
る
も
．

の
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
致
命
的
な
欠
点
は
、
有
効
期
間
が
短
く
氷
室
で
も

一
週
間
し
か
も
た
ず
、
そ
の
た
め
各
種
の
厳
密
な
国

家
検
定
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
結
核
予
防
会
結
核
研
究
所
は
、
乾
燥
Ｂ

Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
成
功
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
容
易
と
な
り
、
普
及
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
研
究

に
対
し
て
は
、
文
部
省
及
び
厚
生
省
か
ら
研
究
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
。
昭
和
三
四
年

一
０
月
に
ツ
ベ
ル
タ
リ
ン
反
応
検
査
心
得

及
び
結
核
予
防
接
種
心
得
も
、
次
の
よ
う
に
告
示
を
も
つ
て
定
め
ら
れ
た
。　
　
・

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

○
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
及
び
結
核
子
Ｌ
接
種
心
得
　
（則
蜘
仁
側
辞
卜
Ю
製
輌
型

○
結
核
予
防
接
種
施
行
心
得

一　
施
行
時
期

定
期
の
結
核
予
防
接
種

（以
下
予
防
接
種
と
い
う
。）
は
毎
年
お
よ
そ

三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
と
九
月
か
ら
十
二
月
ま
．で
の
間
と
に
時

工■85

一
一　
校
接
種
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ̈
・．．（
．

前
項
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
判
定
が
陰
性
及
び
疑
陽
性
の
も
の
を
被
接
種
者
と
す
る
。
但
し
、

あ
る
と
お
ず
る
理
由
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
卜
．

〓
一　
使
川
ツ
ク
チ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

生
物
学
的
製
剤
製
造
検
定
規
則

（昭
和
二
十
四
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
に
よ
る
検
定
に
合
格
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
フ
タ
チ
ン

い
う
。）
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
ワ
ク
チ
ン
の
貯
蔵
法
及
び
有
効
川
問

薬
事
法
第
二
十
二
条
に
よ
る

「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ソ

（乾
燥
）
基
準
」
に
よ
る
。　
　
　
　
・
．

五
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
報
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ツ
ク
チ
ン
は
皮
内
接
種
用
ワ
ク
チ
ン
〇

・
一
ＣＣ
を
一
宙
所
に
接
種
す
る
。

一ハ　
実
施
者
の
一
般
的
な
注
意

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
在
心
得
第
四
項
に
準
ず
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

七
　
接
種
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
五
項
に
準
ず
る
。

・ハ
　
予
診
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
六
項
に
準
ず
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

九
　
接
種
の
猶
予

ツ
ベ
ル
タ
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
七
項
に
準
ず
る
。

十
　
手
指
の
消
毒

疑
陽
性
の
も
の
で
医
師
が
自
然
感
染
で

（以
下
フ
ク
チ
ン
と



へ

十

一

十
二０

ｂ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
八
項
に
準
ず
る
。

接
種
用
器
具
の
消
毒
　
　
　
　
・・．．一

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
九
項
に
準
ず
る
。

ワ
ク
チ
ン
取
扱

上

の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

ニユёじ         .
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接
種
を
実
施
す
る
者
は
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
前
必
ず
ツ
ク
チ
ン
及
び
媒
液
の
ア
ン
ブ
ル
の
標
示

（
レ
ッ
テ
ル
）
を
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

日
ヽ
北
燥
フ
ク
チ
ン
の
入
つ
て
い
る

，
ン
ブ
ル
は
、
鋭
い
金
属
性
の
や
す
り
で
十
分
に
切
目
を
入
れ
、
そ
の
部
位
を
酒
精
綿
で
．よ
く
清
ぃ
よ、

く
し
て
か
ら
折
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
内
部
は
真
空
で
切
る
際
に
急
に
空
気
が
最
入
ｔ
て
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
粉
末
が
吹
き
と
ぶ
恐
れ
が

あ
る
か
ら
な
る
べ
く
ア
ン
ブ
ル
を
垂
直
に
固
く
は
持
し
て
静
か
に
折
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
　
ワ
ク
チ
ン
及
び
媒
液
の
ア
ン
プ
ル
を
開
口
し
た
な
ら
ば
切
日
の
周
囲
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
よ
く
清
し
よ
く
し
て
消
毒
し
よ
く
乾
燥
し
て
か

ら
次
の
措
置
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
　
ま
ず
ア
ン
ブ
ル
内
媒
液
の
少
士
を
消
毒
済
の
注
射
器
を
用
い
て
ワ

ヽク
ヽチ
ン
の
ア
ン
プ
ル
つ
中
に
移
し
フ
ク
チ
ン
を
十
分
に
振
と、
う、
混
和

．

し
て
更
に
残
余
の
媒
液
を
同
様
に
し
て
所
要
量
ま
で
加
え
平
等
の
浮
ゆ
う
液
に
し
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
用
の
注
射
器
に
吸
引
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

ｍ
　
使
用
後
ア
ン
ブ
ル
の
中
に
残
つ
た
ツ
ク
チ
ン
を
後
日
の
用
に
供
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

十
三
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
部
位
の
消
毒

ワ
ク
チ
ン
接
種
部
位

（上
は
ぐ
外
側
の
ほ
ぼ
中
央
部
）
は
ア
ル
コ
ー
ル
で
十
分
払
し
よ
く
し
て
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
四
　
接
種
時
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
第
十
二
項
に
準
ず
る
が
、
ア
ク
テ
ン
が
皮
下
に
入
る
と
大
き
な
投
務
が
で
き
易
い
か
ら
十
分
な
注
意
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
五
　
接
種
の
後
作
用

．０
　
接
種
後
約

一
卜
三
過
た
つ
て
、
局
所
に
小
さ
な
硬
結
を
生
じ
こ
の
硬
結
が
艘
疱
と
な
り
あ
る
い
は
小
さ
い
潰
瘍
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が

一
般
に
は
特
別
な
手
当
を
し
な
い
で
一
鱗
然
に
治
ゆ
す
る
．

耽
Ｐ
　
　
　
　
¨̈喜

こ
の
程
度
の
変
化
は
免
疫
発
生
に
伴
う
自
然
の
現
象
で
心
配
は
な
い
。　
　
　
・一■
■
■
講
一場
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ご
・一ヽ

仁

ま
た

綾

実

差

鱗

存

こ

と
鬱

ふ

ご

２

晨

馨

素

蕩

書

や

革

ξ

了

■

λ
争

ｆ

掌

ｒ

‥

―

　

′

・
　

―

　

，

・
　

・
　

　

　

ヽ

、
　

、
　

，

　

‐
、

も

　

ヽ

・

・:》■■87:

第一耐 総 治

を
塗
布
し
そ
の
上
に
単
軟
こ
う
を
ち
よ
う
布
す
る
か
あ
る
い
は
渋
瘍
の
浅
い
と
き
に
は
デ
ル
マ
ト
ー
ル
や
Ｉ
鉛
華
で
ん
紛
の
よ
う
な
刺
げ

、
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

ヽ

　

、
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

‐
，
‐
‐
　
．
　

　

‘
　

．　
　
　
　
　
　
　

′

　
Ｊ

　

一
‥

■
４
´

¨
■

　̈
一
　

　

ノ
ー
セ

，
■
０
）．

き
の
少
い
粉
剤
を
き
つ
布
し
て
清
潔
に
保
て
ば
自
然
に
治
ゆ
す
る
。
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

口
　
膿
瘍
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
が
、
ｔ
の
時
は
切
開
し
た
り

「吸
出
し
こ、
う、
」
等
を
ス
だ
り
に
使
用
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

いぃｒ̈
刺̈利なの．対い岬酬ｎ到『［”りヽせ、ん、ん、制陣商ｔ′ヽぇ州口動“嗽“燎、一射‘ナ、む“飾り』』げ選手の全身症状な起し」り、

あ
る
い
は
そ
の
他
の
結
核
性
疾
患
を
起
す
心
配
は
な
い
。

十
六
　
被
接
種
者
に
対
す
る
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ア
反
応
検
査
心
得
第
十
六
項

（但
し
、
ｍ
を
除
く
。）
に
準
ず
る
。

○
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
・

一　
施
行
時
期
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
．

定
期
の
結
核
予
防
接
駈
を
行
う
た
め
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、
該
接
種
施
行
の
前
あ
ら
か
じ
め
毎
年
お
よ
そ
三
月
が
ら
六
月
ま
で

の
間
と
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
と
に
時
期
を
定
め
て
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
一　
使
用
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

生
物
学
的
製
剤
製
造
検
定
規
則

（昭
和
二
十
四
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
に
よ
る
検
定
に
合
格
し
た
診
断
用
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
希
釈
液

（以
下

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
い
う
。）
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〓
一　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
使
用
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
は
年
令
体
重
に
関
係
な
く

一
人
当
り
〇

・
一
ＣＣ
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
実
施
者
の
一
般
的
な
注
意

０
　
常
に
丁
寧
な
態
度
で
実
施
に
当
り
い
や
し
く
も
被
検
者
の
取
扱
が
粗
雑
に
流
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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!ヨ ロ

・

一

　

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

・

一

急
い
で
実
施
す
る
場
合
で
も
医
旺
二
人
に
つ
い
て
一
時
間
の
注
射
を
す
る
者

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
夏
噂
検
査
の
実
施
に
当
る
者

（介
補
者
を
含
む
。）．
は
伝
染
μ

五
　
検
査
場

　
　
　
　
　
　
　

いな
場
」

を
。選

ぃ
、
換
気

．
室
に

等
」
と
〓

し
な
け
れ
に
た
蘊
絆
冊
野

十
分
に
広
ぐ
て
明
る
く
情
盪

ユハ
　
予
診
　
．　
　
　
　
　
　
．
　

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
が
あ
る
場
合
に
は
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
¨

一
．

．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
実
施
前
に
被
検
者
の
健
康
状
態
を
尋
ね
必
一

七
　
倹
査
の
猶
予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
”
Ｆ

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
は
な
る
べ
く
ツ
ベ
ル
ク
リ
ソ
反
応
検
査
を
猶
予
す
る
方
が
ょ
い
。
但
し
、
結
核
感
染
の
典
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
と
き
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　
著
し
く
栄
養
障
害
に
陥
つ
て
い
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．一　
重
症
患
者
又
は
熱
性
病
患
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・―
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一　
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か
か
つ
て
い
る
者

八
　
手
指
の
消
毒

（
＝
日
」
“
叶
”
”
断
出
」
畔
い
っ
査
の
嶼
施
に
当
る
者
は
そ
の

『
一
手
指
を
よ
く
消
毒
ｔ
な
け

「
ば

・・
な

“
「
い
。

０
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
用
器
奥

（
一
◆
○
∝
―
二
ヽ
Ｏ
ｃｃ
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
器
と
磁
粍
以
下
の
鋼
針
）
は
使
用
前
乾
熱
、
蒸
気
又
は

煮
沸
消
苺
を
行
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
そ
の
他
の
薬
液
で
消
毒
し
て
は
な
ら
な
い
。

煮
沸
消
毒
の
場
合
は
消
毒
を
し
た
後
減
菌
ガ
ー
ゼ
叉
は
滅
菌
皿
の
上
に
あ
け
て
吸
子
を
抜
い
て
無
菌
的
に
冷
却
乾
燥
さ
せ
る
か
あ
る
い

は
乾
燥
が
十
分
で
な
い
と
き
は
少
量
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
吸
引
し
て
注
劇
器
の
内
部
を
よ
く
洗
じ
よ
う
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
　
注
射
針
は
注
射
を
受
け
る
者

一
人
ご
と
に
固
く
絞
つ
た
ア
ル
コ
ー
ル
綿
で
よ
く
払
し
よ
く
し
一
本
の
注
射
器
の
ツ
ベ
ル
タ
リ
ン
が
使
用

し
尽
さ
れ
る
ま
で
こ
の
操
作
を
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
も
よ
い
が
ヽ
こ
の
注
射
器
具
を
消
毒
し
な
い
で
新
し
く
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
吸
引
し

て
注
射
を
迎
続
し
て
は
な
ら
な
い
。一

十
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ソ
取
扱
上
の
注
意

■■Oυ

`1・

‖ 総 1綸

」・
一 o ０

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
行
う
者
は
ツ
ベ

使
用
後
ア
ン
ブ
ル
内
に
残
つ
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
は
こ
れ
を
後
日
の
用
に
供
す
る
よ
う
な
ｔ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
部
位
の
消
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・．

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
部
位

（原
則
と
し
て
前
い
く、
屈
側
の
中
央
か
ら
や
や
上
部
）
は
７
．ル

コ
ー
ル
で
十
分
払
し、
よ、
く、
し
て
消
毒
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

十
二
　
注
井
時
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
■
・〓

０
　
注
射
を
す
る
前
に
注
射
針
の
切
面
と
注
射
筒
の
目
盛
の
あ
る
側
と
が
一
致
し
て
い
る
一ヽ
と‐
を
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
　
注
射
都
位
が
乾
燥
し
て
か
ら
注
射
部
位
の
皮
膚
を
や
や
緊
張
さ
せ
注
射
針
の
切
面
を
上
方
に
向
け
皮
膚
面
に
対
し
な
る
大
く
平
行
に
し

て
浅
ぐ
皮
内
に
刺
し
、
ツ
ベ
ル
ク
．リ
ン
Ｏ
ｏ
一
ＣＣ
を
徐
々
に
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し
く
皮
内
に
入
つ
た
場
合
は
注
入
に
相
当

抵
抗
を
感
ず
る
も
の
で
Ｏ
ｏ
一
ＣＣ
の
規
定
量
の
注
入
を
終
つ
た
と
き
は
直
径
約
八

・―九
鵬
ｂ
蒼
自
な
丘
状
隆
起
が
皮
膚
面
に
で
き
る
の
が

通
例
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

い
　
皮
下
に
入
つ
た
と
思
わ
れ
る
と
き
は
直
ち
に
注
射
を
中
止
し
て
注
射
部
位
を
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
　
注
射
針
を
引
き
抜
い
た
後
極
め
て
少
量
の
液
が
も
れ
た
り
点
状
の
出
血
が
あ
つ
て
も
気
に
す
る
に
は
及
ば
な
い
。　
　
　
　
　
　
．

十
三
　
ツ
ベ
ル
ク．リ
ン
反
応
検
査
上
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
・

０
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
し
て
か
ら
お
よ
そ
四
十
八
時
間
の
後
に
判
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
判
読
直
前
に
上
ぃ
を
圧
迫
し
た
り
注
射
部
位
を
筆
擦
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

ロ
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
読
時
は
前
は
く
を
緊
張
せ
し
め
る
こ
と
な
く
や
や
ゆ
る
め
る
程
度
に
し
て
、
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
リ
パ
‥
ス

叉
囃
一
粍
ま
で
読
め
る
物
指
を
も
つ
て
発
赤
の
長
震
径
０
一重
発
赤
の
あ
る
場
合
は
そ
の
外
径
）を
測
定
し
あ
わ
せ
て
二
重
発
赤
、
硬
結
ヽ

水
ほ
う
、
潰
瘍
、
壊
死
等
の
有
無
を
判
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
ク
リ
ン
の
使
用
前
必
ず
そ
の
ア
ン
プ
ル
の
標
示

（
レ
ノ
テ
ル
）
を
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
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美ヶ
反§
袈
　
　
Ｉ
鑓
郡
次にれ
一饒

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
を
判
読
し
た
な
ら
ば
発
赤
の
長
短
径
の
算
術
平
均

（端
数
四
捨
五

反
　
　
　
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
　
定

　

．
符
号
　
　
　
‥
一
．
．　

　
　
一　
　
　
．

＝
轟
嘩
一

発
赤
　
　
　
　
四
粍
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
性
　
　
　
　
　
０

・　
■́
・‘

発
赤
　
　
　
　
五
―
九
粍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
陽
性

・　
　
０
　
　
　
　
・　
・

ぃ̈
　
　
　

水一． 」
一̈『一一『静」”〕【ルヽ
　
　
いり］陽性
・ｍ

．　　　一一一一♯　・　
　
　
　
　
。」一・一ｒ　
¨

・　　　　　　①
　　　　　　・・一・一・一

・　　　　　　　　　　　　ヽ
　　・　．　．

十
五

．
ツ
ベ
ル
ク
井
ン
反
応
の
後
作
用

うヽ知な凱いしぅ、『畔型動物げ嘲翻ゆヽなや赫嘲わ』赫“赫″一の場合は局所に刺一摯一∵「ないようにして、清螺ぃトザ敢ふ

既
存
の
結
核
病
巣
が
こ
の
希
釈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
の
た
め
再
燃
増
悪
す
る
心
配
は
な
い
。
．■

・

十
六
　
被
検
者
に
対
す
る
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

・　

　

　

　

　

　

・̈
・̈
¨

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
実
施
す
る
医
師
又
は
当
該
吏
員
は
被
検
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
ｔ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
注
意
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
　
な
る
べ
く
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
前
に
入
浴
し
、
清
潔
な
肌
着
を
着
用
す
る
こ
と
。

０
　
注
射
直
前
に
注
射
部
位
を
よ
く
清
し
よ
く
し
て
お
く
こ
と
。

日
　
注
射
し
て
で
き
る
丘
状
隆
起
は
、
自
然
に
平
に
な
る
の
を
待
ち
そ
れ
に
さ
わ
つ
た
り
、

回
　
注
射
し
た
日
に
入
浴
し
て
も
よ
い
が
注
射
部
位
を
摩
擦
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
ｍ
　
外
傷
を
う
け
た
等
特
別
の
場
合
の
外
は
、
反
応
を
判
読
す
る
前
に
注
射
部
位
に
薬
液
な
ど
を
塗
ら
な
い
こ
と
。

そ
れ
を
も
ん
だ
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

響

l←
~~十 ~~・ 6.4cπ 。二‐__… …→

|

肩ヽ

諄 λ
薄ミ
中ヽ
ヨ ‐

慈 ヽ
蔭河
驚科

鸞
鴻黎
≧博V畷

浄薄
磁
令
コ
コ

藤
白
や
コ
面

畔
疇
　
一
・

調

書

ヨ

・

い
　
　
や

令

　

コ

ロコ

コ彗ぃ一理理型輝釉
　　澪

財
獅
い
覇
騨
螺
臆
鮮
ギ
汁
肝

昭
和
二
五
年
、
長
野
県
と
秋
田
県
の
小
学
校
で
結
核
の
集
団
発
生
事
件
が
起
き
た
。

‥長
野
県
で
は
二
年
生
の
一
ク
ラ
ス
五
三
名

中
三
七
名
が
発
病
、
う
ち
二
人
が
死
亡
し
、
ツ
反
応
陽
性
率
は
実
に
九
四
％
と
い
う
高
率
を
示
し
た
が
、
こ
の
生
徒
が
入
学
し
た

昭
和
二
四
年
は
、
前
述
の
よ
う
な
事
情
か
ら
ワ
ク
チ
ン
類
の
使
用
が
停
止
さ
れ
て
い
た
時
期
で
、
こ
れ
ら
の
生
徒
に
は
入
学
以
来
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=i響
在 ::冨

・・■
に ・ く°
お   な
tヽ      どつ

．
る
こ
と
が
特
徴
と
き
れ
た
。
パ
ス
と
同
時
期
に
チ
ビ
オ
ン
も
使
用
さ
れ
始
め
た
が
、
そ
の
副
作
用
の
た
め
、

た
。

・
紺
核
死
亡
率
は
戦
後
減
少
し
、
昭
和
三
四
年
に
は
人
口
一
０
万
に
対
し
、　
三
ハ
八
ｏ
八
と
な
つ
た
が
、
な

て
例
年
第

一
位
を
占
め
続
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

　

・

結
核
対
策
の
強
化
に
関
す
る
国
会
の
決
議

結
核
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
の
一
般
の
認
識
が
た
か
ま
る．
と
と
も
に
、
国
会
に
お
い
て
も
昭
和
二
五
年
四
月
二
二
日
に
は
参
議

院
が
、
四
月
二
八
＝
に
は
衆
議
院
が
、
そ
れ
ぞ
れ
結
核
対
策
の
強
化
に
関
す
る
決
議
を
行
な
つ
た
。
こ
れ
は
結
核
死
亡
率
を
五
年

か
ら
一
〇
年
の
間
に
ｌｌｔ
界
の
最
低
水
準
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
　
　
・

①
　
結
核
療
養
所
等
収
容
施
設
の
拡
充

②
　
在
宅
↓
者
の
質
″
と
保
護
の
徹
底

③
　
保
健
所
の
強
化

①
　
健
康
診
断
、
予
防
接
和
の
普
及

な
ど
、　
一
切
の
結
核
子
防
施
策
の
実
現
に
、
政
府
が
努
力
す
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
０

社
会
保
障
制
度
審
議
会
の
勧
告

昭
和
三
二
年
八
月
来
日
し
た
ワ
ン
デ
ル
博
士
を
団
長
と
す
る
米
国
社
会
保
障
制
度
調
査
団
の
勧
告
に
基
づ
き
、
昭
和
二
三
年
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Ｐ
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波
木
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・
´
真
長
田
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役
場

‘
秩
吉
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´
岩
永
村
役
場

´
伊
佐
町
役
場

゛
東
μ
保
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場

´
西
厚
係
村
役
場

´
大
嶺
町
役
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′
別
府
村
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場

´
共
和
村
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場
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´
構
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村
役
埋

‘
内
日
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役
場

´
照
井
村
役
場

´
川
棚
村
役
場

´
小
島
町
役
増

´
宇
賀
村
役
場

´
神
日
村
役
期

´
神
三
村
役
場

´
河
川
村
役
場

´
系
野
村
役
場

″
漱
葛
村
役
場

４
日
耕
村
役
場

・
‘
設
Ｆ
村
役
場

‘
登
田
中
村
役
場

‘
西
市
町
役
場

´
壼
田
下
村
役
用

´
登
日
前
村
役
場

が
阿
武
郡
三
見
喘

・
役

´
明
木
村
役
場

‘
佐
々
並
村
役
場

‘
川
上
村
役
増

′
生
雲
僣
役
場

●
地
調
村
役
場

‘
嘉
年
村
役
瑞

‘
需
模
村
役
理

・

・
吉
部
村
役
壌
　
　
・

´
索
調
村
投
場

‘
大
井
付
役
場

ｏ
奈
古
「
役
場

´
宇
田
郷
＝
役
瑚

´
副
賀
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役
場

‘
須
佐
町
役
地

・

‘
要
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村
役
場

´
小
川
村
役
場

‘
江
埼
町
役
場

´
見
島
村
役
場

翔
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隔
町
役
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″樹
富
劉
０
略
俎
一

´
仙
驚
町
■
場

´
勢
茉
村

　

・

●
真
長
田
村

‘
一
い
十
口僣
”
　
　
′

‘
岩
永
村

‘
伊
佐
町

‘
東
厚
保
村

・

‘
西
厚
保
村

´
大
嶺
町

゛
別
晨
村

●
共
和
村

‘
来
落
村

´
豊
蒲
郡
０
東
対

´
協̈
“
躇
４
個

‘
内
日
村

‘
熙
書
村

‘
川
級
村

´
小
串
町

・

＾
生
Ｉ
留
ｎ
倒

´
神
田
村

´
神
三
村

・
何
川
村

′
票
野
村

‘
誌
”
口
　
　
。

´
田
緋
村

´
殿
居
村

´
登
田
中
村

‘
西
市
町

‘
金
田
下
村

・

●
登
田
前
村

´
阿
武
郡
三
見
村

‘
輌”＋
０掛
ロ

´
”」
々
一当
再

●
川
上
村

´
生
霙
村

′
地
硼
村

´
烹
年
村

‘

番

　

・

´
吉
椰
村

′
紫
彊
村

´
大
井
村

‘
奈
古
村

′
宇
田
螂
村

´
蔵
賀
村

‘
須
佐
町

‘
雷
π
村

‘
小
川
村

．

´
江
芍
訂

´
”え
ｎ綺
一”
　
　
　
　
‐

´
大
津
郡
〓
鵬
町

´
忠
μ
む

，

´
仙
綺
町

//

::i壽
総

難
鏃
抒

鰤
醐
師
］勒
Ｔ葬

識

電

酔

零

霧

電

鍼

電

職

山
村
、
大
嵐
村
、
■
沢
村
、
再
浜
村
、
大
石

囲
お
河
口
村

百
八
代
郡
上
九

一
色
村
、

・古

静
”
累
富
士
郡
上
井
出
村
、
白
糸
村
、
北
山

村
、
富
士
線
村
、
大
淵
村
、
吉
永
村
　
餞
東

翌

軸
猥

印
野
ミ

王
野

減

南

、

神
奈
川
県
小
日
原
市

足
洒
下
郡
た
再
村
、

制
鱗

哨
毅

翻

菊

『

原

（
次
の
よ
う
」
及
び
「闘
商
」
は
省
略
）

省籍
犠
襲
型
期
購
一．一賄
・・生

斡
理
によ良
健可
嬌
ょぅ黒

」製
ダ
峙
一

王
子
保
俎
所

　

疎
執
螂
北
区
王
子
一
〓
ノ

減
谷
保
健
所

　

イ
薇
綺
区
神
富
”
一
ノ
十

深
川
県
健
所

・
″
註
淑
駆
潔
川
驚
れ
藝

ニ

・
誕

計
髪

奨

簿

葬

の
特
例
年
に
関
す
る
攻
令
第
二
脩
の
規
定
に

よ
る
診
概
所
に
関
す
る
指
定
の
件
）
の
【
部

を
実
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

昭
和
二
十
二
年
二
月
十
二
日

蛛
饒
鐵

回
搬
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　̈
使
用

ヮ
タ
チ
ン
　
　
　
・

隆
蠅
攪
鮮

〓
・
フ
ク
チ
ン
貯
輩
法
及
び
有
効
尋
＝

婿
氏
三
度
か
ら
五
度
ま
で
の
湘
工
に
保

・滓
九
デ
積
帥臓
動
知
鋼
堰
検
定令
、
っＨ

四
　
妻
織
最
、
接
積
回
之
及
び
接
観
間
熙

０
　
初
回
免
２
ウ
ヽ
■
け
る
者
に
は
第

一
回

・
一
ｏ
ｏ
粍
、
第
二
回

一
・五
Ц

鎮
〓
回

」
権
藁
郁
瑚

一

一
ヽ
哺
一

」な
い

Ｆ

１̈

注
一さ
Ｔ

Ｉ
な
け

「
一
ば

“
」
ら

急
い
で
哭
施
す
る
為
ｆ

で
も
に
蠅

一
人

工
“
い
ぶ
と・．”
酬
宝持
晰す
る
人
数は
お

占〈
　
注
射
場

充
分
に
よ
く
て
召
燿
な
場
所
を
選
び
、

予
防
姜
ヽ
Ｘ
■
前
縫
被
塑
ま
習
の
電
籠

獄
姻
曖
挿
椰
餞
師
哺
“
増
。に
お

人
　
簗

己
　゙
　
　
　
・

積盟
種
轟
”れ
霧
織
嘉
嘘

あ
る
者
に
対
し
て
は
予
防
妥
報
を
行
つ
て

は
な
ら
な
い
．

九

手
指
の
清
警

予
防
接
驚
の
実
菫
に
当
る
省
は
、
そ
の

前
に
手
指
を

溜
毒

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．

十
・
接
霞
用
４
■
●
コ
音

注
■
器
上
下
注
曽
計
等
〓
貧
用
前
煮
沸

に
よ
つ
て
口
■
し
■
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

注
射
針
↓
＝
器
は
必
ず
絨
接
戦
イ

一
人

ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十

一　
接
材
椰
ｔ
■
ざ
ふ
質
浄
彬

じッ卿碍一叫」職鶴糧籠
颯呻期
報看裁

又
は
ア
ル
ョ
ー
ル
で
十
分
満
毒
Ｌ
た
け
れ

ば
な
ら
な

‐ヽ
。　
　
　
　
　
　
　
　

，

十
二
　
フ
タ
チ
ン
●
凛
桜

・
Ｌ
●
注
意

使
用
●
度
ご
と
に
必
ず
ッ
タ
チ
ソ
容
器

を
十
分
Ｌ
根
と
ぃ
し
て

，
ク
チ
ン
の
こ
ん

働
を
均
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
　
接
電
路
お
注
意
　
　
　
　
　
　
。

接
貨
針
の
光
電
ウ
彙
下
に
せ
ん
劇
し
性

く
哄
引
´
一打
つ
て
計
光
ぶ
■１
奮
内
に
せ
ん

入
し
な
い
事
を
確
め
た
羹
義
夫
に
所
定
士

の
フ
タ
チ
ン
を
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．注

鮮
後
注
射
都
Ｌ
を
よ
く
～
む
方
ザ
ー

い

．

十
四
　
一予
訪
払
種
の
翻
反
応

注
射
長
、
汁
に
よ
つ
て
局
所
の
発
赤
、

し
ゆ
誤
、
硬
結
，
こ
ミ
・拓
ヤ
■
爆
■
ポ
現

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
よ
Ｒ
中
に
は
湾
■

す
る
。

十
五
　
他
の
予
翡
姜
こ
と
■
開
係

”
■
の
ハ
同
じ
時
に
同
じ
人
に
対
し
て

品
鼎
欄
響
辮
織
」藤
著

三
十

一
号

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
贅
心
得

及
び
籍
核
子
訪
薇
穐
賞
行
０
鶴
）
の

一
部
を
・

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

認
和
二
十
三
年
二
月
十
五
日

厚
生
大
翼
　
林
　
　
静中
遭

ノ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
柱
”
心
得
中
、
九
、

検
蒼
用
怒
奥
の
洲
子
の
↓
を
ス
の
よ
う
に
改

小
ろ
．

Ｈ
注
針
針
は
、
注
■
を
受
け
る
者

一
人
ご

と
に
、
立
お
ス
は
漱
泌
に
よ
り
済
毒
し

たヽ
」針
と
薫
り
換
ぇ
な
け
れ
ば
な
ら
な

な
お
、
注
射
器
の
ソ
ベ
ル
タ
リ
プ
が

使
用
し
つ
く
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
注

＝
舞
セ
治
書
し
な
い
で
、
新
し
く
ノ
ベ

ル
タ
リ
ン
を
曖
引
し
て
注
射
を
黎
鷲
じ

て

‐ま
た
ら
な
い
．

０
鳳
生
省
告
示
ア
コ
十
分

に
生
彙
賃
法

（覇
和
二
十
二
年
法
律
■
百

二
十
六
号
）
嶼
二
十
〓
贅
■
提
定
に
よ
り
、

猷
鞠

鋪

坤

酬

ば

り

「

可
じ

。　
　
　
　
Ｌ
生
大
に
　
林

　

〓
鷲

‘
一　

　

　

件

　

　

普
　
　
こ
　
　
一地

薦
触
掛
讐
騨
町
蹴
嘲
　
鵬
激
り
謝和
町
．
＝

こ
厚
生
省
告
示
第
四
十

¨
号

資
土
保
賓
渋

（翠
和
二
十
三
年
快
碑
葛
百

五
十
六
号
）
な
二
十
二
議
の
投
■
に
１
ク
、

馘
弩

綺
土
結
縣

涯
談
所

蟷
晨
■
を

記
り
し

昭
和
二
十
三
年
二
月
十
五
日

諄
土
大
臣
　
林
　
　
誠
治

．
者

峰

所

κ

・“

麟
粗
櫛
絆
鶴
機
上

　
嗜
熱
♯
崎
融
聯
坊
膚
賛

Ｃ
厚
生
省
書
矛
第
四
十
二
号

日
去
壺
紫
米
社
記
鷲
件
沿
諷
合
は
、
翻
絆

二
十
五
年
二
月
こ
ョ
‘
称
を
新
Ｒ
水
窒
夕
本

社
撻
議
緻
ａ
翻
む
こ
●
■
し
た
。

■
な
二
十
三
年
〓
一月
十
三
日

籠
・上
大
に
　
林
　
　
静
蹟治

ｅ
肛
生
省
告
漏
嘉
四
十
三
号

口
北
公
報
よ
丼
一
■
ら
■
定
に
よ
り
古
野

績
野
日
立
公
熙
ｔ
〓
城
に
事
漱
山
井

■̈
■
ｔ

飾
州
獄
「
及
が
渤
岬
樽
の
各

一
課
を
モ
珈
指

そ
の
過
“
折
定
区
ｌｔ
き
喪
属
し
た
日
僣
だ

浮
上
“
、
■
■
出
メ
彎
〕．
そ
の
町
＝
分
用
は

狙
躊
町
ニ
ル
夜
場
ｔ
ヽ
え
什
↓
て
■
ゃ
に
供
十

電
事
二
十
二
年
〓
月
十
五
日

早
上
大
臣
　
林
　
　
ジ
治

2-‖



ど/〆

錘

術生様

2年η 2

てぃない

質

卜
歳
声
〕

【

か

　

・次
　
　
■

で
　
　
．

す

　

の

◎

一日々

些
層

か

行

）平

七

一

　

　

　

　

　

　

・

予

商

寿

盾
去

（
餡

和

二
十

二
年
去

痒

茅

六
十

′、
ラ

）
第

十

二
条
ぁ

打
足

に
基

さ

．

規
則
ム
次
´
ょ
ぅ
に
た
め
ψ
．　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
ヽ
お

常

鴻
章

第

二
草

“

力

三
十

二
年
九

肩

十

七

日

・
　

　

　

　

・

．
　

　

　

．　
　
　
　
　
　
．
　

淳

世
ェ

ぇ

一な

為
一
　
　
ハヽ

籠

れ

・・
グ

．

子
立
森
覆
ズ
れ
見
則

ス .

第

一
黄
　
終
到

（
第

一
示
＝
第

へ
余

）
　

　

　

　

・　
　
・
　

れ
轟
一

争

二
誉
Ｔ

晨
仁

（
第

と
条
―
ブ

十

三
恭

）
　

　

１
　

　

　

・・

一ヽ

月
、

．，

・ソ

フ
デ
■

７
々

ダ
百

ヨ

と
さ

の
予

防

繕

在

（
ゾ

一

，
一六
―

第

十
八
栄

）́
・

・

５

チ

フ
た
ス

び

パ

ア

，

フ
ス
の
予
み

春

ｆ

（
第

＋

え
終
―

第

三
十

一
桑

・）
　

　

・

だ

Ｌ
ん

今

フ
ス

．
ゴ

ル

ラ

．

イ

ン

フ
ル

ニ
ヽ́

ザ

反

プ

ヮ
イ

ル
病

の
子

ガ

基
滅

（
ダ

■
十

二
久
卜

″

〓
†

ュ
条

）
　

　

　

　

　

　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

耐
　

到夕

一
豊
　
轟
訂

（
ミ
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

　

　

・

野

一
奈
　

・予
オ
岩
看
オ

（
薄
和

メ
十

二
年
碁
存
第

六
キ
八
壼

，
以
下

■
．法

」

と
い
シ
″

一
　

行
う

予
・７
■
種

の
実

歳
オ
芸

鷲
、

こ
の
流
列
の
た

め

々
と
こ

ろ

に
よ
る
。

■

（
状
輌
摯
標
爽
）
　
　
　
　
　

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

送ヽ

や̈

路

和

二
。一

奮（
一

ガ

を
終
年
〓

た
一

と
子

）
茅

¨ゴ
一
が

炉
特

・‐．．
項

第

二
表

Ｆ

予
ぢ
暮
・．ａ

Ｆ
は
、

業

古

・ ヨ

χ 壼[

2)瑳

間t

■ '

奸
Ｉ

ｑ

卜

崎
，

U

卜 ‐

嵐
い

て

“
り
＝
Ｐ
■

，
■
■
，
，
１
１
１

・
―
●
，
‥
‥ ・

め
る
其
ギ
に
莞
に
通
さ

し
て
い
ら
岩

変
大
と
南

ｏ
ヽ
け
く
ギ
仁
あ
な
い
・

１
．．
．
　

√
卜
′
・

・
′　
ｔＦ
・う
ク
ニ
■
れ
‥・サ
・ザ
ン
ト
ｔ
ｉ
た
●
Ｅ
く
着
Ｌ
ジ
三
″
■
‥



ｒ
姜
一
、。一
一．ｒ
．
．

〓
め
る
其
羊
に
夏
に
こ
さ

し
て
い
う
秦
覆
六
を
南

ｏ
な
け
供
ば
な
ら
な

い
。

〔ネ
霰
計
添
貝
の
■
菫
好
）
　

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
´

第
二
未
　
幕
二
扁
患
具
は
、
乾
熟
、
音
五
業
尽
ス
は
煮
本
に
よ
つ
″く
薫
萄
ご
れ
て
い

，
け
く
ば
な
ら

ホ
ｏ
い
，
　
　
・

２
　
カ
射
針
、
種
疸
キ
及
が
乳
剰
冴
は
、
表
春
．種
者
ご
と
に
象
，
坂
え
な
け
慎
ば
〓
ら
な
い
。

●　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

（
ま

忌
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

第

コ
条

暮
雲
前
ド
は
，
裁
暮
垣
右
に
っ
い
て
、
本
二
珂
た

。、
間
診
‐
履
診
、
聰
お
今
草
の
方
法
に

よ
つ．
て
．
淀
粛
ポ
患
を
樹
ぺ
、
者
亥
液
終
雲
者
が
ス
の
”
ず
れ
か
Ｆ
該
当
す
る
と
郭
め
ち
ｔ
ヵ
場

．
心
ｒ
ｒ
、そ
の
堵
に
バ
し
て
予
防
幕
愛
を
行

ク
て
は
．奮

，

な
い
。
た
だ
し
、
液
持
査
な
が
″ヨ
象

予
市

薯
看
に
琢
る
次
有
ド
晨
黍
す
る
あ
く
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
子
７
姜
猛
に
Ｊ
刊
着
し
ｔｌ
章
書

を
建

ｒ
，
お
そ
れ
が
な
し、
１
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
瑕
っ
て
な
い
，

′
　
着
熱
意
が
・
ド
饉
立
を
系
「
躍
員
寿
に
千
霞
に
表
愚
の
あ
み
な
、
姥
ス
轟
原
者
．
力
Ｃ
患
看

そ
の
地
区
”
が
子
方
議

覆
２
行
う
こ
と
が
不
通
者

と
憾

み
多
家
歯

ｔ
か
か

′^
↑

い
る
岩

68

有

政
家

舅
着

又

は
著

し
い

紫

湊

章
″ぜ
着

ア
じ

ル
ぞ

―
本

頂̈

の
者

ス

は

け

い
れ
人
は

・本
質

の
看

Ｉ
と

場

「
こ

捩
大

壽

き

て

み
そ

・予

を
含

く
′

）
　

ヽ

産
た

ｒ
づ

い
て
は
、
前

本

子

に
喬

げ
．
力
右

の
僣

が

．
ぎ

ス

無
性

の
女

一肩
菰

Ｆ
♂
か

つ

ヽ
‥

・
凛

　

　

　

　

　

　

　

　

・

着
で
ヽ
右
拒
に
よ
ク
庫
者
を
ご
た
す
お
そ
■
の
あ
力
も
の

（
農
滝
時
の
泳
ふ
）
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

ダ

ユ
恭
　
″了
”
暮
撃
ぞ
″
う

に
当

ワ
て
は
、
家
初
夢ヽ

・友
を
厳
子

・
し
な
け
れ
ぼ
‘
ら
て

い
」

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ュ
　

予

方
寿

髪

に
ズ
事

す

多

着

は

、
手

考

を
清
ξ

し
、

か

つ
、

マ
ス

ク

を

ス

零

す

る

こ
と
．

三
　

暮

店
文

は
、

力

質

に

Ｌ

で
よ

軍
す

及

こ
と

。

′一　
夕
商
以
外
の
農
垣
Ｒ
は
、
な
ス

の
し
κ
照
グ
そ
の
同
琶
を
ア
た
コ

■  可  = ニ

く   。  ・
F

t〕     =・

イ9

1

,L

ん
を
・ス

ク
は
す
こ
な

い
て

玖

引
す

る
こ
と
′
　

　

　

　

　

　

　

・

痘
柔

曇
は
，

・
賞

岳
■

４
か
却

・し
、　
い
つ
、
歳

派
せ
せ
て
よ
申
十

´

こ
と
。

一種
種
獄
“称
型

‐ド‥し夢
蒙

響
当
査
一彙〓一狂
一̈Ｉ
一≧
難

看
壼
以
外
の
・７
／』
暮
〓
■
あ
フ
て
」
‥
上
歳
″
到

て
消
意

し
た
教
″ｉ
ｔ



(′

2)

:  1

(|

Ｆ
Ｐ
ｒ
Ｌ ．

‥

ギ̈

．・
い

■

・　
・　　　　　　　　　，　
・　　　　．　　　．　　　　　・・　　　・　・　　　　一　　　・　　　・・　　・・　　」　・・一．・　　　　．十　　　̈
・　
十̈，　　̈
・̈・・　・・．ｏ・」一　・・　一ヽ
　こ　
　
一・・　．　
．　・一　・‥・・　・　　　　・・

イ
　

看
表

以
外

の
予
オ
春

で
に

あ

フ
て
は
、
・
上
歳
オ
月

　

　

　

　

　

・

ヒ
　

軍

一
斯
の
こ
芸

に
あ

つ
て

磁

石

上
鯰
席

劇

ス
は

な
肩
奇

ヽ

そ

４

泄

の

種
だ

に

あ

っ
て
は
左

上

π
凛

測

　

・

種

五

以
外

の
デ
方
蒸

覆

の
碁

装

部

た
．ド
、

一コ一
―

ド

争
し

キ

ス
は

ア
Ｌ
ニ
ー

た

て
よ
く
湾
〓

す

４η

」ヽ
レこ
‘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

燿

表

の
喜

承
斎

蔵

は
、

へ
頻

に

よ

る
オ

資

の
螢

い

こ
と
を
．雄

か

め

た
表

、
蟹

く
ょ

つ
た

ア
Ｌ

コ
ー
止
飾
て
構
意
し
、
よ
く
玄
派
さ
せ
る
こ
と
。
　

・

京
下
差
角
を
灯
う
と
ご
樽
、
注
射
針
の
た
姉
が
血
皆
内
に
残
λ

″ａ

”
一
レ
“
．　
　
　
　
　
　
＾
．

え
　
花
痘
以
外
の
子
市
を
７
を
彙
け
た
者
又
は
そ
の
株
装
盾
に
対

し
て
は
ス
の
イ
か
ら

′、
き
で
に

打
げ
る
事
項
を
、
種
菱
を
女
ウ
た
着

ス
は
そ
の
派
炭
者

に
対
し
て
は
次

の
イ
か
ら
水
き
て
に
洒

げ
ろ
孝
須
愛
、そ
れ
そ
彙
知
ら
せ
る

こ
と
．
　
　
　
　
　
一

,セ

イ
　
な
種
数
日
及
び
そ
の
翌
日
は
，
を
孝
を
や
る
た
の
、

し
て

い
な

い

こ

争

２
二

か

の

荻
角
、
入

ふ

、
欲

肩
革

を
注
ぇ

る
ゞ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

70:

，
（

募
が
あ
．る
」ヽ
と
．
　
　
　
　
　
．

．
　

　

　

・
　

　

．

ざ
　
蜀
オ
ス
だ
と
し
で́
存
宕
事
を
の
塔
未
、
な
ど
茅
号
を
誌
功
る
こ
と
が
功
り
、
ま
た
を
身
反
応
・

と
．し

て
軽
ム
の
な
各
惑
、一　
要
計
ヽ
た
無
、
ご
ａ
け
率
を
泌
”
ろ
．こ
Ｌ
が
み
０
が
、　
り
す
れ
弓
　
・

員
常

二
、
三
ヽ
中
に
は
特
別
の
４
置
を
ほ
と
こ
す
こ
ど
な
く
■
丘
す
る
こ
と
´

へ
　
驀
脅
部
左
は
，
清
Ｘ
に
ス
っ
こ
と
゛

一一　
轟
２
部
泣
は
、
予
訪
春
看
を
女
Ｖ
た
・狡
か
よ
そ
十
分
か
ら
十
五
か
ご
こ
の
高
層
以
ｔ
お
ぃ

て
露
オ
Ｌ

ψへ
く
、
菫
射
■
た
事
に
Ｊ
ら
な
い
‘
台
ゑ
に
乾
ス
ミ
ヽ
と
め

こ
と
．
　

　

・

・・
ホ
　
籍
題
却
泣
を
摩
泰

Ｌ
な

ｔ、
二
と
，
　

　

・

（
幅
廣
子
市
凄
Ｚ
革
に
気
ず
多
若

Л
）
　

　

．　
　
　
　
　
　
　

・

ｆ
人
恭
　
こ
そ
う
、
ザ
フ
チ
リ
■

首
●
せ
せ
ヽ
移
ケ
フ
ス
ス
は
パ
ラ
タ
フ
ス
ク
ャ
防
幕
芝
で
ゎ
っ
　
・

て
、
人

の
各
ひ

に
腸
リ
カ
老

Ｆ
十
す
る
を
老
ガ
宏
′
び
春
〃
受
は
、
グ

ス
草
、

・第

ス
葦

人
は
安

甲

量

に
た
め
る
な
こ
ヶ
を
ス
準

と
こ
．
板
暮
乏
を

の
グ
か
、
．．象
（

の
よ
ア
ヽ
統
Ｆ
彙
け
た
者
ス
テ
方

．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　一』デ．一ギ一
・・一
‐・　　　・　
・一一じ一一」・一」」一ぎ讐積路Ｆ喜一
二．．．．
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一「載ギＦ・跡一́“漱一馨れ鋤句一れ「綺れ（
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去
浮
。た

黍
ギ
丈

の
で
、そ
卜
よ
り
ヽ
一乳
笑
の
た
め
た
箋
秦

卜
ぅ
た

姜
〓
ｔ
女
庁
う

こ
こ
が
で
ご



＝
＝
―
＝
一
・‥―…
嗜
一■４
劉
斜
劉
製
［請
射
餅

孝

に
た

め

る
な

こ
み

を
ス

準

と

こ
・

液
暮

ゑ
着

〈

姜

檀

の
画
質
ギ

Ｆ
応

じ

て
大
ぇ

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

一
　

去
矛

几
恭
ふ
其

の
ｒ
え

卜
よ

ク
、
事
だ

の
た
め
た
苑

棒

ド
予

方
姜

在

■
負

庁
ら

ｔ
と
が

で
ご
．

な

か

つ
た
着

が
ヽ

そ
の
孝
次

の
清
式
教

一
斤

以
内

Ｆ
蛍

サ
ゐ
予
疹
澤

愛
　
　
　
．

一一　

法

第

え
恭

た
だ
Ｌ
書

の
れ
た

に
よ

９

，
事
・次

の
た

め
た

方
大

に
そ
ヵ

羞

率
を
ス

け

る

こ
と

の

で
き
な

か

つ
た
者

が
、
事

故
芦
裁

の
環
者
快
予
力
姜

こ

こ
ミ

け
る

べ
せ
大

の
定

窓

に
亥
碁

し
て

い
る
場
（

に
か

い
て
彙

げ

重
予
方
暮

ご
　
．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

・

）
⌒
　
去
茅

べ
茶

の
規
定

に
よ

る
Ｆ
寿

・の
予
オ
捧

覆

Ｘ
ぼ
六
芽

九
栄

本
文

の
翼
た

に
よ

り
事
衷
消
表

な

一
月
以
内

に
亥

す
る
予
方
桂

道
を
受

け
た
者

が
、
そ

の
髪

Ｆ
ぉ

い
て
麦

加
に
資

け
る
た
方
の

■
力

爆

疲
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

コ
。　

法
第

六
癸

の
読
た

、
嵐

く
痒
時

の
予
方

繕

覆

第

一一
章

疸
菱

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

（
施
行

日
よ

ズ

′
持

嘉
）

芽

を
条
　
た
肉

の
准
菰

は
、
早

年

二
日
以
上
ヽ
原
則
と

に

て
、

二
だ

か
ヶ
六

ョ
ま
で
及

び
九
月
か
ち

十

二
月

ま

で

の
向

に
灯

う
も

の
と
す

る
，　
　
　
．　

　

・　

　

　

．

・　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

． 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

（
た

百

の
終

二
量

）

茅

ハ
条
　

差
計

け
ｏ

（
な

夏

の
オ
芸

）
．

茅

え
衆

．
右

を

言
、

ο
二

“
を

お
よ

そ

十

人

に
ォ

こ
て
戸
ふ

力

も

の
と
す

る
，

孔
莉
去

ス

は
切
六

去

ド

Ｊ
，

行
夕

も

の

と

す
り

。

（
乳
刻
去
）
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。Ｌ
　
　
．

第
十
乗
　
．孔
劇
去
は
、
各
種
却

た
の
虔
君

猛
果

瑕
せ
ぜ
、
差
昔

を
ぉ
一
つ
子
表
、

ユ
刺
材
を
ほ
・Ｆ
春
蔵

文
肩
面
卜
封

し
て
平
行
に
♯
う
、．
オ
た
を

も

つ
を
重
た

三
ざ
り
・メ
ー
ト
ん
か
ら

ユ
ミ
リ
メ
ーぃ
ト

ル

ま
で
０
口
内
タ
ス
着
面
を
置
く
Ｅ
十
る
よ
う
に
乳
制
し
、
出
血
Ｌ
な
い
乏
友
ド
渋
着
を
あ
つ
け
て

行

う

も

の

と

す

る

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

２
　

乳
刺

の
日
よ
置
、

、
ンの
つ
て
は
十
五
ロ

そ

れ

の
２

た

に

ヨ
　
将
壇
次
ば
●
一

、 リ タ く,外

73'

芽

十

一
条

河
良
玄
鷲
、

件
逸
一部
衣
の
文

．肩
二
派
気
で
ゼ
、
菫́
首
′
Ｌ

っ
モ
ム
虐
を
材
を
も

Ｆ
一ヤ
．・
・●　
¨ヽ

〓
″
ヽ
二

・
．
．

っ
て
授



・
C‐

(_

す

る
。
　

　

　

…
　

　

　

　

　

　

　

．．Ｆ
　
　
　
　
¨

２
　
切
女
ｋ
ょ
る
ホ
也
童
の
夕
い
と
き

は
、
馴
の
畜
澪
卜
著
重
を
ン
う

こ
の
と
す
る
◆　

・

３
　
静
准
教
は
、
第

ｒ
蒻
の
甕
麦

牛
み
′
て
は
ス
ａ
、
そ
洪
ｘ
外
の
液
壼
に
あ

っ
て
は
口
畜
と
Ｌ
、

　

ヽ

そ
の
口
神
庫

ス
セ
ン
ヶ
メ
ー
ト
ル
セ
す
る
ｒ

・
・
　

　

・

（
検
め
の
調
３
）
　
・　
　
　
　
・

争

十

二
余
　
湮
象
ｂ
表
診
セ
行
ゥ
声
百
は
、
芝
孝
を
行

っ
た
。口

か
力
起
ュ

Ｌ
で
人
ョ
か
ル
ハ
Ｕ
ま
で

・
の
面
と
す
る
。　
・
　

　

　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

｛け⇒̈
人好一菱澪・（表嵩″あ．ろ」■飽』一】【一棉申̈

わ「｝」一藤」一一一］わ

・
ら
起
卓
Ｌ
て
六
日
か
ら

′＼
口
言
で
の
日
に
三
じ

・
　

場
合
（
〓
放
初
め
て
看
ゎ
れ
る
な
表
以
外
の
種
嶺
に
あ
っ
て
は
、
・歿
仁
を
石
つ
た
計
が
ぁ
た
算
し

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぉ

ｒ
‥
」‘一
口
‥
・
ｌ
ｉ
■
■
＝
“
↓
＝
”
＝
ｉ‥
■

，１
１

■
１
１
１

‥１
１
１
１

リ
ー

，
１
，―
‥
―
！

て

二
ヽ

政

静

に
、　

〓
薇
以

上

の
反
織

、
結

節

ス
は
ボ
疱

を

実

し
た

。場
合

れ
以
外

の
易
さ

広
不
碁

慮

と
判
た

＋

溶

も

の
と
す

る
。

夕
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替えるべきであるとの意見がlLさ れたので、

に当たつてはt注射筒も疲接七1者 |と に取り

健 医 枯 発 算

健 医 感 発 第

昭和 63年 1月

6.号

・3号 ・

27日

今後の予防|■ 11の 実施

t・|え る.1う 貰管下lFR「

村を指導 されたい。

なお、本Jlに ついては、おつて予防接U:災施川 り及び関係延,■ の

CD

D   .      ・ i・   ・・

予防接籠法に基づく.―Yr防接租の実施に当たり、接祉器具η取扱い.

・
改正を予定 しているので、その旨了知 されたい。・

・・  ・
… ・`

‐  ・ ・・ 。
また、結惚予防法に基づ くツベル クリン反応検 riの ための一般診

・ 断邪締製ツベルクリン洛液の注11にっいても、披検条者ごとに注,1

.・ ‐i  ll・及び注身ナ簡をIItり 替えること力!望ま しlibと 思われるのでt関 係者

に対し指導されたい。 ・

:

厚生省保饉医α〔局

|`:核 難 痛 感 染 症 諜 j

感 染 症 対

予防接籠等の・IIm器具の取扱いについて

●

については、予防核種法及びこれに基ノく政省令並びだ昭和51年

9月 lイ ロηi発第726号厚生省公衆衛生局長延知「
‐Tr防接孤の実 ・

施についてJに より実llLす ることとされているところである
・
が、昨

(「 11月 13日 、Wl・101り ]F炎 ウイルス等の感染を防止する観点

から予防ll・ 種の実施に当たっては、注射
'卜

のみならず注11筒 も取り

`

∴ 轟 ∴Lょ .
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E P  I = 予 防 接 種 事広 大 :計 1甦コ

EXPANDED PROCRAMME ON IMMUNIZAT10N

危́ 険 な 慣 行 =注 射 針 は 換 え て も 注 .畢す。器 は そ の ま ま

WEEで Lマ
…

EPIDEMI・ OLOC・ Y・ RE‐ COR'D:1・ 987∵ 62. 3145-・ 352.,'・ ‐ ・

・・  ヽ
｀

危険な慣行が、特に開発途上口において一般に行われている。それは、注射器の針を換えても
,注

射器

その ものは何度か続けて使用していることである。この報告は針を換えるだけでは注射による感染の リ

スクを回達で きないということを示す事実をまとめたものである。WHOの EPIは 一回こと昼塁塁塁

その針を換と生主2ニユ三二虫・    ・

=し
二ご=ニ

ユごら
“
年‐二‐‐ニー声……Ⅲ

―

…

1940年代に始まった汗炎発生に関する研究で、汚染された注射器による肝炎の感染の疑いが指摘

された。その感粋は、翼在明確になったウイルスと肝炎の潜伏期間と、再利用注射器による接重から発

病の時期ずでの間にはつFり と t´ た因果関係が成立することを示した.こ れらの症例はいずれ も二次感

染を伴った証拠はなく、他の感染経路の論拠も見つかっていない。硯在では、これらの症例はB型、及

び非A ttB型 肝炎ウイルス
:こ
よるものである可能性二亘二上方卑ら-6_ヽ….… ……́f_´ :¨・

す菅曇翼薫「彙皇曇全:liF::[璽]諄享::11111]:ilf‐[itII脅贅異:堡巽    [曇

も含む)の関係及び他の皮膚からの感染 .(例 えば刺青)を全て網崖 したもので、肝炎あF床症状の出環

から.6カ 月間の間隔をおいて、全対象者 89二 人の93%について検討が行なわれた。結果は豪に示す。

この中で、「
UnrOlatギ d:植間のない」欝とは、赦発的に発生した事例、発肩と発月の間が

60。日以上の間隔をおいて発生 したものを言 う。

c(こ 二 |ま 非 X,鼻 B肝炎の碁次期 ).1・ 耳る11は 4■ 5・

・
 (1.峯:[][:]|:::]:[:itil:]:::::i言

:::し :ll][iillil[[li]を
生射器の複数回利用方式1主 ょるも9で ある.こ の結果、

凄種キ詳条感染の因果関係が、この (mu.ltiple

動物実験 もこの疫学的分析結果を夏書きしている」 1950年 代の初めのころに発表された研究で、

・  注射器による汚染の可能性が証明されている。その中のごつの実験を取り上げる。

_F    10匹 の健康な実験用ネズミに同■2注射
|卜

で 1・ 0・2入 りの注射器から0. 1■ 2ず つ腹竿内に注射

をし、さらに同一の注射針、・ 射器を用いて同量を肺炎球菌に羅患したネズミに注射し、次に注射針を

新しい消毒済みの計に模え、男1の 20匹 の健康なネズミにやはり0.1■2ずつ注射した。

48時間後 に、最初の健康なネズミ 10匹が一匹 も死亡 しなか ったのに対 して、後で注射 した 20匹

のネズミの内16匹が死亡した。.    Icnts(参
考図参照)に対する生理学的

1カ
ど注射器

,1の報告では、 bOdy c omp ar tFr
の影響が研究された。        ・

  1型の両端がrlHいているガラス管をつないだもの(参考図
一方が閉したゴム製の管?、 他?―″にし宰

参照)を いくつか準備し、赤痢面を含んだ培養液でその管内を満たす。そして311に 殺菌した培養菫を一

組の注射鈴と注射針を使って、このゴム2管 を通して赤痢函のはいつた培養液の中に注入した。次に針

に    だけを換えて殺菌 した培養液を同 じ注射器中に
°
入れ、 これを用いて赤痢函の場餐をしたところ、 16本

腱蔭塾鶴晟じ1,i" ● ハ



● U
"

中 13本の注射器の中から赤痢菌が分離培養された

数の人に対する注ntを 行う場合には、ittt llだ けを
この実験結果は、大多数の保健の専P5家 に、「模

換えて、注肘器は同一のものを使用している現在の慣行をやめるべきである.」 ことを納得させるに足

るものである。注射用品が不足している諸国

`は

、消轟しないで注射器を用いるか、注肘自体を行わな

いことで事態に対処してきた.現在でも限られた数の注射器と針しか輝t)診原所も存在している。

使い捨ての注射器と、プラスティツク性で安価な再利用可能な注 2・I器 が備えられれば、全ての保健施

設で、安全に注射を行うことができる。  ・

注射をする立場にある全ての保健医療従事者に対し、.そ の為に必要なものを早く利用可能とするとと

もに、適切に使用できるよう31練・指導する必要がある。

表 注射の時期と発病までの時期 (患者 100人当たりの予防接種率 )

●_=ユニ_言ニユ堀を
=盆

売軍え凛 =二=…
b B型 肝 炎の潜 伏調 :1、 5-6カ 月

c 本文 中 に定義 が記載

8 Pく 0.05対象 実験に比べて

｀
参考文献を配布する用意がある.※ EPIジ ュネープ事務局は要請に応 じて、

〕
め

グループ  J 人  数
′ 間      隔 '

0-1 l… 22 2-3 4‐ 5 b・ 5-6

Unrelated:非 相関 c

Re12ted=相 関

コジトロール

376

453

245

21.8

20.1

18.7

30.5 d

12。 4

11.4

13.8

19.8

13.1

15,4

18.5

13。 1

24,9 d

13.2

8.9・

13.0

14.5

10。 6
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(

に対する最後の予防接種は昭和33年 3月 12 Cに対する最後の予防接
に対する最
の本件各損
したといわ

鍛l召贅後
'τ

Z彙貌星_

わ`ざるを得ない

拠はないか ら,上記控訴人らの主張は,いずれも採用しない
第 6 まとめ

その余の

5及び同D6に 対 して
は,

日か
払済
る。

」重]含最重∬重電拿鼻各言
語呈臭た羞思季霜雪歯藁首

て`の補充的主張部分につい
日係を認める旨の判断をした

ついての判断はしない。)。

[鼻:1馨磐雲詈霧婁ふ;器鵜L鼻ヂ許臨裁燃騨

旧;院したことについて当事者間に争いがな
4に対しては275万円及びうち250万

円に対する平成元年7月 12日から支払海傘菅雰ぁ易客こ星召塁蛙装喜星奮ツ喬替定の日の翌 日か ら支払済みま.で民法所定 (
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最高我勁次キハ枠_

20万～ 140万人であるが,感染者の年齢層によつて感染者比率に差異が

あり, 40歳代以上の感染者比率は 1～ 2%, 30歳代然下の感染者比率は

1%未満である。なお,昭和 61年からHBe抗原陽性の母親から生まれた

子を対象として,公費でワクチン等を使用した母子間感染阻止事業 (母子感

染の主要な経路は出生時の経胎盤と考えられることから,出生後に新生児に

感染防止措置を施すこととしたもの)が開始された結果,昭和61年生まれ

以降の世代における新たな持続感染者の発生はほとんどみられなくなった。

・ (3)B型肝炎に関する知見

B型肝炎ウイルスの発見は, 1973年 (昭和48年 )の ことであるが,.

同一の注射器 (針,筒)を連続して使用することなどにより,・ 非経目的に人  (~
の血清が人体内に入り込むと肝炎が引き起こされることがあること,それが

人の血清内に存在するウイルスによるものであることは,我が国の内外にお

いて, 1930年代後半から1940年 代前半にかけて広く知られるように

なっていた。そして,欧米諸国においては,遅 くとも, 1948年 (昭和 2

3年)には,血清肝炎が人間の血液内に存在するウイル不により感染する病

気であること,感染しても黄だんを発症しない持続感染者が存在すること,

注射をする際,注射針のみならず注射筒を連続使用する場合にもウイルスが

感染する危険があることについて,医学的知見が確立していた。また,我が

国においても,遅くとも昭和 26年 当時には,血清肝炎が人間の血液内に存

在するウイルスにより感染する病気であり,黄だんを発症しない保菌者が存  (:
在すること,そ して,注射の際に,注射針のみならず注射筒を連続使用した

場合にもウイルス感染が生ずる危険性があることについて医学的知見が形成

されていた。           .
(4)我が国における予防接種の経緯

我が国では,予防接種法 (昭和 23年 7月 1日 施行),結核予防法 (昭和

26年 4月 1日 施行)等に基づき,集団予防接種等が実施されてきた。平成

16年 (受 )第 672号被上告人・同年 (受)第 673号上告人 (第 1審被  ・

告)国 (以下「被告」という。)は ,昭和 23年厚生省告示第 95号 におい

て,注射針の消毒は必ず被接種者 1人 ごとに行わなければならないことを定

¨ 6-



(‐

⊂

め,昭和 25年厚生省告示第 39号において, 1人ごとの注射針の取替えを

定めたが,我が国において上記医学的知見が形成された昭和 26年以降も, ・

集団予防接種等の実施機関に対して,注射器 (針,筒 )・ の 1人 ごとの交換又

は徹底した消毒の励行等を指導せず,注射器の連続使用の実態を放置してい

た。                  ,
そして,原告らが集団予防接種等を受けた北海道内では,昭和44, 45

年ころ以降においては,集団BCG接種については管針法 (接種部位の皮膚

を緊張させ,懸濁液を塗った後,19本針植付けの管針を接種皮膚面に対して '

ほぼ垂直に保ち,これを強く圧 して行うもの)に よる 1人 1管針の方法が大

勢を占めていたが,集団ツベルクリン反応検査については,注射針,注射筒

とも連続使用され,そ の他の集団予防接種については,.注射針は1人ごとに

取り替えられたものの,注射筒,種痘針等は連続使用され,そ のころ以前に

された集団予防接種等については,注射針b注射筒,種痘における
°
種痘針b

乱刺針とも, 1人ごとに取り替えられずに連続使用された。また,・ 原告X3

が集団予防接種等を受けた際においては,集団BCG接種では1人 ごとに管

針が取 り替えられたが,・ 集団ツベルクリン反応検査では注射針が1人 ごとに

取り替えられたものの,同検査における注射筒については連続使用された。

2 本件は,B型肝炎ウイルスに感染した原告らが,被告に対し,上記 1

(1)の各集団予防接種等 (ただし,原告X3に対するBCQ接種を除く。いず

れも各原告が 6歳までに接種等を受けたものであり,以下,これらを併せて

「本件集団予防接種等」という。)に よつてB型肝炎ウイルスに感染し,さ

らに,原告X3を除く原告ら (以下,こ の4名 を「X3を除く原告ら」とい う。)

は,B型肝炎を発症して肉体的・精神的 0社会的・経済的損害を被つたなど

と主張し,国家賠償法 1.条 1項に基づき,各 1150万 円及びこれに対する

平成元年 7月 12日 から支払済みまで年 5分の割合による遅延損害金の支払

を求めるものである。      `                ‐

3 原審は,前記事実関係の下,次のとおり判断して,原告Xl,同 X2及

び同X3の各請求を各 550万円及びうち500万円に対する平成元年 7月

■2日 から, うち50万 円に対する判決確定の日の翌日からそれぞれ年 5分

-7・ ―
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第 3節 予防機種液 の 種類

予防接鮒滋は,使用す/● 病原材aこ よつて,次のように分けら1■る。

a.7FH体を成分とするもの

鵬チフス・パラチフスフクチジ'百口瞑ワツチノ=コ
ンラツクオン,赤痢ワ

ゾ等

b.弱燿株を成分とするもの

頭 ,BCG
・こ

墓葉

溜 レ

15「13サ2ig隼 :'チ ノ,日本脳炎
'タ

チ婢

d。 ■キソイドを成分とするもの
.

ブフテフアトキソ́fド,世 :籠風トキツイド

e.不活fロ ツタチヤを成分とするもの

発多チア
^ワ

クチン

第 4節 接 種 方 法

予防接租液七接け る方法は,

れる。

大51して初回免疫と追加免疲とに分けら

クチ

1)羽 回 免 疫

生後はじめて行 う予防接uで,い まだ全然売痰がで古ていない4114に 対

して行 う予防接孤である。しか し,実靡には,ジフテ
'7の

如 く母体から

の免疲がルつている場合及び自然感染の場合の免疫もあり得るのでち全然

免滋がない場合といい
り

つてしまうことはできない。

2)追 加 発 疫

初回免疫の後,~定 ;υ‖‖!経つて,その免疫効果が衷えた場合,れ[強の意

味で行うものをいう,初回免疲の後.長
'り

‖‖と経過して,4く 初口:免疲の

効果が消大した場合tC行 う~T2防接価は,正織
`は

追加免疲とはいい難い。

一度に,椰Fiを 1除 く初11`L疫は,■分な免疫をつ くるという淑 :なで,充

分'llを数回にわけて,皮下に行い,迪力!免疫は,初‖]ジLl党の接■■より少
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■を,皮内成いは皮下に 1世:だけ行う。これは迫珈免疫の場合は,組織聾 .

初口l免疫によつて,免疲体産生能力が鋭敏になつているため,初回■より
.

も少■で,~/C分免疲効果とあげ得るためである。     ・

第 5節 予防接種 と感染

予防接糧により,免疫をえても,濃厚な菌の侵入子
うけた場合,スはそ

の他の要因tCよρて,感染が成立することは,時にありうることである。

しかし,たとえ忠染しても,その予後はネ好であり,ス症状も一般に軽い。

厚J手1学研究勝パラ研究班の行つた,腸チフス予防接糧と重症産とあ関

係の調査をみれば,第30表に示す瓶りである。    ・    ..
発病1年以内tC予防接睡をうけた澪では,51.9%が軽症であるにy.Iし

1

うけなかうた聯では,

27.2/0。/が軽1症であるに

第 30表 1,チ フス予防接利と工症皮

:発輝一年以 内に接籠

“

 同非接租 絆

過ぎない。       経 症

この資料か らも,予  中停

“

。■症

51.9%
・ 48。1% 卿

咄
り接賦すれば感Иtしても,‐

‐
fr後はス好であることが伺われる。

なお,この問題は,―
‐
rr雌饉による先疫の接種期間と関係があるが,こ

れについては,各詭い いて述べる。

第 .3章 予防接種の実施

―‐rr防接糧の実施は,法第5確により,保健所長
1)の指示をうlrl,TF口T村

Jモ
わ麒 施するようになつている。           ・

共施す7●予防接籠としては,定 llJlに 行うものとして,痘そう,陽チフス・

1)■1ぶ 離のビゆ伴健rf晟び玖令市にあつては都道lr・fハヵll".

2),01都つビにあつては■健所長.   .
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パラチ
.フ

ス
:ジ

ツテ リア及び百 H咳の予防接報が 1う ),又定りυ]以外に臨‖子

に行 うもの としては,発しんチフス,コ ンラ=kス ト,ィ ン タタエンザ ,

フイル府,狙紅紫 りの~T2防
接駈がlbる。

第 31表 定J‖ λび膊1″予防:キ靭4223々 当■1命フtび実施の時りり:

: 4JJ tt κ 疲  1 迪 JJR免 撲lV気の神鋼

l彗 チ ツス・

′ヾ ラチ フス

プ ンテ リア

″i隆 3ォ ,1_:■ ,1オ

来涵 (3回逃組)

生チ羮6ヵ JJか ら12

カ月の‖,(3回迎

縦)

`IL後

3ヵ Jlか ら6

カリJ OI“】(3回逃

擁)

滴 イオJlJ160■月薇薄

は毎
`:ミ

(1回 )

小al観麦入

`卜

liF 6

'1:ヽ

 (11口 )

小学校卒業前 6

以内 (1腫 :)

小学崚入学前 6ヵ ′J

以内 (■ 口|)

ガ難 卒業前 6カ 月

以内 (1回 )

初回

"薇
をうけた後

ロカリレ iヽp 18ヵ J:ゅ

::ll(1"!)

・VJttκ疲むつけたも
ので必要のとさ■

“

1

イ′J, 5′〕, 6,1

恭J913月 ,4 Jl,S.
J3,6 JIの 1カ ′】

イスリD19り1, 10,1, 1■

′J,コ 2,1の 4カ ′J

恭,■ 3,1, 4′ 1, 5

'Iの

3ヵ メJ

嶽

'910月

,10,J,11
月

第 1回 2月 ,3月 の

2ヵ ,;::ll

第 21:15,J,6JJの

2カ リ」l‖ ,

第 3 1111 3 JJ,0り

'の2カ ′l illi

年 4回 11月 ,12月 の

2ヵ ,J:::l

月
に
　

”

カ
　
　
　
カ

定
期
に
行
う
も
の

）
Ｌ

¨
珈

¨
曖

．
一
日

２ら
ロ

か
■

刀

く

力

＝
●
一
の

後
刀

生
カ

百

|

|

回迎 |衆疹 チフス

● ン フ

イ ン フ ル ニ

ン ザ ,ヽ ス

ト, ソ イ ル

コtJ・V, 3rtit

彙

●
一御

　
　
　
′

あ

・

要必

統臨
時
に
行
う
も

の

1  実施の1,,"

3)ョ』紅繊の予″接F」l:i現 在行つてぃない。
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.なお,光llJlの予防接■を行つている伝染病についても,法第 6條の理た

に より,ま ん延の恐秘 る場合は,臨時に予防接uを行うことができる。

■本脳炎″び赤痢の予防接糧は法lCよ るものでは7」tく ,現在,勧奨iC Iつ

・て行つている。              (

実施にあたつては,作脈の予防婆Ⅱ施行心得lC従つて行う。

予防接種施行心得      .    :    ・

予防接 llltの 実施は,厚」i省者示lC示された各慣の予防接世施行心得に従

つて行う。              ・

.施行`酬キは,施行時

'り

,使′1予防接徹液,桜種の方法,実施者の一般的

な注意,・ 注射場のコ~/デ ィション,予診,禁忌,消稚,西り反応等について

1詳細lC規定となしたものでibり ,この施行心得rcよ つて,予防接種の実施

は,安全,正稚,勧 に行わlЪる。  .

現イ|,規定されている施行■4尋は,痘そう。ジフテリア,腸チフス・パ

ラチフス,発疹チ~/ス Dヨ ンラ]百 日咳及びイ~/フルエンザ,つ七つの予

』↓熱 に関するものでlbる。          ・

いま,こ れらfll・lス の予防接m施行心

`じ

の特徴tCついて:■,各諭でのべる

こととして,これらの施行`N畢に一般に共通した事項及びそれに関連ある

・
注意」r項についてfri・7・説することにする。

1)施 行 時 期

= 定JFJIc/デ椰材を障tCついて:よ うける■1令が定められてお り,.年11の接狐骸

当孝を,その接m年令内に全部終了するためlCは ,この施行時j明に従つて

“
F■数回やらねばならぬ。

2)使用予防接種液 (ヮ クチン)                ・

■1勿学的製剤職 険川 3alllに よる検定tC合格した予防移駈腋(ツ クチン)

を fl■
i川する。  ・        `    ・   .

312,s12筋 予 防 接 lri       .

こ11は,有効,安全,無継 フタチンを使用させるための規定で:わ り,

この難 険定調 1:ま ,菜Ji法第32條,2 Ftのガl定によるもcrDでわる。この

規則によつて現行のフクチンは,その製造過程l■一定0カ呵

“

に従つて製造

さ1■ており,そ0製品は,各メーカーによつて自家掟定をうけた後,国立

予防衛上研究所:こ よつて,国家検定をうけることになつている。この検定

に合格したフクチンでなけ1■ば,使ノ
"し

てはい ;ナない。       .
3)予防機種液 (7クチン)の貯蔵法及び有効期間

痘苗を除いて,lLのフクチンは,一般に 2・Cから5°Cまでの温度におい・

て保存■
~る

。ツタチン類は一般に,温度及び保存期‖:1に よつて,力価の低

下をJ(■
~も のでibるから,このJ3a定が置けら11,た。練市:よ 生きたウィール

スでわらから,その力価も,lLの フクチンに比べて,変化しやす く,従つ

て5°CIxT。 でき1■ば 0°C以下で保存するように定めらItたのである。な

お有効期l■こついてもっ寝苗は倉だしの日から2ヵ 月以内と定められてお

),lLOツ クチンに比べて,その期11:ま饉い。

有効期間については,ツ タチン書にIよつて1う る検定合格の和紙にIEJtじ

てめる。り執 OILt合には,この‖紙に1:liますべきで1わ る。    `t
4)実施者の一般的な注意             .

「 常に丁寧な態度で実施にわたり,いやしくも級接m孝0取扱いが‖:雑

に流れないように注意しなければならないJ)。

こ11.:よ予防摘饉:ま,国民に義務を搬していらわけでJち るから,この義務

を果しにくる投力ヽ11者に対しては,快 くJ姜11を うけるようにり=べ きである●

なお,このガ[定が,素さlιるよう,Jい柿りL方漿として,11割‖1に医師
・

1人が行う縦稲者数が定めら1■ている。駅J板を除く,他の予防接組は,1

‖キ田 150人 ,慣寵については30人 と冗められている。この人数は実際の接 :
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m状況から,警験によつてわりだされたも?で
ある。狐症が数が力 の豊

その手投力判Lに比して複雑であるからである。      _

5)機種を行う場所

「充分に広くて p゙JJるい:″潔な場所と選び,換気:室温勢に注意しなけれ

ばならねJ。

一時にブ(■の役接¶者を接租ナる場合,場内が混雑すると,徹々の不都

合がお こ)易 く,割〔故発生?誘因ともな りかねないので,接級場は充分lC

Jrsい場所を通ぶべきである。

   ),。 とか く暗いと|め と疇述

^る
予診 ,・

:"るい とい う事 も五要な條件であ

″び接稲手槻の上か ら郡 合が悪い

LLふ ,少くとも刺激物を生体内に接
なお,予防接畔 ,安全,無害で |

細づ
~るのである力ちら,接続場所の換気,室温等は最ユ

“

ソデイシヨンに

なけ

'■

ばなられ。            .

の 予 診

「
予防接価施行前に,彼接種孝の処‖:状態を尋ね,

家を行わねになら漁.」

予防接醸 ,■人の副作用を伴 う場合があり,この副作用を防止するた

めにl■,接価前に被接破者の処鵬状態を尋ね,また医師は複接続者
,一

性

状態について視診となし,必要な場合には,診察を行つて,手篇な副作用

が起ら滉 よう,深り1な注意を払 うべきである:

これは,予防核mの実施に際して,甚だ重要であり,腸チフス・パウチ

フスの予防接憬において,制なされたfJnく ,実際によく予診を行つた場合

には,その副作:10発
`1:颯

薩 少くすることができる。  ・

'″

言予]]美 mCっぃては,その予脇端 の性質と,被接釉者の体質

とのl■・l逃 .:1,1を mを行つて1ま なちなlJ・ グループがある。例えば発疹チフス

必要がある場合には診

344第 12箭 予 IJJ接 IJl

こ

`ア

が'鶏Tに
対

∵
特奥体質納 する布ヽ 禁忌となつてぃる如く

しかし,一般的にぃって,予防接tは , 次の者につぃては,接狐を行 う 
・

心朦及び腎臓の次止を有するキP胸映淋巴体質の」ι小

: なお′個人の予防接敬の禁忌につぃては,各綺で述べる力ち 接駈を行う
。医師は,これらの禁忌については熟斯してぉ くべきでぁる。

べ きではない6

高熱を有する者 ,

あ十訃。

の 手指の沿毒

「予防接続あ施行にめたるものは
,

ぬ。」      .
その前IC手指を消1接 しなけれlIな ら

予防接散は,一っの小さな手術と解されるので,手指o消券は,必須不
ユL三二ニムIに於ては,・ この′点撤特に留意すべ きでぁる・・

接種用器具のお毒
―

…
注府酔:よ使用1'煮沸によって消i静すること上し,ゃむ tr蓼

ない場合で )ヾ,本づ 5%石炭河ヵ泉そ消毒 し。4ぃで 。・5■f」破 酸水又繊 減
菌水を通して洗つたも0を使′″しなければならない。注2け「oiFil"は必す
。被接証者 1人 ごとにこれを行わなければならない。」

ことで,問題となるのは, 1人毎に行うよL射夕[o消毒で。じるが,昴L清肝
峯 流行性口鷲 等が,1人書に針を2

性 も充分考えられるので, 1人毎oタ

共 I■作業にょって, こllを実行すべ だ

:。)接種部位の消毒      .
一般に,予防接糧欲,上 :ま く,仲則に行 う。

消毒刈としては,-ltic,ァルコ_ル , コード.チンキ導セ睫′‖する。
1)ジ アテリアテル接mli=書に

`職
しゃすぃ。
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ジツテリアの予防ン籠においては,・ヨー IP・ チツキのみを使Jnする。

1こ はヨ

「

ド・チツキは使わない。

11)予防接極液の振とう

「 ィ妙1前 kC,予防醐 注充分lC振 とうして,こ ん濁を均等にしなければ

ならない。」

これは〕予防接徹沼は,―IPTiの懸濁波であり,静かに放置してお く時は,

そのこん濁な不均推 なる恐れ力まわり,この不均等な液とそのまま注射器

に吸いわげて,接籠すれば,力価の低い液を接証した。り,‐定量以上の成

分な接糧して,面u作′障 大ならしめる恐れ等力
'あ

るからである。

12)接種時の遅意   f                    ・

「 注射夕1つ光瑞睦皮Tにせん刺し,軽 く吸引を行つ

`針

光が血管内にせ

ん入していないことをTirfめた後=築液を注入しなければならない。」

予防接■波が,血管内に直接に注入される場合年,■篤なる副作用を生

じ/」 恐れが:bる o

13)予防接種の副反応
・

キ防接mC7D福り反応としては,li17iFr反 応・全身反応に分けることができる。

接種実施者は,この利反応については:充分に熟如し,必要なときは,

核接糧者1こ説llJlして,いたす らな不安感とおこされようにすべとである。

なお,接籠場lCて ,・ 万一,■寓な全身症状のコリ作用がおきた場合は,実

施者は正〔ちに適当な処置を行う。このためには,実施者は常時,撫血場に

は,緊急処iFtに必要な藻御を携行しておVヽた方がよいo

側たの予防接mの』1作川については,蓄諭で0べ子o
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・翌
翼
難
竃
請
曇
一要
一′ｔ

ラむ
↓
″

一華

一鎌
一毒一一一・・

よ
，
・
８
一

，
ｏご
卜
　
●
一̈
●
ュ
０

，
　
一
一●
ｒ

Ｏ
ｃヨ

，
一
〓
Ｏ
Э彗

（̈
Ｒ
３
・

（凛
椰
大
撃
め
織
餞
　
安
蕉
確
弘
）

襲
螂お一醐
饉
一̈軍零

劣
佳
遺
“
の
問
題
は
不
明
で
あ
る
．

ス
ニ
）従
つ
て
、
こ
の
間
短
も
全
く
不

明
と
お
答
え
す
る
以
外
な
い
が
、
も
と

も
と
結
接
と
ｎ
質
の
問
題
が
屁
乱
す
ち

の
は
、
お
核
が
慢
性
博
染
ヽ
で
あ
り
、

餘
り
に
も
多
い
疾
患
で
あ
つ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
雨
栞
系
と
も
，
殊
に
Ａ
ぶ
系

江
縫

蘇

釜

腱
一
い
れ
製

鶴

多
量
感
染
か
、
制
定
は
不
可
能
に
近

い
。
そ
こ
で
、
お
た
ず
れ
の
結
雄
に
つ

い
て
も
、
生
ネ
る
子
供
の
霞
賞
は
ま
す

珊幕
鼎
酔

Ю紳”痺強い颯“材い“』ｒ峙秘

務
螺
職

ち
が
い
な
い
．

」一一］一粋臨『一̈̈
中̈̈

な
い
だ
ろ
う
か
。

（”
凛
”
細
捐
鷹
長
　
島
村
喜
久
治
）

結
核
と
慢
質

ハ
ｍ
）

＾
〓
浦
お
技
ａ
ｎ
几
σ
螢
雀

と
“
ヌ

（辣
に
ま
薇
）
に
つ
い
て
の
凛

針
情
フ
ー
タ
あ

，
や
．
．―

●
一
轟
お
薇
に
”
ぃ
質
〓
が

，
こ
ナ

ら
な
●
ｒ
、
使
佳
撻
“
な
り
や
劣
住
菫

‘
摯
】
“
”

工^
受
Ｔ
滋
交
懸
“
祐
置

嗜
コド
翻
零齢
』電
以懃睡
鸞
螂

洟
吻

（学
）
＾
じ
古
く
か
ら
多
く
の
文
献

椰想障盤】“”“̈
だ犠賊勘一げ

翡
褻
夢
彗

い
な
い
・。
貝
田
は
、
こ
の
観
質
と
し
て

く
輩
諜
螺
訪
醜

理̈

欺
麟
曜
職̈

＾
彙
加
　
ヽ
ヽ
生
）

職
級
に
な
行
し
な
い
こ
こ
の
比
餃
が
ト

ず
か
し
い
場
合
が
ぬ
る
。
そ
の
他
”
ら

の
に
つ
い
て
は
は
こ
ん
ど
適
用
が
で
、

上
記
“
異
．
試
嘉
だ
け
で

，
足
―
る
の

で
、
本
法
の
適
用
を
推
要
す
る
大
策
で

あ
る
。

・　

ハ
２
大
鷺
別
蜘
鐵
＾
島
　

岩

崎
由
堆

）

〓
射
知
を
穂
通
し
、
吸
オ
機
姜
を
試
み

た
。
日
が
非
常
に
こ
ま
か
い
の
で
、
コ

ン
プ
ン
フ
サ
ー
を
用
い
で
一
二
ボ
ン
ド

ミ
ヾ゙
い
い
の
割
で
濾
過
し
て
い
る
．
本

法
μ
富
月
に
供
さ
れ
て
い
る
．　
↓
●“
“

与
は
０
・
０
二
％
の
贅
ス
を
加
え
て
真

液
虔
理
後
、
前
法
狐
似
の
方
法
で
温
過

し
好
結
果
を
得
て
い
ら
。
本
法
の
利
害

は
、
お
夕
、
抗
生
物
賀
、
電
解
質
の
潜

液
か
ら
の
バ
イ
ロ
ジ
ェ
ン
菫
鵜
に
菫
し

覆
ビ
質
の
加
水
分
解
物
や
皿
滋
聾
知
や

コ
ロ
イ
ド
襲
涎
に
は
不
適
で
あ
る
。

景
末
吸
着
法
１
本
法
は
前
例
の
一
部

に
も
出
た
が
、
薬
波
に
Ｏ
・
一
％
の
活

性
炭
を
加
え
エ
セ
一
０
分
恨
最
後
Ｅ
週

す
る
。
濾
板
は
二
重
の
ザ
イ
ツ
濾
遇
器

を
用
い
る
．
但
し
燎
末
は
ア
ル
カ
ロ
イ

ド
、
こ
素
を
吸
著
し
、
■
に
望
證
プ
ロ

カ
イ
ン
等
は
二
０
％
も
吸
着
さ
れ
る
．
・

・
と
同
時
に
一屋
本
の
良
む

は
議
果

に
非
常

に
大
き
ぐ
ひ
ゞ
き
、
縫
悪
品
は
か
た

つ

て
不
れ
物

を
海
貨
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
鈍
静
な
活
性
炭
の
使
用
が
望
ま
し

い
。イ

オ
ン
変
換
糧
諄
法
１
∽
ュ

，

造
、
懇
宥
題
月
に
な
り
数
多
く
の
問
題

・り
ｏ●３
一
等
は
、
イ
オ
ン
交
泉
樹
僣
に

い
は

，
こ
射
年
に
少
ぐ
と
も
と
射
針
だ

しヽ
て
も
取
０
か
え
る
と
い
う
や
り
方
を

講́麟獨知彎　．

漱
譴

粍

製

『

鯛
駅

摯
郷

性
侑
■

を
合
ｔ
な

い
と

鋼
震

■
卜

ら
に

に
鮨
●

に
す
れ
ば

良

い
か
。

（
ｎ
知
　
０
生
）

〔磐
〕

注
射
刑
の
パ
イ
●

・ジ」
ン
に

つ
い
て
は
近
時
種
々
論
議
さ
れ
「
同
時

獅
諺

ｐ
饗

電

嗣

購

わ
鐸

ま
た
彊
酸
で
も
分
解
さ
れ
る
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
．

稀
力

・メレ
オ
ン
法
１
こ
写
共
ζ

ｐ́

・を
標
溜
水
製
造
曝
少
量
加
え
る
と
分
解

さ
れ
る
。

以
上
の
方
法
は
、
悪
溜
水
の
パ
イ
ロ

ジ
ェ
ン
の
フ
ラ
イ
に
、
ま
た
●
子

（
ア

ン
プ
ル
、
バ
イ
ア
ル
瓶
そ
の
他
）
の
府
．

着
パ
イ
ロ
ス
ェ
ン
の
ト
ニ
（に
有
効
で
あ

■一．
』

羅

鎌

羅

羅

鷲

」
帯

ク
Ｌ
ン
の
本
組
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）

を
分
解
し
無
毒
化
し
よ
う
と
の
“
み
で

，
ヨ
”
Ｆ
Ｆ
ｏ
一́１
デ
ゴ
辱
は
ぜ
ラ
チ
シ

溶
讀
に
０
「
一
モ
ル
の
〓
“０
■
を
加
え

二
時
鶴
霞
崚”
レ
〓
野
層
果
を
得
て
い
●

ど
報
し
て
い
る
。
ェ
“０
い
に
よ
り
級
化

を
う
け
な
い
嘉
減
に
つ
い
て
は
良
好
な

方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
他
の
研
究

者
ι
認
め
て
い
る
。

次
互
里
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
法
ｌ
Ｑ
Ｉ

８
〓
〓
”等
は
、
東
液
と
反
底
し
な
い
も

の
に
つ
い
て
本
法
に
よ
る
Ｅ
理
は
極
ゅ
・

て
良
い
方
法
で
あ
る
と
い
つ
て
い
。る．

絶
合
的
に
考
察
す
る
に
、
先
ず
蒸
溜

水
を
パ
イ
ロ
ジ
ェ
ン
フ
ラ
イ
に
す
る
こ

と
が
先
決
問
題
で
、
大
に
要
Ｚ
綺
襲
２

つ
諄

凛
郷
略
璧

一解

凛
群

う
が
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
欽
′

の
本
慢
の
た
め
調
製
時
の
細
心
の
注
意

を
薦
に
繰
り
返
し
て
附
記
す
る
．

バ
イ
０
ジ
ェ
ン
有
無
は
綺
裂
藁
浚
に

つ
い
て
技
取
り
腱
贅
を
施
す
必
要
が
あ

る
の
で
、
大
に
板
嗜
方
法
を
示
す
．

。
（１
）生
物
學
的
崚
定
法

（日
本
秦
局

”，
「
●コぉ
“
〕

，●〓
一Ｆ
・
■
・
』‘
』一〓
Ｆ

＞
Ｅ
●”
　
も
テ

，■
，
　
＞
一いｏ
Ｐ
　
∽

，
　
一”争

ω，
お
ヽ
い〓

，
を
参
照
願
い
た
い
）

（３
）螢
逃
反
鷹
法

（八
日
・
青
山

”

輛
生
鵬
袋
所
年
糧
六
八
・
一
二
七
。
阻

二
三
，
日
本
笞
亨
新
報
第

一
三
六
工
質

一
〓
Ｔ
昭
二
五
の
を
膨
を
麦
照
さ
れ
た

い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

（
４
）
Ｔ
●
Ｂ
．
Ｐ
反
凛
法
１
本
法
は

マ
一■

及
び
石
筵
・
坂
口
等
に
よ
つ
て

研
究
せ
ら
れ
た
教
■
蛋
自
技
出
反
出
を

．
バ
イ
ロ
ジ
ェ
ン
の
議
験
方
法
と
し
て
の

適
用
法
を
研
究
し
、
前
易
方
法
と
し
て

岬

謡

撤
鶴

盤

雲

織

研

台
を
金
風
頂
き
た
い
が
、
大
に
万
法
だ

け
を
示
す
．

繊
姦

入̈
し

０
■
ヽ

ゴ
キ
３
●
３
・

〓
ｏこ

〓
言

一警
●
“こ

ｏ・一●
■
【
≧
，

８

す
０
一
●
ｏ
一Ｃ
Ｌ
ｏ
３

〈
一
）
ｚ
下

ｏ
〓
・ｏ
ｏ
Ｏ
〓

方
法
・あ
３
一「
″
　
一
∝
を
漱
板
上
に

と
し
、
０
■
ヽ

↓
・”
ｏ「
・
二
一「
と

０
〓
“

０
０
０
〓
　
一
請
を
加
え
。
そ
の
昌
色
決

想
を
バ
ィ
ロ
ジ
ェ
ン
フ
ラ
イ
の
蒸
櫂
水

に
同
様
の
操
作
を
行
っ
た
封
黒
度
と
比

霧

静

雲

知
肇

舅

琴

鶴

物
質
が
存
在
す
ら
と
、
そ
ぅ
量
に
従
い

青
色
の
ア
ル
カ
リ
性
色
そ
偲
び
し
、
薫

縁
色
ｔ
鞣
青
色
を
星
す
る
。
■
”
Ｐ
の

カ
リ
ウ
ム
■
に
水
に
と
け
譴
い
の
で
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
霊
を
〓
０
％
ア
ル
コ
ー
ル

に
と
か
し
て
用
い
る
と
一
層
好
都
合
で

あ
る
。

・注
・・ぜ
ラ
チ
ン
波
は
適
用
不
可
．
本

Ｈ
験
を
行
う
に
宙
リ
ア
ル
カ
●
イ
ド
、

有
援
ア
ー
ン
Ｍ
に
つ
い
て
は
パ
イ
●
ジ

ェ
ン
表
さ
ラ
ラ
イ
の
■
の
と
の
封
照
試

デ
ボ
ー
壼
射
剛

【”
〕

買
力
■

，
Ｘ
的
に
応
用
さ
■
ら
、

，
っ

い“”Ю”″瑠”卜″震一”』〕費用辞嘘社、

ｔ
た
そ
の
政
民
露
及
び
ユ
権
年
．佐^

嵐

〓
二
生
〉

〔答
〕

効
力
持
雛
性
性
射
側
と
し
て

最
近
所
寵
デ
ポ
ー
痢
が
デ
ヴ
ュ
ー
し
た

が
、
こ
の
問
題
は
経
剤
學
的
に
都
笛
ｔ

Ｆ
」
Ｅ

爛 面 1-32 6..29日 )

″●‐■o,嵐 こというよう
"…

分触:

に
宙
面

し
て

い
る
。

パ
イ

ロ
ジ

ェ
ン

の

研
究
逸

程
、
。本
儘

の
性
質
ヽ

屁

入
原
因

に

つ
い
て
は

い
ず

れ
か

の
機
會

に
の

べ

．

・

る
こ
と

に
し
、
本

回

は

パ

イ

ロ
ジ

ェ
ン

餘

去
法

に
つ
い
て
観

麓

す

る
一

翌
熱
性

物
質

と

い
つ
て
も
、

ア
撃

位

で
存
在
す

。

ろ
微
量
成
分
で
あ
れ
ば
、
そ
の
操
作
に

，
も
非
常
な
細
心
な
留
寇
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
■
・フ
ま
で
も

な
い
。

（
一
）
物
理
的
方
法

ア
ス
ペ
ス
ト
板
法

１
０
ｏ
↓
二

等

は

ザ

イ

ツ
細
“

濃
遇
器

に

ア
ス
ペ

ス
ト
と

，

パ
ル
プ

で
つ
く

つ
た
津

板

を
使
用

し

て

，・■

●

｛
一
■

〓

∵

・■

■

１

，
ご

よ
う
彙

着
せ
し
め
た
性
湾
過
す
る
方
法

を
晏
昭
し
た
が
パ
完
全

な
除
去
は
望

め

な

い
よ
ラ

で
あ
る
。
補
助
的
手
段
と
し

て
は
有
効
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

議

析
、
譲
溜
、
加
熱
等
い
ろ
′
ヽ

の

方
法
が
研
究

さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ

も
曇
面
的

に
利
用
し
う
ろ
方
法
と
は
言

い
建
く
、
送
析
は
少
量
の
責
科
に
は
有

効
で
あ
る
が
、

・大
Ｒ
製
〓
は
先
ず
不
可

能

で
あ
る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

，
こ
化
学
的
方
法

識
・
ア
ル
カ
リ
法
Ｉ
Ｚ
ヽ
？
Ｚ
●０
〓
　
方
を
参
照
層
い
た
い
）

で
三
０
分
加
熱
す
な
と
不
活
性
化
さ
れ
へ
　
（２
）自
血
球
反
應
怯

（Ｆ
８
８
ヽ
Ｆ



検証項目ごとの調査手法及び内容

(1)予防接種対象疾患の流行等の実態 文献調査
予防接種対象疾患の歴史的変遷を整理するとともに、対象疾患の流行等の状況について統計情報から

把握する。

(2)予 防接種制度 (副反応情報収集、健康

被害救済を含む)

文献調査
予防接種に関する法令、通知を収集、整理し、予防接種制度の歴史的変遷について把握する。

(3)予防接種に使用する器具等の開発・普

及状況

文献調査
注射針等の製造販売業者の業界団体誌、事業者の社史等により注射針、注射筒等について、日本にお

ける技術開発の推移を把握する。

ヒアリング調査 注射針等の製造販売業者等数名を対象に、技術開発の経緯等について聞き取り調査を行う。

(4)予防接種の具体的接種実態 (器具使用

実態、消毒方法等)

アンケー ト調査
全国の都道府県、保健所、市町村を対象として予防接種の実施方法、手順等の変遅及び実態を把握す

る。合わせて手順等を規定した文書を収集する。

ヒアリング調査
アンケー トに回答のあった自治体のうち、文書等の保管状況が良好な6ヵ 所程度を対象に現地を訪間

し、アンケー トで把握が難しい定性的な情報を把握する。

(1)感染者の肉体的・精神的及び経済的

負担、さらに社会的差別偏見に関する

実態

先行研究

B型肝炎ウイルス感染者を対象に、内体的、精神的、経済的負担及び社会的差別偏見に関する実態を

把握する。※調査対象者の負担等に配慮し、同時並行で進められている厚生労働科学研究 (2件 )における調査

内容・結果を踏まえて検討。

(2)B型肝炎ウイルスの感染実態 文献調査
B型肝炎ウイルス感染に関する疫学研究論文等を収集、分析する。また、垂直/水平感染それぞれの

感染拡大への寄与度について検討する。

(1)B型肝炎の病態等に関する医学的知見

及びそれに対する関係機関等の認識

(2)B型肝炎の感染経路等に関する医学的

知見及びそれに対する関係機関等の

認識

(3)集 団予防接種等によるB型肝炎ウイル

ス感染リスクに対する関係機関等の

認識

文献調査

B型肝炎ウイルスが発見された昭和 48年 以降の B型肝炎の病態、感染経路、感染リスク等に関する研

究論文、ガイ ドライン、医学教科書等を収集し、医学的知見・認識の歴史的変遷について把握する。

アンケー ト調査

開業医、保健所長など医療・公衆衛生従事者等を対象とし、当時の認識について把握する。

ヒアリング調査

関係学会や肝炎に関する有識者等数名を対象とし、当時の認識及び背景等についての情報を把握する。

1



(1)関係学会、医療関係者による把握及び

対応

(2)自 治体及び予防接種従事者による把握

及び対応

(3)国 (国立感染症研究所を含む)に よる

把握及び対応

集団予防接種等による B型肝炎感染被害が疑われる事例の把握及び対応の状況を、学会の症例報告、

1(4)の 現地調査において自治体の症例報告、予防接種法に基づく報告、国立予防衛生研究所の記

録等から収集、把握する。主に昭和 23年～昭和 63年の文献を対象とする。

【1(4)、 3と 共通】

※追加的にヒアリング調査を行うことも検討する
アンケー ト調査/
ヒアリング調査

(4)関係機関間の情報共有等の連携の実態
4(1)～ (3)の調査結果から、医療関係者→自治体・学会→国の情報共有・連携が円滑に進んだ

かどうかについて分析する。

アメリカ、イギリスなどの諸外国を対象とし、関連する文献を収集することで各国の予防接種制度に

ついて把握する。

(1)諸外国の予防接種制度 (副反応情報収

集、健康被害救済を含む)

(2)外 国における予防接種に伴う感染防止

対策の実施状況

アメリカ、イギリスなどの諸外国を対象とし、具体的な予防接種実施方法、3型肝炎感染防止対策の

実施経緯、B型肝炎感染被害の状況等について、現地を訪間して研究者等への聞き取り調査を行う。
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